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プロローグ



　過ぎ行こうとする夏の足は速い。

　生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの決戦の準備に夏休みの大半を費ついやしてしまった帰宅しない部の面々にとって、それはなおさらだった。

　だから、残り少ない夏休みを満まん喫きつすべきである。

　それが、正式に部活動として認可された帰宅しない部の総意となっていた。

　夏休み後半の夜。

　屋上にホットプレートを持ち出して、柊木ひいらぎ夕ゆう也やは焼きそばを作っていた。

　クーラーボックスまで持ち出して、予備の材料と飲み物を冷やしておく念の入れっぷりである。

　ソースが焼ける音と、いい香りが夜空へと拡散していく。

「……みんなまだかな。そろそろ始まっちゃうけど」

　夜空とホットプレートを交互に見ながら夕也が呟つぶやいた瞬間、

「がう！　いい匂い！」

　と、桜さくら江えゆすらが屋上に飛び出してきた。

　腰に提さげた二ふた振ふりのサバイバルナイフや背中のオオカミさんリュックはいつも通りだが、着ているのは水色の地に金魚模様の涼しげな浴衣ゆかただった。長く艶つややかな髪の毛も、頭の後ろできちっと結ゆい上あげてある。

「あ……」

　焼きそばを混ぜる夕ゆう也やの手がピタリと止まった。

　――服や髪型が変わっただけなのに……。

　いつもは見えないゆすらの白いうなじが、焼きそばを覗のぞき込こんだせいで夕也の至近距離にある。

「……ユウ？」

　完全に止まってしまった手を不審に思ったのか、不思議そうな顔でゆすらが夕也を見上げた。

　その上目遣いに、夕也の鼓こ動どうが速くなる。

「ちょっと、ゆすら先せん輩ぱい！　そんなに走ったら着崩れちゃいますよ！」

　そんなゆすらを追いかけるように、ピンク地に桜の花のような模様の浴衣を着た木き滝たき恋れん子こが慣れない感じ丸出しで走ってくる。

「！」

　その恋子の姿に、また夕也は目を奪われた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　髪型自体はいつもと同じポニーテールだが、結び目のところに浴衣ゆかたの柄の花と同じ色の、大きな花の髪飾りがあしらってあった。

「なんですか。何呆ほうけたように見てるんですか。まさか、あたしの可愛かわいさに見とれちゃったんですか？」

「え、あ、うん」

「ええっ!?」

　思いがけずうなずいた夕ゆう也やに、恋れん子こは顔を真っ赤にしてのけぞった。

「なっ、ななな……っ」

「あ、いや、その、浴衣の破壊力ってすごいなあって」

「はあっ!?　言うに事欠いて、浴衣ですか！　褒ほめるのは浴衣だけですか！」

「なんでそうなるの。浴衣を着たゆすらや恋子が可愛いってことでしょ」

「なっ!?」

　恋子の顔がますます赤くなった。

「こ、今度はそんなストレートに!?　なんなんですか、もう！」

「ええっ!?　褒めてるのに、なんで怒られるの!?」

「うるせーです！　あ、ま、まさか……浴衣姿のあたしたちを見て、よからぬ妄もう想そうをしてたんじゃないでしょうね!?」

「してない！　してないから！」

「帯を引っ張ってお殿様ごっことか……そのまま押し倒して……甘い言葉を囁ささやきつつあんなことやこんなことまで……。ええっ、それはいくらなんでも……いや――――っ！」

「妄想なんかしてないって言ってるのに……」

「がう？」

　ゆすらが不思議そうに首を傾かしげた。

　そんなところへ、

「あらあら、木き滝たきさんはいつも元気ねえ」

「恋子ちゃんは元気というより騒がしいだけですの」

　と、やはり浴衣姿の秋あき月つき琴こと音ねと柊木ひいらぎ耶や宵よいもやってきた。

　琴音は黒地に色とりどりのバラが咲さき誇ほこっているという、ゴージャス感たっぷりの浴衣を身にまとっていた。そして大たい輪りんのバラのコサージュを帯飾りとして使っている。

　耶宵は対照的に、白地に小さなかすみ草が描かれた、清せい楚そな柄の浴衣だった。紺こん色いろの帯を、小さな七しつ宝ぽう焼やきの帯留めが飾っている。

「ああ、耶宵、その浴衣似合ってるね」

「そんな、いくらホントのことでもそうハッキリ言われると照れますの」

　耶宵は少し顔を赤らめて、両手を頬ほおに添えるようにしてはにかんだ。

「あ、あと琴こと姉ねえも」

「わたくしはついでなの？　悲しいわ」

　おどけたように、琴こと音ねは袖そでを目元に持っていって泣いているふりをした。

「いや、そういうわけじゃ……」

「それより兄にい様さま、手が止まっていては焼きそばが焦こげてしまいますの」

「あ、おっと、そうだった！」

　慌てて、夕ゆう也やは焼きそばを混ぜ始めた。

「それはそうと、生徒会長。沙さ月つきちゃんたちはまだなんですか？」

「浴衣ゆかた選びに手間取っていたみたいだけど……あ、来たみたいね」

　真っ赤な牡ぼ丹たん柄の浴衣を着崩して豊かな谷間をさらしつつ、その上に白衣を羽は織おった御み子こ神がみ更さら紗さ（眼鏡なし）。

　恋れん子ことお揃そろいのような色、柄の浴衣や髪飾りの土つち御み門かど沙月。

　その二人が姿を現した。

　そして、少し遅れて紺こん色いろの甚じん平べえを着た桐きり谷や雅まさ紀きも。

「……おっぱいさんよりおっぱい」

　更紗の胸元を見て、ゆすらが呟つぶやいた。

「なんですか、その胸元っ！　反則です！」

「そうですの！　破は廉れん恥ちですの！」

「あら、誇ほこる胸がないからって見苦しいわね？」

　解ほどいた髪をかき上げながら、更紗はことさらに胸を突き出して見せた。

「恋子ちゃんはともかく、私にはありますの！」

「ともかくってなんですか！　どさくさに紛まぎれて侮ぶ辱じよくしてんじゃねーです！」

「そんなことより、どうして部員でもない貴方あなたがここにいるの？」

　つんとした顔と口調で、沙月が雅紀に言った。

「いやその、夕也にお呼ばれしたからで……」

「友達を裏切るような部外者は目め障ざわりだわ」

「そんな……」

　情けない顔をする雅紀の後ろから、

「それはすまない」

　と、いつものように木刀を持ち、制服の上に浅あさ葱ぎ色いろのダンダラ羽ば織おりを羽織った志し々し谷や左さ京きようが顔を出した。

「自分も部外者を連れてきてしまった」

「ゴメンねー、部活の後だからお腹なか空すいちゃってさ。焼きそば食べられるんでしょ？」

　左京のとなりで、やはり制服姿の志々谷右う京きようが悪びれもせず言った。

　左さ京きようも右う京きようも剣道部に所属している。左京は先の決戦で帰宅しない部に入部することになったが、当然かけもちということになっていた。

「右京先せん輩ぱいは別にいいんじゃないですか？　この部外者と違って部員の双子の妹ですし」

「……」

　なおも刺とげ々とげしい態度を取る沙さ月つきに、もはや雅まさ紀きは涙目になってイケメン優等生としての威い厳げんはどこにもなかった。

「まあまあ、せっかくみんな揃そろったんだから、仲良くしようよ」

「私は貴方あなたが一番嫌いなのよ、柊木ひいらぎ夕ゆう也や！」

　険けわしい顔で、沙月はビシッと指を突き付けて言い放った。

「……ええと……ごめんなさい……」

「それにしても、左京さんも右京さんも、浴衣ゆかたに着替えてくればよかったのに。貴女あなたたちの分も用意させてあったのよ？」

「いえ、自分はこれで。万が一何かあったときに動きにくい服装では対応が遅れますので」

「ボクも、和装って堅苦しい感じがしてあんまり好きじゃないから。それより、焼きそばちょうだい？」

「がう。焼きそば食べたい」

「うん、ちょっと待ってね」

　夕也は人数分の紙皿に焼きそばを盛り分け、次々に手渡していった。

「うふふ、夕ゆうくんの焼きそばは美お味いしいから、左京さんも右京さんもきっとびっくりするわよ」

「あはは、またまた。会長は大おお袈げ裟さだなあ。焼きそばなんか誰だれが作ったって……」

　言いながら右京は受け取った焼きそばを一口食べて、雷にでも打たれたように表情を変えて箸を取り落としそうになった。

「何これ!?　美味しっ！　え？　これ焼きそば……!?」

「がう。ユウの作るご飯はなんでも美味しい」

「当たり前ですの。兄にい様さまのお料理には、私への愛が詰まってますの！　ああ、このこんがり焼けた豚肉の香ばしさとキャベツやニンジンのほのかな甘み、もやしのシャキシャキ感を中ちゆう華か麺めんのコシとソースの深いコクが包み込んで……兄様の焼きそばはまるで凝ぎよう縮しゆくされた一つの宇宙ですの！」

「あはは、表現が大おお仰ぎようすぎるけど、ありがとう、耶や宵よい。喜んでもらえて嬉うれしいよ」

「まったくこのシスコンブラコン兄妹きようだいは……。でも、料理の腕だけは認めざるをえませんよね」

「うむ、これは見事だ……。豚肉、キャベツ、ニンジン、もやし、中華麺……。材料に特別なところは見受けられない。ということは、ソースに秘密が……？」

　箸で材料を探りながら、左さ京きようが呟つぶやいた。

「秘密なんてないよ。まあ、何種類かブレンドしたり、香こう辛しん料りようを加えたりはするけど。あとは、野菜や肉にあらかじめ火を通して下準備しておくのがコツかな」

「夕ゆうくん、それが秘密っていうんじゃないかしら」

「そう？　訊きいてくれればいつでも教えるんだけどね」

　そう言って微笑ほほえむ夕ゆう也やに。

「……ユウ、おかわり」

「私もですの！」

　と、ゆすらと耶や宵よいが空っぽになった紙皿を突き出した。

「あ、うん」

　夕也が紙皿を受け取ろうとした瞬間。

　ひゅるるる、どーん！　という音とともに、夜空に大たい輪りんの花が咲いた。

「あ、始まったみたいだね」

　夏の花火大会は、この辺では毎年の恒こう例れい行事だった。

　その後も花火は立て続けに上がり、夜空を彩いろどり続ける。

「……綺き麗れい」

　おかわりの催さい促そくも忘れて、ゆすらは花火を見上げて呟いた。その白い顔が、花火の光に照らされて一瞬ごとに色を変える。

「そうだね」

　そう返事をした夕也のシャツが、ちょんちょん、と引っ張られた。

「あの、おに……じゃなくて、ねえ、これ」

　しどろもどろに恋れん子こが差し出したのは、クーラーボックスで冷やされていたお茶のペットボトルだった。

「え？　僕に？」

「べっ、別に、ずっとホットプレートの前で焼きそば作ってたから暑いんじゃないかなって思っただけで、そ、それ以上の意味はねーですっ」

「あ、うん、ありがとう」

　夕也がペットボトルを受け取った拍ひよう子しに、指先がほんの少し、本当にほんの少しだけ触れてしまった。

「ひゃっ!?」

　恋子はカメレオンの舌もかくやという速度で手を引っ込めると、顔を真っ赤にして夕也の前から逃げ出した。

「え？　……え？」

　わけがわからず呆ぼう然ぜんとする夕也をよそに、恋子は沙さ月つきの後ろに隠れてしまう。そして、その沙さ月つきは呆あきれ気ぎ味みに肩をすくめた。

「……ユウ！」

　がばっ、とゆすらが夕ゆう也やに詰め寄った。

「え、な、何？　ゆすら」

「……明日は私が魚を捕ってくる！」

「そうなの？　っていうか、なんで花火の真っ最中にそんな話を……？」

「……そしてユウにあげる！」

「ええと……それはありがとう。みんなで食べることになるとは思うけど」

「がう！」

　嬉うれしそうにうなずくゆすらを見て、琴こと音ねは唇くちびるの端を持ち上げるようにして不敵な笑みを浮かべた。

「これは、わたくしたちもうかうかしていられないわね？　ねえ、耶や宵よいちゃん」

「まったく、図ずう々ずうしい泥どろ棒ぼう猫ねこと雌めす犬いぬですの」

　耶宵も、ムスッと頬ほおを膨らませた。

「色々大変そうねえ」

　他ひ人と事ごとのように琴音と耶宵のやりとりを訊ききながら、更さら紗さは物もの憂うげに夕也を一いち瞥べつして、視線を空へと戻した。

　夜空では、今なおいくつもの花火が咲いては消えてを繰り返していた。

　まるで、正式に認可された帰宅しない部を祝しゆく福ふくするように。



    

  
    
      


第一章　学園レイト・サマー



　夏休みも終しゆう盤ばんのある日、ゆすらは秋あき月つき学がく園えん近くの商店街にあるペットショップ『エンゼルテイル』にやってきていた。

　生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの戦いのための軍ぐん資し金きんを稼かせぐ際に、ゆすらがお世話になったお店である。

　もちろんもうアルバイトは辞めているのだが、仲良くなった動物たちに会いたくなって、ゆすらはときおりお手伝いに来ているのだった。

「で、その後ユウ君との仲に進しん展てんはあったのかな？」

　お客もいない昼下がり、お下げに眼鏡の通称「委員長」が訊きいた。

「がう？」

「また委員長はそんなことを訊いて……」

「そうですよ、露ろ骨こつすぎですよ」

　ゆすらと同じくらい小柄なツインテールの店員と、おっとり気味のお団だん子ご頭店長が、委員長をたしなめつつも興きよう味み津しん々しんという顔で近寄ってくる。

「……進展は何？」

「何って、そりゃあまたキスしたとか、告白したとかされたとか、色々あるだろう」

「……がう」

　ゆすらは少し考え込んで、

「……恋れん子こもユウを好きだって言ってた」

「ええっ!?　恋子ちゃんって、この前言っていたライバルの子ですね？」

「おおっと、これはいよいよ恋愛バトル勃ぼつ発ぱつってヤツ!?」

「なんだ、私にゴチャゴチャ言うわりには、二人ともノリノリじゃないか」

　委員長が肩をすくめて苦笑した。

「そりゃあねー」

　ツインテールの子も屈くつ託たくのない笑みを返す。

「あの、それで、どうなったんですか？」

　お団子頭の店長がずいっとゆすらに詰め寄った。

「……恋子がユウにお茶をあげた。だから、私は魚をあげた」

「「はあ？」」

「ええと……？」

　一いち様ように、三人が首を傾かしげた。

「うーん。まあ、プレゼントで気を引くとか、手としてはありかもしれないけど……」

「なんか、急にやりくちが小学生っぽくなったな」

「ですね」

「がう？」

　委員長は腕を組んで、しばし考え込み、

「その恋れん子こってのはどんな子なんだ？」

　と訊きいた。

「……恋子は、私の群れの仲間。胸がない」

「ふむ」

　腕組みをして、委員長はツインテールの子の薄い胸を見やった。

「ちょ、なんであたしの胸を見るんだっ！」

「他意はないぞ？　過か剰じように反応するのは自分自身に思うところがある証しよう拠こだろう」

「むっかー！」

「まあまあ、二人とも、ケンカはやめてください」

　止めに入ったお団だん子ご頭店長の豊かな胸がぽよんと揺れた。

「……。なんか争うのが馬鹿馬鹿しくなってきた」

「確かにな……」

「ええっ!?」

「まあ、今や貧ひん乳にゆうは取り立ててマイナスにならないかもしれないな。案外小さい方がいいという男子も多いらしい。よかったじゃないか」

　委員長はツインテールの子の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「どういう意味だッ！」

「別に。それより、他に何かないのか？　ライバルの特長は」

「……穴掘りが得意」

「穴掘り？　なんで穴掘り……？」

　ツインテールの子がまた首を傾かしげる。

「今ひとつ人物像が見えてこないな」

「あの、他には何かないんですか？　もう少し具体的な特長とか」

「……他……。いつも私の髪を洗ったり拭ふいたりしてくれる」

「おおっと、一緒にお風呂に入る仲？　ライバルとそんだけ仲が良いいとなると、ちょっと切ないね」

「確かに」

「面倒見のいい子みたいですね。家庭的なのかも。だとすると、強敵ですね……」

「……料理は下手」

「家庭的って特長が早くも否定された!?」

「ううむ、なんてつかみどころのないライバルだ……」

「……恋れん子この他にも、おっぱいさんとユウの妹がいる」

「「おっぱいさん？」」

「あの、二人とも、どうしてわたくしを見るんですか……？」

　ゆすらも困こん惑わくする店長の胸元をじっと見て、

「……負けてない」

「負けてないんだ!?」

「やるな、おっぱいさん」

「……おっぱいさんはユウの従姉いとこで、生徒会長」

「なんかそっちの方が強敵っぽくない？」

「確かに。巨きよ乳にゆうだしな」

「だから、どうしてわたくしを見るんですか……」

「そりゃ、店長がそんな大きなモノをぶら下げているからに決まってる。にしても、そのおっぱいさんが強力なライバルなのはわかるが、どうして妹が出てくるんだ？」

「確かに、妹ならライバルにはならないはずだよね」

「……恋子が、ユウはシスコンだって言ってた」

「「「ええっ!?」」」

　三人が一いち様ように驚いて仰のけ反ぞった。

「し、シスコン……？　それはまた……」

「う、うむ、ちょっとアレだな……。っていうか、なんでシスコン男がそんなにモテてるんだ……？」

「で、でも、もしかしたら義ぎ理りの妹さんとか、実は血が繋つながってないとか、そういう妹さんかもしれないじゃないですか」

「あ、なるほど」

「それでもいささか問題はある気がするが」

「……たぶん、実の兄妹きようだい」

「大問題だ――っ！」

「さすがにそれはまずいだろう！」

「で、でも、恋は障しよう害がいが多いほど燃えるって言いますし」

「越えられない！　その障害は越えられないでしょっ！」

「まあ、越えても続いているのは茨いばらの道だけだな」

「……がう？」

「なんでわかんないって顔してるかなー」

「あの、桜さくら江えさんは長い間オオカミと生活していたそうですから」

「じゃあ、オオカミ少女のために恋愛対策作戦会議だねっ」

「ああ、そうだな。そして、やるからには必ず勝つ……！」

「がう！」

「……あのー、二人とも、面白がってないですか……？」

「もちろんだ！　だが、それの何が悪い？　私たちは面白い、そして彼女の恋も見事に成じよう就じゆ！　まさにウィンウィンじゃないか！」

「委員長いいこと言った！」

「理屈の上ではそうですけど……」

　不安そうに、お団だん子ご頭の店長はゆすらと店員二名を交互に見るのだった。
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　同じ頃、秋あき月つき学がく園えん高等部の物理教室では、恋れん子こと沙さ月つきがいつものようにお弁当を広げていた。

　さすがに夏休み中は、中庭は暑すぎるので屋内で食べることにしたのだ。

　今日のメインは小エビとマッシュルームのニンニク炒いためだった。

　エビが大好物の沙月も大いに気に入ったようで、満足げな笑みを浮かべている。

「しかしまあ、エビだけでよくもこれだけレシピがあるもんですねー」

　半ば呆あきれたように、半ば感心したように、恋子は言った。

　沙月はエビが好き。

　そう聞いた夕ゆう也やは、お弁当を作り始めた一学期の半ばから今日まで、毎日何かしらエビを使った料理をお弁当に入れている。

「そうね。まあ、そういう気の遣い方とか、まめさがモテる要因なんでしょうけど。恋子ちゃんも、そういうところにやられちゃったんでしょ？」

「ぶっ!?」

　唐とう突とつに恋愛方面に話を振られて、恋子は顔を赤くしつつ盛大に咳せき込こんだ。

「今さら何を焦っているの？　シャワールームであんなに堂々と宣言しておいて」

　苦笑して、沙月はむせる恋子にペットボトルのお茶を差し出した。

「それは、そうなんですけど……」

　そのお茶を受け取りつつ、恋子は箸を置いて困ったように頬ほおを掻かいた。

　登校日の決戦が終わり、正式に帰宅しない部が部活動と認められた日の夜、夕也のことが好きだと言ったゆすらに対して、恋子も「あたしだって」と言い放っていたのだった。

「まあ、警けい戒かいすべきは彼女だけではないと思うけど。あんな宣言をしてしまった以上、誰だれが動き出してもおかしくないものね」

「うっ。や、やっぱりそうですかね……？」

「それはそうでしょう？　見る限り、ライバルは桜さくら江え先せん輩ぱいだけじゃないわよね？」

「ええ、まあ」

　――少なくとも、生徒会長と耶や宵よいちゃんは水面下で動き始めていてもおかしくはねーです……。御み子こ神がみ先輩はそういう気配はないですけど……なんか最近は左さ京きよう先輩も怪しい感じですし……。

　考えるだに、頭が痛くなってくる。

「前にも言ったけれど」

　淡々とお弁当を口に運びながら、至極冷静な口調で沙さ月つきは言う。

「私は、あの手のタイプの男はオススメはしないわ。鈍感だし、あちこちにフラグを立てるから上う手まく付き合えたとしても常にハラハラすることになりそうだし」

「……だって……しょうがないじゃないですか……」

　真っ赤な顔のまま、恋れん子こは力なくうつむいた。

「まあ、そうね。理屈で人を好きになるわけじゃないし、好きになってしまったものは仕方ないわよね」

「むー」

　沙月の涼しげな顔に、恋子は悔しそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「そういう沙月ちゃんはどうなんです？」

「え？　私？」

「たとえば、桐きり谷や先輩とか」

「はあ!?　ちょ、なんでその名前が出てきはるの!?」

「あ、京言葉が出た。ってことは、動どう揺ようしてます？」

「してるわけないやないの！」

「でも、言葉が……」

「う、う、うるさいわよ！　友達を裏切るような人、私は嫌いなの！」

「でも、それだって沙月ちゃんのためですよね？　沙月ちゃんが武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい側にいるからって向こうに付いたんでしょう？」

「それが軽けい薄はくだっていうのよ」

「そうですか？　友情が壊れることを覚悟してでも沙月ちゃんの味方をしたかったってことなんじゃないんですか？　裏切りには違いないかもしれないですけど、あたしはあんまり軽薄って感じじゃないと思いますけどねー」

「そ、そんなわけ……」

「おに……じゃなくて、うちのシスコン先輩も、その辺の情熱をわかってたから怒らなかったんだと思いますよ？」

「う、うるさいわね！　それでも、友達を裏切るような人、私は嫌いやもの！」

「あ、そういえば、第一印象最悪から始まって、だんだん好きになっていくのって、少女マンガでは王道のパターンですよね！」

「マンガと現実は違うわよ！」

「そうでもないですよ？　よく言うじゃないですか、好きの反対は嫌いじゃなくて無関心だって。嫌いとかって言って突っかかる時点で気になってる証しよう拠こです」

「だから、そういうのじゃないって言ってるやないの！」

「そうやって必死に否定するところが可愛かわいいです。でもまあ、優ゆう良りよう物件だと思いますけどねー。生徒会長ほどじゃないですけど成績は優秀だそうですし、見ての通りの爽さわやかさんだから人気も高いそうですよ？」

「と、とにかく私のことはいいのよ！　ライバルが本気になって、その挑発に乗って大好き宣言しちゃって、他のライバルたちまで刺し激げきしちゃった恋れん子こちゃんの方が焦らなきゃいけない立場やないの！」

「うっ」

　一度は逆転しかけた攻こう守しゆが、またあっさりと元に戻ってしまった。

「生徒会長も彼を狙っているんでしょう？　強敵よね。美人だし、スタイルも良いいし、特に胸がアレだし、家柄も良くて射い止とめればいわゆる逆ぎやく玉たま。成績も万年トップで、体育祭ではちょっと揺らいだけど、人じん望ぼうもカリスマ性もある。もう、考えうる限りあらゆる最上級の条件を揃そろえたような反則スペックの女性よね」

「ぐっ」

「しかも、彼の妹。さんざん恋子ちゃんも言っている通り、彼はシスコンだものね。あれはどう見ても相そう思し相そう愛あいだわ。仲を妨さまたげているのは実の兄妹きようだいという血のつながりだけね」

「ごはっ」

「そして件くだんの桜さくら江え先せん輩ぱいも、エキセントリックではあるけど、だからこそ放っておけないようなオーラ全開よね。危なっかしくて放っておけない美少女って、男の子の守ってあげたい欲求を強烈に刺激しそうじゃない？」

「も、もうやめてください……。あたしのライフはすでにゼロです……」

　沙さ月つきの放つ言葉のことごとくが、超必殺技級の威い力りよくでもって恋子を叩たたきのめしていったのだった。

「ほら、私のことをどうこう言ってる場合じゃないでしょ？」

「……はい」

「まあ、お薦すすめはしないけど、応おう援えんはするわよ？　前にも言ったけど、友達が失恋するところなんて見たくないし」

「うう、人の情けが身にしみます」

「とにかく、恋れん子こちゃんはもっと素直にならなきゃダメね」

「なんかそれを沙さ月つきちゃんに言われるのはちょっとアレなんですけど……」

「うるさいわね。でも、あんな鈍感な男が相手じゃ、今のままじゃ一生かかっても想おもいは伝わらないでしょ」

「うっ。確かに……」

「まして、桜さくら江え先せん輩ぱいはどストレートに言いかねないじゃない。しかも、生徒会長や彼の妹だって動き始めるはず。となったら、悠ゆう長ちように構えている暇なんてないわ」

「それはそうかもしれないですけど……それができたら苦労はねーです……」

「それもそうね」

「うう……何かいい作戦はないですか？」

「頑張って言えるようになるとか」

「ええっ!?　作戦っていうか、正面突破!?」

「もしくは、気合いを入れて言ってみるとか」

「何も変わってないじゃないですか！」

「この手の問題で、正せい攻こう法ほうに勝る手段なんてないんじゃない？　変に搦からめ手てを使ったりすると、失敗したときにこじれてめんどくさいことになるものよ」

「た、確かに少女マンガではだいたいそうですけど……」

「応おう援えんしてるわ」

「……」

　さらっと無む茶ちやを言う沙月に「惚ほれられた者の強み」を感じて、恋子は羨うらやましそうにため息をつくのだった。
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　同じ頃、生徒会室では。

「会長、夏休みが終わったら、文化祭もあるけど、その前に修学旅行だよね」

「え？」

　右う京きように言われて、物もの思おもいにふけっていた琴こと音ねは我に返った。

「聞いてなかったの？　らしくないなあ、大丈夫？」

「あら、ごめんなさい。ちょっと考えごとに夢中になっちゃったみたい」

「お疲れなのでは？　よく眠れていないのであれば、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たい用の宿泊施設が完成したのですから、そちらに移ってはいかがです？」

「いやあ、姉さん、その提案は野や暮ぼってものだと思うよ？」

「野暮？　しかし、あのような狭い部室ではゆっくりと休めないと思うのだが」

「だから姉さん、そういう問題じゃないんだって」

「右う京きようさん、そういう邪じや推すいはやめてちょうだいね？」

「邪推ねえ。まあ、そういうことにしておくけどさ」

　変わらず意味ありげな笑みを浮かべたままの右京に、琴こと音ねはやれやれと小さくため息をついて肩をすくめた。

「で、なんの話だったかしら？」

「文化祭の前に修学旅行があるね、って話」

「ああ、そういえばそうね」

「今年は一番地味な国内ですから、あまり話題にはなっていませんが」

「だねー。去年が盛大だっただけに」

「しかし、中等部・高等部の六年間、毎年修学旅行があるっていうのもすごいよね」

「確かに」

　私立秋あき月つき学がく園えんでは、毎年修学旅行がある。林間学校同様に中等部・高等部合同で、国内、海外、世界一周を三年サイクルで回しているのだ。しかも、旅りよ費ひのほぼ全額が学校持ちという、実に気前のいい行事なのだった。

「理事長であるお祖じ父い様さまの鶴つるの一ひと声こえで決まったそうよ。『修学旅行が一度だけなどと誰だれが決めたのじゃ！』って」

「いや、教育委員会とか、かなり偉い人が決めたんだと思うけど……」

　右京が呆あきれ気ぎ味みに苦笑する。

「まあ、お祖父様はあちこちに顔が利くから、ゴリ押しで通してしまったのね」

「ムチャクチャだけど、理事長らしいね」

「確かに。何しろ、帰宅しない部まで容認してしまう校風を築きずいたお方だ」

「うふふ、そうね」

「まあ、今回の国内修学旅行は、ボクらがやることも少ないから、その分文化祭に集中できて楽だけどね。で？　会長の物もの思おもいは、まさか生徒会の職しよく務むに関することとかじゃないよねー？」

　相変わらずの意い地じ悪わるげな笑みで、右京が琴音の顔を覗のぞき込こみながら、せっかく琴音が変えた話題を引っ張り戻した。

「あらあら、どういう意味かしら？」

　琴音はその追及を笑顔で受け流そうとしたが、ほんの少し、口元が引きつってしまった。

　その微び妙みような反応を見逃さなかった右京が、さらにニイッと口こう角かくを上げる。

「たとえば、柊木ひいらぎ夕ゆう也やのこととか？」

　右京の問いに、琴音は数秒考え込んだ。

　そして。

「そうよ。だって、桜さくら江えさんも木き滝たきさんも本気で夕ゆうくんにアプローチをかけ始めそうなんだもの」

「へえ。でも、生徒会のメンバーとして招き入れたいだけなら、彼が誰だれと付き合ってても関係ないよね？」

「そうね」

「なのに会長はそこのところを気にするんだ？」

「ええ。だって、わたくしも夕くんが好きだもの」

　堂々と、琴こと音ねは言った。

「あーあ、ついに開き直っちゃった。まあ、今はボクと姉さんしかいないからいいけどさ、それ、表明しちゃったら武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんを辞めるって言い出す人が結構出てくるんじゃないかなあ？」

「それならそれで仕方ないわ。いつかはそうなる運命でしょう？」

「覚悟の上ってわけ？　ふうん、なら止めないけどね。でも、姉さんはどうするの？」

「……なぜそこで自分が出てくるのだ？」

「うふふ、左さ京きようさん、わたくしに義ぎ理り立だてしたり遠えん慮りよしたりする必要はないのよ？」

「仰おつしやる意味がよくわからないのですが」

　まったくもって本当に意味がわからない、という顔で左京は戸と惑まどい気味に言った。

「いや、姉さん、そこはわかるでしょ、普通」

「もし左京さんも夕くんのことが好きなら、自由にアプローチをかけるなり告白するなりなさい、ってことよ」

「なっ……!?」

　一瞬にして、左京の顔が真っ赤に染まった。

「で、ですから！　自分はあくまで好敵手として柊木ひいらぎ夕ゆう也やを認めているのであって、れ、恋愛とかそういうのでは……！」

「左京さん、そんなに顔を赤くして必死に否定するのは、認めているようなものよ？」

「まあでも、姉さんの感情は実際には恋愛感情にまで至ってないのかも。フラグが立つ一歩手前というか、あと一押し状態みたいな」

「気になっているという点では大差ないわ。それに、その一押しを夕くんはナチュラルに押してしまいそうだもの」

「さすが会長の従弟いとこだよね。なんていうか、ここへきて異性を引きつける才能に開花したのかもよ。フェロモンパワーみたいな。もしくは魅み了りよう系の異能力？　見つめるだけで異性をメロメロにー、なんちゃって」

「ありえない話ではないわね。耶や宵よいちゃんも不思議な魅力を持っているし……」

「あれ？　冗談が肯定された!?」

「ネクロマンサーがいて熊のゾンビ部隊を編成したり、動物と会話できるとかいってその熊たちと意思の疎そ通つうを図ったり、代々伝わる医療術だとかで包帯で何人もの武道経験者をぐるぐる巻きにするような人たちだもの。そのくらいの不思議が追加されても、もう驚かないわよ」

「あー。確かに」

「そういうオカルト的なものではないと思いますが。優しくて料理が上う手まく、この学園で生徒会長殿にケンカを売るような度胸があり、我々生徒会や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいをやり込める才覚も持っている。慕したわれるのも道理というもの」

「あっれー？　姉さん、ベタ褒ぼめだねえ」

　ニヤニヤしながら、さも楽しそうに右う京きようが姉の腕をつついた。

「だっ、だから！　自分は好敵手についての客観的な事実を述べただけだ！」

「そう？　かなり姉さんの主観補正がかかってると思うけどなー」

「そんなことはない！　自分はいつだって冷静に分析している！」

「うふふ、そういうことにしておきましょうか」

「生徒会長殿まで……！」

「まあ、左さ京きようさんが参戦しないというのなら、正直助かるわ。美人で初うい々ういしい左京さんは、きっと強敵になるもの」

「ですから、参戦も何も、そういうのではありませんッ」

「顔を真っ赤にして言っても、説得力がねえ」

「右京ッ！」

「あはは、ごめんごめん」

「うふふ。まあ、なんにしても……」

　少し物もの憂うげに、琴こと音ねは強い日差しが降り注ぐ窓の外に視線を向けた。

「桜さくら江えさんと木き滝たきさんはしばらくは牽けん制せいし合ってくれそうね。左京さんも今のところ積極的に動く感じではなさそうだし、となると問題は――」

　窓越しにも響いてくる蝉せみたちの鳴き声にかき消されて、その琴音の呟つぶやきは誰だれの耳にも届かなかった。
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　やはり、同じ頃。

　部室には夕ゆう也やと耶や宵よいがいた。

「兄にい様さま、帰宅しない部が正式に認められましたの」

「うん」

「この部室も、正式に帰宅しない部の部室になりますの」

「そうだね。帰宅しない部って書かれたプレートを掲かかげられるのは夏休み明けになるだろうけど」

「ということは、部長さんも恋れん子こちゃんもやりたいことを堂々と続けられるようになりましたの」

「うん、ようやくね」

「じゃあ、お家うちに帰りましょうですの」

「えっ？」

　完全に想定外のことを言われて、夕ゆう也やは驚いてキョトンとした。

「だって、兄にい様さまはもう目的を達成しましたの。もう兄様が手を貸さなくても、部長さんも恋子ちゃんも夜の学校でやっていけますの」

「うーん、まあ、確かにそれはそうだけど」

「武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの左の人も夕食は食べても家には帰ってますの。泊まってはいませんの。だったら、兄様も通いで帰宅しない部をやってもいいと思いますの」

「それはそうだけど」

　そう言って、夕也はしばし考え込んだ。

「兄様、一緒に帰りましょう？」

　ゆっくりと、夕也は首を横に振った。

「それはできないよ。言いだしたの、僕だしね」

「でも！　兄様はもう充分すぎるほど協力しましたの！」

「協力っていう言い方はちょっと違うかな。協力っていうのは部外者的な立場からの言い方だと思うよ」

「そうじゃありませんの……？」

「うん、違うでしょ。僕らは同じ部活の仲間なんだから」

「そんな……」

「それに、楽しいじゃない。みんなでワイワイ生活するのもさ。耶や宵よいも含めて、ゆすらも恋子も僕の作ったご飯をもりもり食べてくれるしさ」

「え……」

「なんだかんだいって、僕も気に入ってるんだよね。好きなんだよ、ここでの帰宅しない部の生活がさ」

「……っ！」

　一度顔を伏せて唇くちびるを噛かみ、しかし、耶宵はすぐに顔を上げてにっこりと微笑ほほえんだ。

「そうですの。わかりましたの、私も兄様が楽しいならそれでいいですの」

「ありがとう。耶宵ならわかってくれると思ってたよ」

　そして兄に背を向けた耶や宵よいは、

「これは、最悪の状況に陥おちいってますの……」

　そう低く呟つぶやいた。

「何か、対策を練る必要がありますの。それも、超強力な逆転の一手を……」
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　その日の午後。

　夕食の買い出しに行こうとしていた夕ゆう也やは、生徒玄関でゆすらとばったり出くわした。

「あ、ちょうどよかった。誰だれかいないかなって思ってたんだ」

「がう？」

「今晩の献こん立だて、決めあぐねててさ。天気予報で夕立注意って言ってたから、降り出す前に買い物に行ってきちゃおうと思ってるんだ。ゆすらは何食べたい？」

「……肉！」

　あまりに予想を裏切らない即答だった。

「ええと、何肉のどんな料理がいい？」

「……肉ならなんでもいい」

「あはは、言うと思ったけど……」

　困り顔で、夕也は所在なさげに頬ほおを掻かいた。

　ゆすらはそんな夕也を不思議そうに見つめて、

「……ユウはどうしていつも何を食べたいか訊きく？　私はユウの料理は全部好き。どんな料理でも全然困らない」

「うん、それは嬉うれしいんだけどね、ほら、日によって気分ってあるじゃない。今日は鶏とり肉にくが食べたいとか、今日は煮込んだ料理が食べたいとか」

　ゆすらは腕を組んで考え込んだ。

「考え込むようなことかな……」

　あまりに真剣なゆすらの顔に苦笑しつつ、夕也は、

「どうせなら、食べる人に喜んでもらいたいじゃない。今食べたいと思ってる料理を作ってさ」

　夕也の言葉に、ゆすらは顔を上げた。

　そしてまっすぐに、迷いのない純粋な瞳で夕也の目を覗のぞき込こむ。

　何か思いついたのか、その顔はいつも以上に屈くつ託たくのない朗ほがらかな笑みを浮かべていた。

「あ――」

　その笑顔に目を奪われて、夕也は一瞬言葉に詰まった。

　どきり、と心臓が一度大きく跳ねる。

「……ユウは？」

「え？」

「……ユウは何が食べたい？」

「いや、ええと、僕はなんでも……いいけど……」

　虚きよを突かれたかのように狼ろう狽ばいして、夕ゆう也やは目を逸そらしながら、そしてしどろもどろになりながら答えた。

　が、ゆすらは視線を逸らした先に回り込んで、またまっすぐに夕也を見上げた。

　そして今度は逃がさないと言わんばかりにガッと夕也のシャツをつかんで、

「……晩ご飯がユウの食べたいものなら、ユウが喜ぶ。だったら、私はユウの食べたい料理がいい！」

　そう、目をキラキラさせながら言うのだった。

「え、ええと……」

「……ユウは何が食べたい？　狩り場で獲とれるものなら私が今から獲ってくる！」

「そんな、そこまでしなくても。ほら、雲行きも怪しくなってきたし」

　生徒玄関の外、入道雲が頭をもたげ始めた空を見て、夕也は言った。

「……私はユウの役に立ちたい！　ユウに喜んでもらいたい！」

　――うっ……。これは……断れないなあ……。

　実際のところ、夕也には「あれが食べたい」という欲求はほとんどなかった。どちらかというと、食べてくれる人に喜んでもらいたいという欲求の方が大きいのだ。

　それは帰宅しない部宣言の前、耶や宵よいだけに手料理を振る舞っていた頃からずっと変わらない。

　だが、どこまでも純じゆ真んしんなゆすらの瞳が、そんな理屈を許してくれそうにない。

　――せっかくの好意を無む下げにもできないし……。

「ええと、じゃあ――」

　言いながら、少し考えた。

　――肉を食べたいというゆすらの希望を取り入れた上で、ゆすらが学校の裏山で獲ってこられそうな材料を使った料理は？

「じゃあ、牛肉をキノコと一緒に炒いためようか。オイスターソースを使って、ちょっと甘辛い感じに」

「がう！　美お味いしそう！」

「狩り場にはキノコってあるかな？」

「……もちろんある。毒があるかどうかも、リスとかモモンガに訊きけばわかる」

「き、訊くんだ……」

「がう。リスやモモンガはいつも食べてるから、間違いはない」

「でもほら、コアラみたいな動物だっているじゃない？　毒のあるユーカリを食べるような、さ」

「がう？」

「いや、だから、他の動物が食べて大丈夫だからって、人間が食べて大丈夫だとは限らないんじゃないかなって」

「……そういう連中は、だいたい自分の特性を自覚してる。訊きけばそのことも教えてくれるから問題ない」

「あ、そうなんだ。……まあ、日本にそんな特殊な生き物がいるなんて聞いたことないから大丈夫だと思うけど」

「がう。少なくとも、狩り場の山にはいないと思う」

「だろうね」

「……じゃあ、キノコを採ってくる！」

「うん。あの裏山、僕らが考えてる以上に色んな食材があるから、どんなキノコがあるのか今から楽しみだよ」

「……ユウも行く？」

「え？」

　意外な提案に、夕ゆう也やは虚きよを突かれた。

「ええと、でも、僕がいたら足手まといでしょ？」

「……問題ない。私が助ける」

「うーん、でもほら、買い物にも行かなきゃ牛肉がないしね」

「……くぅーん」

　残念そうに、ゆすらがしょんぼりとうつむいた。

「あ……ええと、じゃあ、もう少し涼しくなったら一緒に行こうか。お弁当とか持ってさ、ハイキングみたいな感じで」

「がう！」

　パッとゆすらの顔が明るくなった。

「……いつ!?　明日!?」

「いやいや、明日はまだ涼しくないでしょ」

「がう……」

「まあ、お弁当の準備とかもあるしさ。もう少しゆっくり計画を立てようよ」

「がう。じゃあ、今日は一人でキノコをいっぱい採ってくる！」

「あ、うん。気をつけてね」

　早さつ速そく走り去っていくゆすらの背中に、夕也はそう声をかけた。
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　そして一時間後。

　夕ゆう也やが買い出しから帰ってきて校門をくぐった頃、激しい雨が降り始めた。

「うわ、やっぱり降ってきた!?」

　慌てて走って、夕也は生徒玄関に逃げ込んだ。

「危なかったぁ」

　幸い、校舎までの距離が短かったので少し服が濡ぬれる程度で済んだが、ちょっと降り始めるタイミングが早かったらびしょ濡れになってしまっただろう。

　雨はすぐに強さを増し、生徒玄関から見る外はまるで滝のようだった。

「うわあ、これが話に聞くゲリラ豪雨ってヤツ……？」

　あまりの雨の激しさに夕也が見入っていると、その中からゆらりと人影が近づいてきた。ドラム缶を抱えたゆすらだった。

「がうー、びしょ濡れ……」

　キノコのたくさん入ったドラム缶を置いて、ゆすらはブルブルッと身を震わせた。

「うわっ」

　派手に水しぶきが飛び散ったが、それでもまだ黒髪からも制服からもボタボタと水すい滴てきが落ちている。

「ゆすら、大丈夫？」

「……裏山でキノコを採ってたら雨が降ってきた」

「うん、災難だったね。ごめん、僕がキノコ採ってきてなんて言ったばっかりに」

「……ユウが雨を降らせたわけじゃない。だからユウは悪くない」

「ありがとう。それより早く着替えた方が……って、ええと……」

　びしょ濡れの服がゆすらの肌にピッタリと張り付いているのに気がついて、夕也は慌てて目を逸そらした。

「がう？」

「いやその……」

　と、そこへやっぱりびしょ濡れになった恋れん子こが駆け込んできた。

「あーもー、最悪ですっ」

「なんで恋子までびしょ濡れに!?」

「なんでって、体育館の裏で死体掘りをやってたんです！　そしたらこの雨です！　慌てて道具を体育館に避難させてたらこの有り様ですよ！」

「それはお疲れ様……」

　その恋れん子この服もゆすら同様にピタッと張り付き、ピンクと白のしましまブラが透けて見えてしまっていた。

「どうしたんです……？」

　不思議そうに首を傾かしげる恋子に、

「いやその、だから……透けて……」

「きゃ―――――っ!?」

　言い終わる前に、恋子のパンチが飛んできた。

「ぐはっ」

「あっち向いててください！」

「はい……」

　そうして夕ゆう也やが目を背そむけた方から、琴こと音ねと耶や宵よい、そして剣道着姿の左さ京きようと右う京きようが廊ろう下かの方からやってきた。

「あれ、耶宵も一緒なの？　珍しいね」

「こっちから声が聞こえると思って来たら、そこで一緒になりましたの」

「わたくしは左京さんと右京さんの練習が休きゆう憩けいに入ったというから、一緒にお茶でも飲もうかと思っていたのだけれど……」

　言いながら、琴音の目は夕也の背後のずぶ濡ぬれ娘二人を捉えた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　琴こと音ねの視線を追うようにして、耶や宵よいも二人を見て息を呑のんだ。

　そして、何を思ったのか、耶宵は生徒玄関から土砂降りの外へと駆け出していった。

「え、耶宵、何を……」

　しかし止める間もなく、

「耶宵ちゃん、そういう魂こん胆たんなのね……！　負けないわ！」

　と、琴音までもが外へと走り出してしまう。

「いやちょ、雨！　雨すごいのに、何やってるの!?」

　当然、戻ってきた耶宵も琴音もずぶ濡ぬれになっていた。

「兄にい様さま、びしょ濡れになっちゃいましたの」

　張り付いたブラウスの下、下着の色も露あらわな胸元を誇こ示じするようにして耶宵が言った。

「ホント、びしょ濡れね、うふふ」

　琴音も、わざわざ胸を強調するように腕を組んで、艶えん然ぜんと笑った。

「もう意味がわかんないんだけど……」

「っていうか、ジロジロ見てるんじゃねーですっ」

　恋れん子このローキックが夕ゆう也やの脛すねにクリーンヒットした。

「痛っ！」

「あらあら、木き滝たきさん、色気で勝てないからって八つ当たりはみっともないわ」

「そうですの！　貧ひん乳にゆうだからって兄様に乱暴するのはやめてくださいですの！」

「ぐぎぎ……！　このおっぱい魔人どもは……ッ！」

「……恋子、元気出せ」

「だからゆすら先せん輩ぱいも他ひ人と事ごとじゃねーです！　っていうか、びしょ濡れノーブラで動き回るんじゃねーですっ」

「もうどうでもいいから、みんな早く着替えてよ――っ」

　そんなやりとりを眺めながら、右う京きようは、

「ねえ、雨弱くなってきたけど、姉さんはいいの？」

「は？　自分に何をさせようというのだ」

「いや、姉さんはアピールしなくていいのかなーって。まあ剣道着だから破壊力はブラウスに及ばないけど、サラシなら違った意味でマニアックで目は引けると思うんだ」

「なっ、ば、バカなことを言うなっ！」

「そう？　でも、遠えん慮りよとか躊ちゆう躇ちよとかしてたら出遅れるよ？」

「……右京、武道場へ戻れ。その性根を叩たたき直してくれる」

「あ、ゴメン、姉さん、この通り」

　まったく悪びれない様子で、右京はペロリと舌を出した。

「まったく……」

　と、そこへ、髪を解ほどいて白衣を羽は織おった更さら紗さがやってきた。雨に濡ぬれてもいないのに誰だれよりも胸元が見えているのはいつも通りである。

「あら？　みんなお揃そろいでどうしたのかしら？」

「あ、御み子こ神がみさん、いいところに……！　早くみんなに着替えるように言ってよ！　このままじゃみんな風邪引いちゃうよ！」

「風邪……？」

　そう聞くなり、更紗は頬ほおを上気させた。

「うふ。そんなに急いで着替える必要はないんじゃないかしら」

「……変態さんがハアハアしてる」

「そんなにあたしたちに風邪を引かせたいんですかっ」

「医療を志す人のいうことではないわね」

「仮に風邪を引いても、兄にい様さまに看病してもらいますの。白衣の変態さんに出る幕はありませんの」

「ああん、みんな酷ひどいわ」

　更紗が総ツッコミを受けて悶もだえているわきで、夕ゆう也やは、

「とにかく、ずぶ濡れになった人たちは今すぐシャワールームに直行！　早く温かいシャワーを浴びて、着替えちゃって！」

　とシャワールームがある方をビシッと指さした。

「あら、じゃあ夕ゆうくん、一緒に――」

「言わせるかーですっ！　まったくこの淫いん乱らん生徒会長は、油断も隙すきもないっ！」

「……じゃあ私と」

「部長さんもダメですの！　兄様とシャワーを浴びてもいいのは、妹の私だけですの！」

「それも違いますッ！　っていうか、このやりとり何回目ですかッ！」

「あーもう、そういうのはいいから、早くシャワールーム！」

　夕也に強く促されて、ゆすらたちはようやくシャワールームへと向かった。

「うふふ、もし咳せきや寒気があるようなら、すぐ保健室に来させてちょうだいね」

　嬉うれしそうにそう言い残して、更紗も保健室の方へと去って行く。

「お茶どころじゃなくなっちゃったね、姉さん」

「ああ。そろそろ休きゆう憩けいも終わってしまう、武道場に戻るとしよう」

　と、志し々し谷や姉妹も部活を再開するべく立ち去って、夕也はゆすらのドラム缶とともに生徒玄関に取り残された。

「やれやれ……」

　そして一人ため息をついた瞬間、歩み寄ってくる足音に気がついた。

「ん？」

　振り返ると、タオルを手にした沙さ月つきがいた。

「あれ、どうしたの？」

「うるさいわね、恋れん子こちゃんを探しにきたのよ」

「恋子を？」

「そう。外で死体掘りをしていたようだから、濡ぬれちゃったんじゃないかと思ったの」

「ああ、なるほど。恋子なら、たった今みんなとシャワールームに向かったよ」

「そう」

　沙月は素そっ気けなく言って、シャワールームの方へと歩み始めた。

　が、何かを思い出したようにその足を止めた。

「ということは、しばらくはここへは誰だれも来ないわね……？」

「え？　うん、まあ、来ないと思うけど」

「柊木ひいらぎ夕ゆう也や、一つ訊ききたいことがあるわ」

　沙月はくるりと振り返って、キュートなロリヴォイスで高圧的に言った。

「ええと、何……？」

「貴方あなたの友人のことよ」

「友人って……雅まさ紀きのこと？」

「そうよ。あ、言っておくけど、別に恋子ちゃんに言われたことを気にしてるわけじゃないんやからね！」

「ええと、いまいち話の流れが見えないんだけど……。っていうか、恋子に何を言われたの？」

「うるさいわね！　貴方は質問に答えればいいの！」

「……はい」

「じゃあ、質問よ。自分を裏切った彼を、どうして簡単に許せるの？」

「どうしてって言われると説明しづらいんだけど……一言で言えば、友達だから、じゃないかなあ」

「友達なら、普通は裏切ったりしないものでしょ！」

「うーん、そうなんだけど」

　どう説明したものか、と夕也は一度首を捻ひねって、

「たとえば、土つち御み門かどさんは恋子と友達だよね？」

「ええ。それがどうしたっていうの？」

「じゃあ、土御門さんは何かで恋子が敵に回ったとしたら、もうその後は一切縁を切っちゃうの？」

「恋子ちゃんはそんなことはしないもの」

「たとえばの話だってば」

「ありえない想定なんか無意味よ」

　夕ゆう也やは沙さ月つきのつーんとした態度に苦笑しつつも考え込んで、

「じゃあ、たとえ方を少し変えるね。たとえば、恋れん子こにすごく好きな人がいたとする」

「え!?」

　目を丸くして驚いた沙月にびっくりしつつ、夕也は慌てて、

「あ、いや、仮定の話だからね？　で、恋子がその人を好きだって土つち御み門かどさんもよーく知っていたとする」

「ええっ!?」

「だから、仮定だってば。それで、ある日、土御門さんは恋子と一緒に遊びに行く約束をしたとする。でも、待ち合わせ場所に恋子はいつまで経たっても来なくて、やがて電話がかかってくる」

「……」

　怒ったような顔で、沙月は夕也の言葉をジッと聞いていた。

「恋子は、好きな相手と仲良くなる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが来たから、土御門さんとは今日は遊びに行けない、と言った」

「……」

「さて、では土御門さんはそんな恋子になんて言う？」

「……言いたいことはなんとなくわかったわ。確かに、私はきっと『気にしないで、頑張って』って言うわね」

「でしょ。その後に裏切り者なんて言わないよね？」

「当たり前やないの」

「そういうことだよ。そもそも、僕にしてみれば雅まさ紀きの行動は『裏切り』でもなんでもないんだよね」

「裏切りじゃない……？」

「うん。雅紀はあくまで善意で協力してくれてただけなんだよ。あのときも今も帰宅しない部のメンバーじゃない。生徒会長である琴こと姉ねえの権力を考えれば、本来は手を貸してくれるだけで危ない橋を渡ってもらってたんだ。それだけで、雅紀は充分に友情を見せてくれていたよ」

「だからって……」

「あくまで協力者にすぎない雅紀が、自分の目的のために動いたとして、それは裏切りとは言えないでしょ？」

「そんなの、詭き弁べんやないの……」

「そうかなあ。あのさ、雅紀ってかなりモテるんだよ」

「はあ？　なんでそんな話がいきなり……」

「まあまあ、最後まで聞いてよ。今年に入って、僕が知ってるだけでもう一〇人くらいには告白されてるんじゃないかなあ。でも、全部即答で断ってるんだよね」

「……」

「理由は、『好きでもない相手と付き合うわけにはいかないから』だって。要するに――」

　夕ゆう也やは沙さ月つきを指さして、

「決戦のときに全部暴露されちゃって知ってるだろうから言っちゃうけど、雅まさ紀きは土つち御み門かどさんに一ひと目め惚ぼれして、他の女の子のアタックに全部ノーって言ってるんだよね」

「そっ、そんなこと、わかったもんじゃないわよ！」

「わかるよ。友達だからね。本人の口からもハッキリ聞いてるし」

「……っ」

　沙月は、怒ったような顔を真っ赤に染めて、黙ったまま上目遣いに夕也を睨にらんだ。

「友達が他に言い寄ってくる女の子を全員振ってまで一いち途ずに恋してたら、そりゃあ応おう援えんしたくなるじゃない。その恋のためにたまたま利害がぶつかったからって、裏切り者だなんて言えないよ」

　真っ赤な顔のまま、沙月は何度か大きく深呼吸した。

　そして、夕也の顔をキッと睨んで、

「柊木ひいらぎ夕也、貴方あなたの言いたいことはだいたいわかったわ。でも、さっきのたとえ話は最悪だわ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「え？　恋れん子こと土つち御み門かどさんのたとえ、わかりにくかった？」

「あーもう！　そういうことじゃないわよ！　とにかく、最低なの！　信じられない！」

　沙さ月つきはぷいっと夕ゆう也やに背を向けて、そのままスタスタと早足で立ち去ってしまった。

「ええと……何が最低だったんでしょうか……」

　夕也が呆ぼう然ぜんと立ち尽くす中、生徒玄関の外では、恐ろしい勢いで降っていたはずの雨がすでにぴたりとやんでしまっていた。
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　翌日の午前中。

　朝食が終わった後、部室で恋子が、

「あのー」

　と、恋子とは思えないほど控えめな態度で夕也に声をかけた。

「どうしたの？　今日は死体掘りはお休み？」

「ええ、まあ、っていうかですね……」

「もじもじしてないで、ハッキリ言えばいいと思いますの」

「がう」

「ううっ……。ええと、その、宿題がですね？」

「あらあら、木き滝たきさん、もう夏休みは何日も残っていないっていうのに、まだ宿題が終わっていないの？」

「残ってるっていうか……」

　もごもごと、恋子の言葉は尻すぼみになっていった。

「まさか、手もつけてませんの!?」

「だって、だって、一向に死体が出ないのがいけないんです！」

　全員が、呆あきれ果てて大きなため息をついた。

「しょうがない。みんなで手分けして……」

「手伝ってくれるんですか!?」

　キラキラした瞳で期待する恋子に、夕也は、

「違うよ。教えるんだよ。宿題は自分でやらなきゃ」

「がう」

「そうね、夕ゆうくんの言う通りだわ」

「まったくですの」

「そ、そんな……」

　今にも泣き出しそうな表情で、恋れん子こが顔を青くした。

「教えてくれる人がいるだけで、相当楽になりますの。本来付き合う義ぎ理りもない人たちが教えてくれるんだから、恋子ちゃんは平へい身しん低てい頭とう、スライディング土ど下げ座ざも辞さない覚悟で感謝しなきゃいけないところですの」

「むぐぐ、そ、それはそうですけど……」

「っていうか、兄にい様さま、自じ業ごう自じ得とくの恋子ちゃんなんか放っておいて、お家うちに帰るのがいいと思いますの」

「いやあ、さすがにそういうわけにはいかないでしょ」

「がう、ダメ」

「そうね。耶や宵よいちゃん、木き滝たきさんの宿題の危機だもの、今はそういうことを言ってるときではないわよ」

「ちっ。……もちろん、冗談ですの」

「舌打ち！　今、舌打ちしましたよね!?」

「気のせいですの」

「とにかく、左さ京きようさんと右う京きようさんにもお願いしてみるわね」

「え、あの二人って成績いいんですか!?」

「ええ、右京さんは何度も学年二〇位以内にランクインしているし、左京さんもだいたい一〇〇位以内には入っているわよ」

　秋あき月つき学がく園えんの高等部は一学年が三〇〇人強なので、二人とも上位三分の一には入っている計算である。

「なんであんなに熱心に部活やっててそんなに成績がいいんですか……」

「右京さんは要領の良いいタイプだし、左京さんは馬鹿がつくほど真面目まじめなのよ。右京さんは山を張るのがすごく上う手まいし、左京さんは中等部に入った頃先生に言われた『毎日予習復習をしなさい』っていう言いつけを未いまだに守っているそうよ？」

「それはすごいなあ。あ、雅まさ紀きと御み子こ神がみさんにもお願いしようか。あの二人は僕より成績がいいし」

「あ、じゃああたしも沙さ月つきちゃんに頼んでみます」

　恋子は言いながら早さつ速そく携帯電話を取り出して、二言三言話したあと、

「ええと、沙月ちゃんも宿題半分くらい残ってるんで教えてほしいそうです」

　と報告して、琴こと音ねにさらなるため息をつかせたのだった。



　　　＊



　その日の夜。

「夏休みも残りわずかですの！　まだやってない夏の定番を、キッチリこなすべきだと思いますの！」

　晩ご飯のために家庭科実習室に集まった帰宅しない部の面々を前に、耶や宵よいは自信たっぷりな顔で言い放った。

「まあ、これから恋れん子こたちも宿題三ざん昧まいになっちゃうし、息抜きに遊ぶ計画を立てておくのもいいかもね」

「さすが兄にい様さま、話がわかりますの！」

　ちなみに、自主練習という名目でできたてほやほやの宿泊施設に泊まっている右う京きようもちゃっかりご飯を食べに来ているが、親の目もある雅まさ紀きは来ていない。

「で、なんですか、夏の定番って」

　先日使い切れずに余ったキノコと一緒に煮込んだ鶏の手羽に箸を伸ばしつつ、恋子が訊きいた。

「決まってますの！　肝きも試だめしですの！」

　ぴたり、と恋子の箸が止まった。

「じょ、冗談じゃねーです！　反対です！　却下で……もがっ!?」

　喚わめく恋子の口に、手羽の煮物が突っ込まれた。

　突っ込んだのは、恋子のとなりでご飯を食べていた沙さ月つきだった。

「いいわね、肝試し」

「ちょ、何を言ってるんですか、沙月ちゃぐもっ!?」

　突っ込まれた鶏の手羽を出して抗議をしようとした恋子の口に、またも沙月の手によって次の鶏とり手て羽ばが突っ込まれた。

「で、その肝試しはいつやるつもりなの？」

　もがく恋子を放置して、沙月は笑顔で訊いた。

「善は急げで、今夜がいいと思いますの！」

「だから、冗談じゃねーがふっ!?」

　三本目が突っ込まれた。

「恋子ちゃん、ちょっと黙ってて。ねえ、さすがにそれは性せい急きゆうすぎるんじゃないかしら。みんな心の準備もあるでしょ。明日の晩くらいの方がいいと思うわ」

「沙月ちゃん、酷ひどいです……」

「恋子ちゃんこそ何を言ってはるの？　肝試しなんてお化け屋敷と一緒で露ろ骨こつなチャンスやないの！」

「へ？」

「わかってないの!?　あーもう！」

　と、沙月は周囲の視線に気づいて、

「あ、なんでもないわよ？　おほほほほ」

　そうわざとらしく笑って何かを誤ご魔ま化かそうとした。

「あらあら、面白そうね、肝きも試だめし。でも、明日という意見にはわたくしも賛成だわ。ねえ、右う京きようさん？」

「あー、はいはい。会長が何を考えてるかはだいたいわかるよ。でもさ、そういうよこしまな目的だと、あんまり人は動員できないよ？」

「うふふ、それはそれで構わないわ」

「りょうかーい。姉さんは？　昼は興味ないとか言ってたけど、少しくらいアクシデント狙ってみる？」

　訊きかれた左さ京きようは真顔で首を傾かしげた。

「……なんの話か、今ひとつ見えないのだが」

「これだもんなー」

　右京が肩をすくめるその脇で、三つ編み眼鏡状態の更さら紗さは、

「ええと、桜さくら江えさんはいいんですか……？」

　と訊いた。

「がう？」

　手羽の骨を囓かじっていたゆすらが、キョトンとした顔で首を傾げた。

「いえ、その、肝試し……」

「……ユウ、肝試しは何？」

「え？　ええと、夜、怖いのを我慢して取り決めたコースを回ってくる遊びだよ。やるとしたら校内をぐるっと回ってくる感じかな？」

「こ、校内をぐるっと一周!?　あんた、夜の学校の怖さを甘く見てるんじゃ……」

　そこまで言いかけて、恋れん子こは沙さ月つきが手羽を箸でつまんだのを見て口を閉ざした。

「……別に学校には猛獣も天敵もいない。何が怖い？」

「何って、そりゃまあお化けとか幽霊じゃないかなあ」

「……そんなのは学校で見たことない」

「そりゃまあそうだろうけど」

「あらあら、育った文化が違いすぎて、一ひと筋すじ縄なわでは説明できそうにないわね」

「うーん、ホントにね。……ええと、人間は昔から闇が怖いんだよ」

「……暗い方が隠れやすい」

「いやいや、普通の人間は闇を見通せないからね」

「……意味がわからない」

「ゆすら先せん輩ぱいはお化けとか幽霊とか怖くないんですかっ!?」

「……お化けは何？」

「部長さんにかかるとお化けも形なしですの」

「桜さくら江えさんには後でゆっくり説明するとして、肝きも試だめしは明日ということでいいかしら、耶や宵よいちゃん？」

「皆さんがそう言うなら仕方ありませんの」

「あ、でも、回るコースは今決めておくべきだと思うなー。ね、土つち御み門かどさん？」

　ニヤニヤと笑いながら、右う京きようが沙さ月つきに話を振った。

　まるで示し合わせたように、落ち着き払った態度で沙月は話題のパスを受け取って、

「そうね。私もそう思うわ。一般教室棟から特別教室棟を回って部室棟に戻ってくればいいと思うけど、階段を使わないのももったいないから、特別教室棟は二階を通ってくるというのはどうかしら？」

「うん、僕は別にそれでいいと思うけど」

　夕ゆう也やはうなずいたが、かぶせ気味で耶宵が立ち上がった。

「特別教室棟の二階には貴女あなたがねぐらにしている物理教室があるはずですの！　何を企たくらんでますの!?」

「気のせいだし、偶然よ」

　涼しい顔をして、沙月はしれっと答えた。

「ぜーったいウソですの！」

「そういえば、どうして沙月ちゃんは物理教室を拠点にしてるんです？　薬品とか使うなら化学教室の方がいいんじゃないですか？」

「だって、化学教室は薬品臭いんだもの。その点、物理教室は臭わないし、薬品倉庫のある化学準備室にも近いし」

「あ、なるほど」

　ともあれ、こうして、急きゆう遽きよ帰宅しない部による肝試し大会の開催が決定したのだった。



　　　＊



　そして翌日の夜。

　夕食後、肝試しのために帰宅しない部の面々は部室棟前に集合した。

　夕也、ゆすら、恋れん子こ、琴こと音ね、耶宵、更さら紗さ、沙月、左さ京きようの八人である。

「ほ、ほ、本当にやるんですか……？」

「ここまで来て何言ってるの、恋子ちゃん」

「だって……」

「少女マンガが好きな恋子ちゃんなら、肝試しってイベントが何を意味するかぐらいわかってるはずでしょ？」

「うう……それは、わかりますけど……」

「右う京きよう先せん輩ぱいが来てないのは、部員じゃないからじゃないわ。生徒会長のために裏で動いてるはず。でも大丈夫、私に任せて」

「あたしが言ってるのはそういうことじゃないんですけど……」

「うふふ、土つち御み門かどさんはずいぶん自信たっぷりね」

「生徒会長こそ、どうしてそんなに挑発的なんですか？」

　なぜか琴こと音ねと沙さ月つきの視線が火花を散らし始めた。

　そんな様子を見やりながら、耶や宵よいが、

「くすくす。いずれにしても、美お味いしいところを持っていくのは私ですの」

　とほくそ笑む。

「ええと、張り合うのはいいですけど、怪け我がはしないように……あ、あたしとしてはしてもらってもいいですけど……」

「いや、怪我しちゃダメだから」

「同感だ。それにしても、今日は日中から右京の姿が見えなかったが、いったい何をしているのやら」

「誰だれかさん同様、鈍い人がここにも一人いたわね」

「どういう意味だ？　土御門嬢」

「いえ、別に」

「さあ、それより、早さつ速そく始めましょう、夕ゆうくん」

　言いながら、琴音が夕ゆう也やの右手を取った。

「一緒に出発よ」

「え？　組み分けとか、しなくていいの？」

「そうですっ！　生徒会長横おう暴ぼうですっ！」

「がう！」

「まったく、琴こと姉ねえ様は油断も隙すきもありませんの！」

「じゃあ、どうするんです……？　ジャンケンとかでペアを決めるんですか……？」

「わたくしは夕くんと組むわよ？」

　さも当たり前という口ぶりで、琴音は宣言した。

「何言ってんですか！　おに……先輩とは、あ、あたしが組むんですっ」

　ガッと恋れん子こが夕也の右腕をつかむ。

「恋子ちゃんまで何わけのわからないことを言ってますの？　兄にい様さまと組むのは妹である私に決まってますの！」

　耶宵は空いた方の夕也の左腕に抱きついた。

「……ユウは私と行く」

　ゆすらも、そう言って夕ゆう也やのシャツの裾すそをちょんとつまんだ。

「大人気だな、柊木ひいらぎ夕也」

「いやその……ええと……」

「なんで貴女あなたまで不機嫌になるんですか……？　まさか……」

　更さら紗さに問われて、左さ京きようは顔を赤く染めた。

「べっ、別に自分は不機嫌になどなっていない！」

「もう収拾がつかないわね。いっそ全員で行ったら？」

　呆あきれ気ぎ味みの冷めた口調で、沙さ月つきが投なげ遣やりに言った。

「でも、この人数で行ったら肝きも試だめしにならないんじゃないかなあ……」

「あらあら、そうかもしれないわね。……でも、ジャンケンか何かで決めようとして、負けるリスクを考えたら」

「うっ。た、確かにそのリスクは洒落しやれにならねーです……」

「がう」

「納得できませんけど、背に腹はかえられませんの……」

「決まりね。ここは妥協して、全員で行くということにしましょう」

「なっ……!?　み、みんなが一緒に行くというなら、じ、自分も……」

「じゃあ、行ってらっしゃい」

「あれ、沙月ちゃんは行かないんですか？」

「ええ。私は柊木夕也が嫌いだもの」

「あはは……」

「じゃあ、恋れん子こちゃん、頑張って。私は野や暮ぼ用ようを思いだしたから、失礼するわ」

　そう言い残して、沙月は夜の闇の中に消えていった。

「ええと、御み子こ神がみさんはどうする？」

　夕也に訊きかれて、更紗も首を横に振った。

「あたしも、万が一の事態に備えて保健室で待機してます……」

　更紗もそう言って消えていった。

「さ、夕ゆうくん、不参加の人たちは放っておいて、早く行きましょう？」

「ですの」

「う、うん」

「それにしても、生徒会長殿も他の人たちも、ちょっとくっつきすぎなのでは……」

「そんなことありませんの。だって、怖いんですもの」

「そうよ。怖いのよ、左京さん」

「がう。怖い」

「ちょ、ゆすら先せん輩ぱい、昨日はお化けも幽霊も平気っぽいこと言ってたじゃないですか！」

「……今日、お団だん子ごさんたちに相談したら怖いことにしてくっつけって言われた」

「誰だれですか、そんな的確な入れ知恵したお団子さんたちって!?」

「ええと、そんなにくっつかれると暑い上に歩きにくいんだけど……」

「それが肝きも試だめしの醍だい醐ご味みというものよ」

　何かが違うような、と首を傾かしげつつ、ともかく夕ゆう也やはよたよた進み始めたのだった。



　柊木ひいらぎ夕也が嫌い。

　それが八つ当たりであることは、沙さ月つき自身理解していた。しかし、その上でも、それでいいと思っていた。

　何も、大切な友達が想おもいを寄せている相手と仲良くなる必要はない。

　誤解を生まないためにも、嫌いと言っておいた方が無難だ。

　お薦すすめはしない。でも、応おう援えんはする。

　かつて恋れん子こに直接言ったその言葉は、沙月の本心そのものだった。

　悲しむ恋子は見たくないし、恋子の役に立ちたい。

　だから、協力はする。

　そのために色々仕込んだ物理教室前まで移動しようとして、沙月は何やら言い争う声を耳にしてふと足を止めた。

「もう一度だけ訊きくが、どうしても琴こと音ね様を裏切るというのか、ファランクス１！」

「くどい！　特定の誰かへの恋心を口にされた段階で、我らの愛した生徒会長は死んだのだ！　なぜそれがわからん、ファランクス５！」

「そうだ！　琴音様が誰かのモノになるくらいなら、俺おれは可か憐れんな妹に味方する！」

「ファランクス６まで……いったいどうしてしまったんだ!?　お前たちの愛はそんなモノだったのか!?　たとえ自分に振り向いてくれなくとも、生徒会長が幸せになってくれるならそれでいいと、なぜ思えない!?」

「ファランクス２、お前の綺き麗れいごとは聞き飽きた！」

「同感だな。お兄ちゃんと呼んでもらえる喜びを知らないお前らに、俺たちの気持ちはわかるまい！」

「見損なったぞ、お前ら……！」

「あーもうどうでもいいよ、そんなの。ファランクス３と４はアホらしいって帰っちゃうしさ。まあ、それもどうでもいいや。でも、この絶好の脅かしポイントはボクたちが使わせてもらう。それだけは譲れないんだよ。……力ずくでもね！」

「よし、隊長に続け！」

「おうっ」

「妹ラブに目覚めた俺たちを甘く見るなよ！」

「ああ。俺おれたちの愛した琴こと音ね様はもういないんだ……。ならば、新しい妹愛に走ったとして誰だれに責める権利があろうかっ！」

　やがて、激しく木刀を打ち合わせる音が聞こえてきた。

　――バカばっかりやわ……。

　深くため息をついて、沙さ月つきは争う声の脇を足早に通り過ぎた。



「きゃあっ」

　むにっ。

「ひっ」

　ぴとっ。

「がーうー」

　がしっ。

「ちょ、みんな、くっつきすぎだよ……！」

「せ、生徒会長殿、いくらなんでもそれはやり過ぎなのでは……」

「だって怖いんだもの、仕方ないわ」

「怖いのと胸を押しつけることとの間にどんな因果関係がありますの!?」

「……そう言うユウの妹も、おっぱいをくっつけてる」

「ひっ！　ガチで怖いですーっ！」

　沙月が人ひと魂だまを投とう影えいしたり、効果音を響かせたりするたびに、わざとらしい悲鳴をあげて誰かが夕ゆう也やに抱きついたり、あんなことやこんなことになる。

　――これのどこが肝きも試だめしなのよ。

　だんだん、沙月までもが馬鹿馬鹿しく思えてきてしまうのだった。



    

  
    
      


第二章　学園カームネス



　そんなこんなで夏休みが終わり、二学期の幕が開いた。

　始業式の後、夕ゆう也やは『この部室は帰宅しない部が占拠しました。』と大きく記した張り紙を貼った部室のドアに、正式に支給された『帰宅しない部』のプレートを取り付けた。

「この張り紙はもう必要ないけど、名な残ごり惜しいから残しておこうか」

「ですねー。あたしたちの原点っていうか、象しよう徴ちようみたいなものですし」

「がう！」

「それにしても、なんか、感動の瞬間ですねー。苦労した分、感慨深いっていうか」

　正式な部の名前が刻きざまれたプレートを眺めて、恋れん子こがしみじみと言った。

「がう」

　同様に、ゆすらも大きくうなずく。

「これでやっと帰宅しない部も正式な部になったって気がするね」

　学校側からは、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの決戦直後、夏休みの登校日の時点で正式に承認されている。

　しかし、部室のドアに取り付けるプレートまでが承認された当日にできあがるはずもなく、ようやく今日プレートが手渡されたのだった。

「……なわばりを守った」

「うん、そうだね。少なくとも、この部室は名実ともに僕らの居場所として認められたってことだしね」

「がう！　群れも一気に大きくなった！」

「ですねー。生徒会長はどういうわけかずっと一緒だったからアレですけど、御み子こ神がみ先せん輩ぱい、沙さ月つきちゃんに加えて、今や左さ京きよう先輩まで部員ですからねー」

「それだけじゃないよ」

「へ？」

「がう？」

「ゆすらはアルバイトできるくらい人間の社会にも慣れてきたし、恋子だって死体は掘り当てられてないけど、熊の剥はく製せいや毛皮で魔法をきちんと使えてるんだし、それぞれちゃんと前に進んでる」

「あ、確かに、言われてみればそうかも……」

「もともと、二人がやらなきゃいけないことをやりやすくするために発足させたのが帰宅しない部だからね。そういう意味では、ちゃんと機能してるってことだよね。もちろん、これからも、だけど」

「……ユウのおかげ」

「そう……ですね。それは認めざるをえません」

「そんなことないよ。二人が頑張ってるからだよ」

　そう言って笑いながら、夕ゆう也やはプレートをつけ終えたドアを開けた。

「ああ、そうだ、正式に僕らの部室になった以上、備品は堂々と置けるんだよね。となると、小さくてもいいから冷蔵庫が欲しいなあ」

「ああ、ですね。飲み物とか冷やしておけると便利かもしれません」

「それもあるけど、デザートとか作って冷やしておいたりもできるようになるし」

「……デザート!?」

　ゆすらが途端に目を輝かせた。そしてガッと夕也の制服をつかんで、

「……冷蔵庫があれば、部室でデザートが食べられる!?」

「え？　う、うん、まあね」

「……冷蔵庫欲しい！」

「ゆすら先せん輩ぱい、決戦の後もときどきアルバイトに行ってましたよね？　そのお給料とかで小ちっちゃいヤツなら買えるんじゃないですか？」

「……じゃあ買う！」

「まあまあ、落ち着いて。みんなで相談してみようよ。僕も含めて欲しいって人は多そうだから、みんなで出し合えば案外安く済むかも」

「がう！」

「なんか部活らしくなってきましたねー」

「……らしくじゃない。部活になった」

「いや、今のは言葉の綾あやっていうか、表現的なアレで……」

「……恋れん子こは間違ってる」

「だーかーらー！」

　いつものようにぎゃーぎゃーと言い合いながら、恋子とゆすらは部室に入っていく。

　そう、『部室』に。

　もうここは、不法占拠した空き部室ではないのだ。
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　まだ残る暑さと気だるさに大半の生徒が苛さいなまれる中、生徒会の面々は放課後もフル稼働で、精力的に文化祭の準備を進めている。

　そんな二学期初日も暮れて、夜。

　いつものように、帰宅しない部の面々は家庭科実習室で食卓を囲んでいた。

　部員の左さ京きようはもちろん、姉と一緒に部活や生徒会の仕事で遅くなった右う京きようもご相しよう伴ばんにあずかっている。

　夕ゆう也や、ゆすら、恋れん子こ、琴こと音ね、耶や宵よい、更さら紗さ、沙さ月つき、さらに左京、右京と、総勢九名によるさながらパーティのような夕食だった。

　今日のメイン料理は、豚キムチ炒いためをふんわり卵でとじたものである。夕也のお手製マヨネーズをかけてあって、一見お好み焼きのようにも見える。

　辛い料理が苦手なゆすらのために、定番の豚キムチの辛みを中和しようと、夕也が即興で工く夫ふうした料理だった。

　が、これがゆすら以外にも好評で、献こん立だてとして定着してしまった。

　そんな経緯で生まれた料理なので、正式な名前もない。普段は「豚キムチと卵のアレ」とか「豚とキムチとふわとろ卵のヤツ」とか、そんな呼ばれ方をしていた。

「うーん、さすがにやるなあ、柊木ひいらぎ夕也。特にこの卵の半熟具合が」

「ああ、まさか豚キムチに卵がこんなに合うとは……。生徒会長殿が欲しがるだけのことはある」

　初めてこの料理を食べる志し々し谷や姉妹は、ぐぬぬと唸うなりながらも箸を休める気配がない。

「……ユウのご飯はなんでも美お味いしい」

　えっへん、とゆすらが胸を張った。

「なんで部長さんが自慢してますの？」

「……ユウの料理はすごい。だから、ユウがいる私の群れはすごい」

「意味がわかりませんの。兄にい様さまを自慢していいのは妹の私だけですの」

「……ユウの妹こそ、言ってる意味がわからない」

「あらあら、じゃあわたくしは従姉いとことして夕ゆうくんを自慢するわ」

「生徒会長まで何を言ってるんですか！　あ、あたしは、幼なじみとして、まあ褒ほめてやらなくもねーですっ」

「じ、自分もここはライバルとして誇ほこっておくべきなのだろうか……？」

「姉さんに参戦する気があるなら、積極的に行くべきなんじゃない？」

「参戦……？」

「あー、うん、わかんないならいいや」

「柊木君、大人気ですね……」

　三つ編み眼鏡の更紗が、控えめに言った。

　その言葉に「いやあ……」と夕也は照れて頭を掻かいた。

　が、その瞬間、

「何をにやけてはるの。気持ち悪いわ」

　沙月のつーんとした冷ややかな言葉に、夕也は苦笑いをするのだった。

「それはそうと夕ゆうくん、帰宅しない部は文化祭はどうするのかしら？　もうすぐ申請を〆しめ切きるわよ？」

「あ、そうか。正式な部活になったってことは、参加しなきゃいけないんだっけ」

　生徒の自主性を尊そん重ちようする秋あき月つき学がく園えんでは、帰宅しない部のような無む茶ちやな部活動もきちんと手続きさえ踏めば認可される。

　ただ、その分、積極的に活動をすることも求められるのだ。

　特に公式大会などへの参加がない部活動は、文化祭には必ず何かをやらなければならないと校則にも明記されていた。

「まあ、認可された時期が時期だから、準備期間不足は不参加の理由として不足はないと思うけどねー」

「そうね、右う京きようさんの言う通り、それを理由に手続きさえ踏めば不参加も認められるとは思うけれど」

「でも、せっかくのお祭りですし、いきなり不参加を決めちゃうのももったいないんじゃないですか？」

「うん、僕も恋れん子この意見に賛成かな」

「確かに、参加した方が楽しいですよね……」

「がう。楽しいならやる」

「うふふ、みんなそう言うと思ったわ。それなら、早めに何をやるか決めないといけないわね」

「でも、帰宅しない部の成果ってなんでしょう？　文芸部は文集を出して、マンガ研究会は自分たちの描いたマンガを発表するし、計測部は林間学校で測った木の高さとかを研究結果として発表するわけじゃないですか」

　恋子はそう言って首を傾かしげた。

「別に、普段の活動と関連させる必要はないと思うよー？　ミステリ研究会からはマジックショーをやるって申請が来てるし、文芸部は文集と一緒にケーキを売るとか言ってるし、林間学校でまでケバブ焼いてたシシカバブ同盟がどういうわけかお化け屋敷をやるって言い出してるし」

　右京が言った瞬間、ゆすら以外の箸が驚きよう愕がくによってピタリと止まった。

「え、あのシシカバブ同盟が……!?」

「も、もしかして天てん変ぺん地ち異いの前触れとかなんじゃねーですか!?」

「信じられませんの……」

「がう？」

「まあ、お化け屋敷とは別に、校門の近くにケバブの屋台を出すそうだけどね」

「あ、やっぱりそうなんだ」

　苦笑しつつも、いつものシシカバブ同盟だと夕ゆう也やたちは安心したのだった。

「ってことは、別に何をやってもいいんですか？」

「活動内容に関係するのが望ましい、ということにはなっているわ」

「だね。ミステリ研究会や文芸部は個人で活発に活動してるから許されてるって面もあるんだよね。それぞれがガンガン作品仕上げて、新人賞やコンクールに応募しまくってるからさ。特にミステリ研究会は大手出版社がやってる新人賞で最終選考にまで残ってる部員もいたりするから」

「ええっ!?　それってもしかして、プロデビュー目前ってことですか……!?」

「あら、この学園ではそういう人も珍しくないわよ？　確かマンガ研究会にもそのくらいの人がいたはずだし、ゲーム研究会や軽音部がネットにアップした動画のいくつかは一〇万回以上再生されているという話も聞いているわ」

「この学校の部活って、変わってるだけやないのね……」

「うふふ、伊だ達てに部活動を奨しよう励れいしているわけではないのよ。まあでも、のんびり好きなことをやってる部活もたくさんあるし、基本的に生徒の自主性を尊そん重ちようするのがこの学園の方針だから大丈夫よ」

「ま、言い訳なんかどうとでもなるしねー」

「なるほどー」

　納得した顔でうなずいて、恋れん子こは、

「で、何やります？」

　と全員の顔を見回した。

「深く考えなくても、こんなに美お味いしい料理が作れるなら、これを売ればいいのではないだろうか」

　箸でつまんだ豚キムチと卵のアレをまじまじと見つめて、左さ京きようが言った。

「そうね、左京さんの言う通り、夕ゆうくんの料理は充分お金を取れると思うわ」

「いやあ、それは褒ほめすぎだよ」

「そう言いつつまんざらでもない顔をしてるのがウザいわ」

　沙さ月つきのツッコミは常に一定のクールさとドライさを維持していた。しかも、雅まさ紀きがいない今、その矛先は夕也にばかり向けられる。

「……すみません」

「ふん」

「ええと、沙月ちゃん、少しツッコミが激しすぎるんじゃ……」

「うるさいわね、いいでしょ、ホントのことなんだから」

「えー……」

「ま、まあ、それはともかく、料理を出すにしたって、何を出すのかとか決めないとね」

　激しいツッコミのダメージを堪こらえつつ、夕ゆう也やは話題を戻そうと切り出した。

「……肉！　肉がいい！」

「あらあらうふふ、本当に桜さくら江えさんはお肉が好きなのね」

「がう！」

「でも、ただ食べ物を売るだけじゃ芸がないんじゃないですか？」

「ちょ、恋れん子こ、なんでハードル上げるの!?」

「ハードルっていうか、高等部は毎年どこもそんな感じじゃないですか。メイド喫きつ茶さとかスク水カレーとか」

「まあ、そうだね。今回剣道部は執しつ事じ喫茶だし」

「右う京きよう、その話はやめろ」

　不機嫌そうに、左さ京きようが言った。

「やりたくないんですか……？」

　その左京に、更さら紗さが尋ねる。

「いや、やりたくないというか……その……」

「姉さんは執事姿を期待されすぎて照れてるんだよねー？　あと、一時間に一回、執事姿で剣けん舞ぶも披露する予定だから」

「くっ……！　黙れ……っ！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「ああ、確かに似合いそうだね」

　夕ゆう也やが言うなり、左さ京きようは顔をますます赤くした。

「な……っ！　く、来るんじゃないぞ！　当日は！　絶対にだ！」

「あ、これはもちろん、是ぜ非ひ来てねっていう前振りだから」

「右う京きようッッッッ！」

　右京はすくみ上がって見せつつも、イタズラっぽくペロリと舌を出した。

「でも、じゃああたしたちは何を着るんですか……？」

　不安げに、更さら紗さがみんなの顔を見回した。

「……肉さえあればいい」

「ゆすら先せん輩ぱい、根本から否定するのやめてください。ええと、メイド喫きつ茶さはありきたりだし、巫み女ことかナースとか……」

「ナース！　あの、ナース喫茶、いいと思います……！」

「やったね姉さん！　執しつ事じの他にナースもできそうだよ！」

「なっ!?　じ、自分も!?」

「左京さん、何を言っているの？　貴女あなたも帰宅しない部の一員でしょう？」

「ぐっ……。そ、それはそうですが……生徒会長殿まで……」

「……ナースは何？」

「ええと、看護師さんのことだよ。病院とかでお医者さんのサポートをする人たちのこと。そういう仮装をしたいって言ってるんだ」

「がう……。仮装するなら、オオカミがいい」

「オオカミ？　オオカミ喫茶ってこと？」

「がう。耳と尻尾を着ける」

「熊でもいいんじゃないかしら？　帰宅しない部といえば熊だものね」

「琴こと姉ねえ、それ、僕らと武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの人たちにしかわからないよ」

「うふふ、それもそうね」

「ナースとか耳とか尻尾とか……冗談やないわ」

「あれ？　沙さ月つきちゃんは反対なんですか？　でも、あの陰おん陽みよう師じ衣装だって巫女装しよう束ぞくと大して変わらないじゃないですか」

「あ、あれは！　奇き抜ばつな衣装で目を引いて、手元から意識を逸そらすためやもの！」

「奇抜な衣装で目を引くって目的は一緒じゃないですか」

「全然違うわよっ！」

　あれこれ言い合う面々に、右京が「ねえ」と声をかけた。

「っていうかさ、飲食系ってことでいいの？　衣装とかのコンセプトはさておき、飲食系なら必要な手続きもあるから、そこだけ先に済ませちゃってくれるとボクら的には助かるんだけど」

「私は反対ですの！」

　ずっと黙ってやりとりを聞いていた耶や宵よいが声を荒らげた。

「この中に、料理ができる人は何人いますの!?」

　その言葉に、手を挙げたのは夕ゆう也や一人だった。

「左さ京きよう先せん輩ぱいと右う京きよう先輩も料理はダメなんですか？」

　恋れん子この問いに、左京は申し訳なさそうに首を横に振った。

「すまないが、生まれてこの方、武道一筋だったからな。包丁も鍋も触ったことすらないんだ」

　そして右京は肩をすくめて、

「ボクは姉さんよりはできると思うけど、帰宅しない部の部員じゃないし？」

「えー、こんだけ飲み食いしてそれですか」

「あはは、それはそれ、これはこれだよ。それに、ボクも姉さんも当日は忙しいからね、その気があってもなかなか手伝いには行けないと思うよ」

「ああ、当日は剣道部の他に、武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの一員として、巡回に出たり番ばん屋やに詰めたりもしなければならないからな」

　武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいは実質『風紀委員』なので、文化祭当日の警備や見回りも担当する。その際はもちろん、ダンダラ羽ば織おりを着て木刀を帯たい剣けんする。

　幕末の志し士しのような出いで立たちの武装風紀委員部隊による見回りは、琴こと音ねたちが中等部時代に武装風紀委員部隊が結成されて以来の、秋あき月つき学がく園えん文化祭の名物になっていた。

「ほら、誰だれもいませんの！　それで、調理は全部兄にい様さまにやらせる気ですの!?　これでは、兄様の負担が大きすぎますの！」

「いや、僕は別に構わな……」

「兄様は黙っていてくださいですの！」

「は、はい……」

「でも、確かに夕ゆうくん一人に調理を押しつけるのは問題かもしれないわね」

「そうですの！　これでは、兄様と一緒に文化祭を見て回れませんの！」

　その言葉に、何人かの女の子がピクリと反応した。

「確かに、おに……先輩一人に押しつけるのは問題です」

「ええ。根本から見直す必要がありそうね」

「がう？」

「気を遣ってくれるのはありがたいけど、事前に準備しておいて当日は売るだけってことにできる料理もあるだろうし、大丈夫だよ」

「そうね、この際、これを機に料理を覚えるっていう手もあるんじゃない？」

　言いながら、沙さ月つきは肘ひじでとなりの恋れん子こをつついた。

「あっ、はい！　その通りです！　お、お、教えてもらえればあたしだって……」

「それは名案ね。わたくしも夕ゆうくんにお料理を教えてもらおうかしら」

「あーっ、あたしが先に言ったのに、生徒会長ずるいです――っ！」

「もう、恋子ちゃんも琴こと姉ねえ様も、それじゃあ結局兄にい様さまの負担は減りませんの！」

　ばん！　と、耶や宵よいは調理台を両手で叩たたいた。

「とにかく！　私は、飲食系の出し物には大反対ですの！」
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　その日の夜中。

「ねえ……ねえ！」

　いつものように恋子に揺すられて、夕ゆう也やは目を覚ました。

「あー、うん。トイレね」

　目をこすりながら身を起こすと、やはりむくりと起き出したゆすらと目が合った。

「……私も行く」

「ゆすらも？」

「がう」

「なんでゆすら先せん輩ぱいまで……」

「まあ、いいじゃない。どうせトイレに行くなら」

「わかりました。とりあえず、これ以上起きてこないうちに早く行きましょう」

「え？　これ以上……？」

「いいから、早くしてください」

「あ、うん」

　こうして急せかされて、夕也はゆすら、恋子と一緒に部室を抜け出した。



「今日はゴメンね」

　月明かりの中、一般教室棟の廊ろう下かを歩きながら、夕也は言った。

「は？　何がです？」

「いや、耶宵がわがまま言っちゃってさ」

「ああ、文化祭の話ですか」

「うん」

「……でも、ユウの妹の言い分にも一理ある」

「ですねー。あたしたち、ちょっと頼りすぎていたかも」

「いや、たぶんどうにでもなるけどね。作り置きできる料理も色々あるし」

「そういうことじゃないですよ」

「がう。みんなで料理を練習すればいい」

「そ、そうですよね！　こういう事情ですし、その、りょ、料理を教わるしかねーです。手取り足取りとか……別にっ、下心とか、そういうのがあるわけじゃねーですから！」

「え、うん」

「……私も料理する！」

　ゆすらが夕ゆう也やの服の裾すそをギュッとつかんだ。

　うん、と返事をしようとして、真まっ直すぐなゆすらの視線に気づく。

　――な、何かいつもと違う……？

　これまでもゆすらに裾をつかまれたことはあるし、抱きつかれたことだって一度や二度ではない。

　なのに、何かが違うような気がする。

　――無邪気さだけじゃなくて、別の何かがあるような……。

「……ユウの役に立ちたい」

「あはは、役に立つとか、そんな真剣な話じゃないよ」

「何を言ってるんですか。これまでだって、生徒会長たち相手に一緒に戦ってくれたし、毎日ご飯も作ってくれたし、一緒にトイレにも行ってくれたし……このままおんぶに抱っこってわけにはいかないじゃないですか」

「がう」

「それに……あたしだって、一緒に文化祭回りたいですし……」

「え？」

「あっ、いやっ、ななな、なんでもねーですっ！　要するに、けじめはつけなきゃいけないってことです！」

「そういうもんかな？」

「そーです！　っていうか、この話はもういいですから、早くトイレに行きますよ！」

　そう言うなり、恋れん子こは顔を真っ赤にしつつ夕也の手を取って、ぐんぐんと早足で廊ろう下かを進み始めた。

「ちょ、恋子、そんなに急がなくても……！」

　その早足に引っ張られつつも、自分のことを真剣に考えてくれる二人の気遣いが嬉うれしくて、くすぐったくて、夕也はなんだか頬ほおが緩んでしまうのだった。
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　翌日の放課後。

　夕ゆう也やがなんとなく屋上から街並みを眺めているところに、琴こと音ねがやってきた。

「あら、夕ゆうくん、一人？」

「うん。ゆすらはペットショップに行ってるし、恋れん子こは土つち御み門かどさんとどこかに死体掘りに行くって言ってた。雅まさ紀きは塾があるからって帰っちゃったし、御み子こ神がみさんも夏にバイトしたドラッグストアに急に応おう援えんを頼まれたとかで」

「あらあら、そうなの。うふふ」

　琴音はいつものように穏やかな微笑ほほえみを浮かべたまま、優ゆう雅がな足取りでフェンス際ぎわ、夕也のとなりまでやってきた。

「琴こと姉ねえこそ、忙しいんじゃないの？」

「そうね。忙しくないとは言わないけれど、でも、ときには息抜きだって必要でしょう？」

「それはまあ、そうだろうけど……その貴重な息抜きの時間を、こんなところで僕とお喋しやべりして使っちゃっていいの？」

「ええ、いいのよ。というか、夕くんとのお喋りに使いたいのよ」

「ふうん」

　それでいいのかな、と夕也が傾かしげたその顔を、琴音が覗のぞき込こんできた。

「わ!?　な、何!?」

「うふふ。夕くんは、どう思っているの？」

「どうって、なんのこと!?」

「さあ、なんのことかしらね？」

　言いながら、琴音はさらに顔を近づけてくる。

　そのいつもより遥はるかに近い距離感に勝手に速くなる鼓こ動どうを感じながら、夕也は慌てて顔を背そむけつつ、

「えええ、あ、文化祭の出し物のこと!?」

　と苦くるし紛まぎれに言った。

「もう、なんでそうなるのかしら」

「ち、違うの？」

「まあ、そういうことでいいわ」

「なんか変な言い回しだね……」

「気にしちゃダメよ。ねえ、夕くん。実際、夕くんはどうしたいの？」

　言いながら、琴音は逃げた夕也の顔に自分の顔をまた近づけてくる。

「ど、どうって言われてもなあ。僕はわりとどうでもいいっていうか」

「じゃあ、わたくしが決めてしまってもいいかしら？」

「いや、さすがにそれは恋子やゆすらが怒るんじゃないかな。こないだ一番反対してた耶や宵よいも」

「やっぱり、その三人なのね。夕ゆうくん的には、左さ京きようさんはどうなのかしら？」

「え？　いや、でも、左京さんたちは剣道部や武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんの仕事が忙しくて、僕らの方に関わっていられないんでしょ？」

「さあ、それはどうかしらね。じゃあ、保健室の彼女、御み子こ神がみさんは？」

「うーん、御子神さんは一歩退ひいてるみたいなところがあるからなあ。あんまり自分の意見をゴリ押してはこないと思うよ？　……治療関係以外では」

　答えていて、ふと妙な気がして夕ゆう也やは首を傾かしげた。

「ええと、文化祭の出し物の話だよね？」

「うふふ、さあ、どうかしらね」

　琴こと音ねは小悪魔めいた笑みを浮かべて、

「じゃあ、改めて文化祭の話をしましょうか」

「いや、あの、僕はずっとその話をしてるつもりだったんだけど……？」

「そんな細かいことを気にするなんて、悲しいわ」

「意味わからないよ」

「夕くんとしては、飲食系はどうなのかしら？」

「え？　いや、僕は別に構わないけど、耶宵が反対してるし、ゆすらや恋れん子こもなんだか妙なわだかまりみたいなモノを持っちゃってるし」

「まあ、ああいう流れになってしまったら、そうなるわね。わたくしも、少なからず夕くんに負担が集中するのはどうかと思っているもの」

「琴こと姉ねえまで……」

「でも、逆の発想もあると思うの」

「逆の発想？」

「ええ。要は、負担を上回る役得が夕くんにあればいいんじゃないかしら」

「は？」

「たとえば、夏休みの終わりにみんなで花火を見たでしょう？」

「あ、うん。楽しかったよね、花火も綺き麗れいだったし」

「花火だけかしら？」

「あ。いや、もちろんみんなの浴衣ゆかたも」

「そう、そこよ」

「はい？」

「よくよく考えれば、圧倒的に男女比率がおかしい部活だもの。周りの女の子が全員華やかな格好や色っぽい格好をしていたら、夕くんも嬉うれしいでしょう？」

「はあ!?　い、言ってる意味がわからないんだけど!?」

「きっと三六〇度どっちを見ても眼がん福ぷくよ。そうね、ある程度なら、お触りもサービスしてあげるわ」

「色々おかしいよ！　何より、接客担当が調理担当の方を向いてる時点で色々成り立たないでしょ！」

「ダメかしら。名案だと思ったのに」

「そりゃまあ、コスプレ喫きつ茶さ系はお約束だけどさ」

「それだわ！　いっそ、裸エプロン喫茶とか、裸ワイシャツ喫茶とか……」

「ダメでしょ!?　っていうか、お客さんはいっぱい来るだろうけど！」

「あらあら、そうね、不特定多数に見られるのは確かにイヤだわ。あ、じゃあ、一般のお客を入れないで夕ゆうくんにだけ給きゆう仕じすればいいんだわ」

「もうそれ喫茶店じゃないし！　っていうか、文化祭の出し物としても成立してないと思うんだけど！」

「そんな常識に凝こり固かたまった考え方では社会に出たら通用しないわよ？」

「今琴こと姉ねえが出した意見こそ社会に出たら通用しないよね!?」

「夕くん、冗談を本気にするモノじゃないわ」

「実行できる権力を持った人がそういう冗談を言うと洒落しやれにならないでしょ」

　確かに、と琴こと音ねはくすくす笑った。

　そして一呼吸置いて、

「たとえばね、夕くん」

　琴音は、またずいっと夕ゆう也やの顔に自分の顔を近づけた。

「は、はい……？」

　及び腰で、琴音が近づいた分、夕也が後あと退ずさる。

「コスプレ繋つながりで言うんだけれど――よく、和服の女性は穿はいていない、って言うでしょう？」

「は？」

「でも、チャイナドレスでも同じことが言えるのよ」

「え？　え？　それってどういう……？」

「だって、チャイナドレスって体のラインがハッキリ出てしまう構造でしょう？　下着を着ていたら、下着のラインが全部浮き出てしまうわ。背中にブラのヒモが透けたりとか。スリットの深さによっては、パンツそのものが見えてしまうし……」

「そ、そうなの……？」

「ほとんどのチャイナドレスは、胸にパッドが入っているの。だから、着けなくても大丈夫なのよ」

「へ、へえ……。って、それって大丈夫の根拠として成立するの!?」

「うふふ、さあ、どうかしら。それでね、夕ゆうくん。覚えているかしら？　わたくし、チャイナドレスを持っているのよ？　夕くんにもお店で着て見せたわよね？」

「そ、そういえばそんなこともあったね……」

「ねえ、夕くん。わたくし、夕くんのためにまたチャイナドレスを――」

　その瞬間、バンッ！　と屋上のドアが激しく開け放たれた。

「何をやってますの!?　琴こと姉ねえ様、兄にい様さまから離れてくださいですの！」

　琴こと音ねは小さく舌打ちをして、

「あらあら、耶や宵よいちゃん、よくここがわかったわね」

「私の兄様センサーをなめてもらっては困りますの！」

「……何その超限定的なセンサー」

「とにかく！」

　耶宵は二人に歩み寄り、兄の腕をつかんでぐいっと引っ張った。

「離れてくださいですの！」

「別に疚やましいことはしていないわよ？　文化祭の出し物の相談をしていただけだもの」

「……しれっとそう言い切れる琴姉はすごいよ……」

「夕くん、何か言ったかしら？」

「いえ、何も……」

「文化祭なんかどうでもいいですの！　何か適当な展示物をでっち上げて、当日は兄様は私とあちこち見て回るのがベストな選択ですの！」

「あらあら。夕くんの負担が大きいっていう建前は立派だったけれど、その本音では誰だれも味方してくれないわよ？」

「そんなことは知りませんの。ここ最近は、お料理だけじゃなくてアルバイトをしたり慣れない戦いをしたりで、兄様は頑張りすぎましたの。だから休息が必要ですの！　そして、兄様の休息には妹が不可欠ですの！」

「らしくないわね。少し熱くなりすぎじゃないかしら」

「大きなお世話ですの。琴姉様はさっさと生徒会のお仕事に戻るべきですの！」

「そうね、そうさせてもらうわ」

　余裕たっぷりに微笑ほほえんで、琴音は階下へ下りる階段へと姿を消した。

　夕ゆう也やの腕をしっかりとつかんだまま、耶宵は琴音の姿が見えなくなっても、しばらく階段へ続くドアの方を睨にらみつけていた。

「どいつもこいつも……！　これは、文化祭より前に手を打つ必要がありますの……」

「え？」

「あ、いえ、なんでもありませんの。とにかく、兄様は最近頑張りすぎましたから、少し楽をすることを考えた方がいいと思いますの」

　にっこりと天使の微笑ほほえみを兄に向けながらも、耶や宵よいは今後の対応策をもう練り始めていた。



　　　＊



　その日の夜、家庭科実習室。

　ゆすらと恋れん子こと琴こと音ねと耶宵はやる気満々でエプロンを着用していた。

「ええと……料理を教わる気満々ってこと……？」

「がう！」

「そういうことです！」

「うふふ、よろしくお願いするわね、夕ゆうくん」

「……他の人たちが動く以上、私も動かざるをえませんの」

　そして、そんな様子を眺めつつ、家庭科実習室の隅の作業台では、白衣姿の更さら紗さが様々な医療器具や包帯を並べてスタンバイしていた。

「大丈夫よ？　万が一怪け我がをしても、あたしが――て・あ・つ・く、看護してあげるわ！」

　そしてそのとなりには、所在なさげに沙さ月つきが立っていた。

「なんで私まで医療班みたいな……」

「だったら、沙月ちゃんもこっちに来ればいいじゃないですか」

「そっ、それじゃあ私までお料理を教わりたいみたいやないの！」

「別に気にすることないと思うけど」

「うっ、うるさいわね、柊木ひいらぎ夕ゆう也や！　貴方あなたは黙って恋子ちゃんたちに料理を教えていればいいのよ！」

「ええと……」

　黙っては教えられないよなあ、と思いつつも口には出さず、夕也はどうしたものだろうかと考え始めた。

　あまり手の込んだ料理は、教えるには向かない。

「ええと、今日はロールキャベツにしようと思ってたんだけど……大丈夫かな」

「わたくしは、異論はないわ」

「もちろんですの！　兄にい様さまのロールキャベツは最高ですの！」

「……美お味いしいなら文句ない」

「なんでもかかってこいです！」

「じゃあ、早さつ速そく作って行くけど……」

「まずはキャベツね」

　いきなり、琴音はキャベツに包丁を入れようとした。

「待った！　ストップ！　切っちゃダメ！」

　慌てて、夕ゆう也やは琴こと音ねから包丁を取り上げた。

「あら、どうして切ってはいけないの？　ロールキャベツって挽ひき肉にくをキャベツで巻いて煮るお料理でしょう？」

「そうだけど、巻くならキャベツの葉は大きい方がいいし、生のキャベツじゃ上う手まく巻くことができないんだよ」

「あらあら、そうなの？」

「ふふっ、間違った琴こと姉ねえ様は減点ですの」

「じゃあ、耶や宵よいちゃんはどうするのか知ってるんですか？」

「それは……それは、また別の問題ですの！」

「耶宵ちゃんも知らねーんじゃねーですか」

「がう」

「はいはい。じゃあ一から説明するよ。まずはキャベツを軽く茹ゆでるんだ」

　言いながら、夕也は水を張った鍋を火にかけ、その中に丸ごとキャベツを入れた。

「で、少ししんなりしてきたら、火を止めて、ザルでお湯を切って、キャベツを冷ます。冷ましてる間に、包む種を作るんだけど……」

「……肉！」

「うん、まあ、その前につなぎをね」

　夕也はボウルにパン粉を入れ、そこに牛乳を注ぎ入れた。

「そしたらこれはこれで置いておいて、挽き肉に混ぜるタマネギを刻きざもうか」

　しかし。

「ちょ、恋れん子こ、ダメだってば！　タマネギを押さえる手はグーにしないと、指を切っちゃうよ！」

「へ？　そうなんですか？」

「うん。タマネギに限らず、包丁を使うときの基本だよ」

「そのまま切っちゃってもいいと思うわ！　怪け我がをしてもあたしが……」

「御み子こ神がみさん！　医療班が怪我をするように誘ゆう導どうしないでよ！」

「兄にい様さまぁ、タマネギが目にしみますのー」

「あ、それは繊せん維いを潰しちゃってるからだよ。下に向かって押すんじゃなくて、包丁を前後にスライドさせるように、刃を目一杯使って切れば……」

「よくわかりませんの。手取り足取り、密着して教えてくださいですの！」

「あらあら、耶宵ちゃん、だったらこのフードプロセッサを使えばいいんじゃないかしら。何も無理してラブラブな教え方をしてもらう必要はないわ」

「ああ、まあ、確かにフードプロセッサを使えば目にはしみないよね」

「くっ、琴こと姉ねえ様、余計なお世話ですの……！」

「じゃあ夕ゆうくん、耶や宵よいちゃんがフードプロセッサを使ってタマネギをみじん切りにしている間に、わたくしに包丁の使い方を教えてちょうだい？」

「あ、うん。……って、え？」

「琴姉様、何を言ってますの!?」

「さ、さすが生徒会長、あまりに堂々と言うもんだからつい納得しちゃう作戦とは侮あなどれないです……」

「……それより肉！　早く肉をやりたい！」

「ええと、じゃあゆすら、挽ひき肉にくに刻きざんだタマネギとさっき作ったつなぎを加えて、よく混ぜ……」

「がう！」

　夕ゆう也やが言うなり、ゆすらはつなぎのパン粉＆牛乳と刻んだタマネギの入ったボウルに挽き肉をドバーッと投入した。当然、飛沫しぶきが作業台に飛び散る。

「ちょ、ゆすら、もう少しそっとやらないと……。ああっ、そんなに気合い入れて混ぜたりしたら……！」

　元来野性のパワーに溢あふれるゆすらが渾こん身しんの力を込めて混ぜたりしたモノだから、挽き肉とタマネギとパン粉と牛乳の混合物はさらに派手に飛ひ散さんした。

「きゃあっ！　か、顔と制服にべちょってつきましたの！」

「さ、桜さくら江えさんっ!?」

「ちょ、ゆすら先せん輩ぱい、やめてください！」

　慌てて恋れん子こがゆすらを羽は交がい締じめにして、飛び散る挽き肉災害は終しゆう焉えんを迎えた。

　が、ロールキャベツの種はずいぶん目減りしてしまっていた。

「もう、どうして混ぜるだけでこんな大だい惨さん事じになるのかしら……」

「……がう。肉が減った……」

　羽交い締めにされたまま、しゅんとなったゆすらの頭を、夕也は優しく撫なでた。

「大丈夫だよ。水を切った豆腐を混ぜてボリュームアップしよう。ヘルシーになって一石二鳥だと思えば」

　そして夕也は冷蔵庫から豆腐を取り出して種の入ったボウルに入れ、さらに塩とコショウを適量加えて、手早く混ぜ合わせた。

「じゃあ、次はいよいよキャベツでくるむ工こう程ていだね。こんなふうに……」

　茹ゆでたキャベツの葉を一枚敷いて、その上に形を整えた種を載せ、夕也はくるりと綺き麗れいに巻いて見せた。

「はい、完成」

「み、見事な手て際ぎわです……」

「そうね。簡単そうに見えて、まったく無駄な動きがないわ」

「いやその、別にスピードは求めないから、キャベツが破れないように丁寧にね」

「がう！」

　だが。

「ああ、ゆすら、いくら肉が好きだからって種が多すぎだよ！　その量は包みきれないって！　って、耶や宵よい、今何を入れたの!?」

「種の中にマヨネーズを仕込みましたの！」

「なんでマヨネーズ!?　せめてチーズとかなら美お味いしそうだけど！」

「その案、頂きです！」

「ちょ、恋れん子こ、頂きとか言いながらなんで全然違う食材を……って、明めん太たい子こを入れちゃダメ――っ！」

「そうよ、木き滝たきさん。どうせ入れるなら、もっと豪華な具材がいいわ」

「琴こと姉ねえ、キャビアとかどこから出したの!?　それもダメ！　基本をおろそかにして独創性の追求とか、一番やっちゃダメなパターンだから！」

　かくして、トマトスープでじっくり煮込んでできあがったものは――

「私たちは犠ぎ牲せい者しやという位置づけでいいのかしら」

　食卓に着いた沙さ月つきは、目の前に置かれたロールキャベツの皿を見て呟つぶやいた。

「ごめんなさいです……」

　しょんぼりと恋子が言った。

　それぞれのお皿には、夕ゆう也やが巻いたロールキャベツがひとつずつ、そして夕也以外の誰だれかが作ったのであろう、ロールキャベツになることができなかったキャベツと挽ひき肉にくその他の混合物がぐちゃっと添えられていた。

「大丈夫よ？　お腹なかを壊しても。あたしが心を込めて看護するから」

「何をウキウキしてますの!?」

「あら、これを作った超本人の一人がどの口で言うのかしら？　小娘が作ったのはこのべちゃっとしたヤツかしら？　それともこっちのでろっとしたヤツかしら？」

「くっ……」

　悔しそうに、耶宵がうつむいた。

「まあまあ。最初から上う手まくいくはずないんだから」

「そうよね！　さすが夕ゆうくん、いいことを言うわ！」

「生徒会長、だからって開き直らないでください」

「……」

　沙月に冷ややかに言われて、琴こと音ねも黙り込んでしまった。

「ええと、文化祭で作るのはおにぎりとかどうかな？　ほら、事前に作っておけるしさ」

「それ、もうすでに匙さじを投げてない？」

　苦笑交じりに、更さら紗さが言った。

「そ、そんなことはないけど……」

「うう、おにぎりですか……」

「文化祭までに物になりそうなのはおにぎりくらい、っていうのが夕ゆうくんが下した評価なのね……。悲しいわ……」

「そんな、兄にい様さま……」

　そんなふうに約三名が意い気き消しよう沈ちんする中、ゆすらだけは上機嫌でニコニコしていた。

「ゆすら先せん輩ぱい、料理が上う手まくいかなかったのに、なんでそんなに嬉うれしそうなんですか？」

「……どれだけユウがすごいのか、よくわかった」

「え？」

　急に名前を呼ばれて、夕ゆう也やはびっくりした顔で固まった。

「……いつも美お味いしいご飯を作ってくれるユウはすごい。そんなすごいユウが私の群れにいるのは、とても誇ほこらしい」

「ゆすら……」

　まっすぐに夕也を見つめるゆすらの瞳には、どこまでも純粋な尊敬と感謝と親愛の色があった。

「……ユウ、いつもありがとう」

「あ、うん、どういたしまして」

　その言葉と視線が照れ臭くて、くすぐったくて、夕也ははにかみつつ頬ほおを掻かいた。

「……いただきます！」

　そして、ゆすらはいつものように旺おう盛せいな食欲をロールキャベツ相手に発はつ揮きし始めた。
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　次の日の放課後、授業が終わるなり、ゆすらが夕也のところへと駆け寄ってきた。

「……ユウ！」

「どうしたの？」

「……もう涼しくなった？」

　期待に満ちた目で、ゆすらが訊きいた。

「え？　まだ暑いと思うけど、なんで？」

「……暑いから、まだ狩りには行けない？」

　残念そうに、ゆすらが言った。

「ああ、一緒に裏山の狩り場に行く話？」

「がう」

「夜とかはだいぶ涼しくなってきたけどね、日中はまだ暑いよ」

「がう……」

「それに、今は文化祭とか修学旅行とかが間近で慌ただしいからね。もう少し待った方がいいんじゃないかな」

「……くぅーん」

　しょぼーん、とゆすらはうなだれた。

「ごめんね」

　と謝って、ふと、教室の窓から見える裏山を眺める。

「帰宅しない部の成果、か……」

「がう？」

「ほら、文化祭の出し物でさ。成果ってのとは違うけど、帰宅しない部といえばゆすらが狩り場から獲とってくる食材かなあ、と思って」

　設立のきっかけになった論争のときも、ゆすらは狩り場で拾ったドラム缶にいちごと川魚を入れて持ってきたりした。

　その後も、ゆすらは色々な食材を狩り場から持ってきては、学校での食生活を豊かにしてくれている。

「……それを売る？」

「うん。もちろん、料理はするけど。ねえ、これからの季節、狩り場でたくさん獲れそうなモノって何かない？」

　ゆすらは少し考えて、

「……熊？」

「え、熊がいるの!?　っていうか、食材にするの!?」

「……ここの狩り場では会ったことはない。でも、いてもおかしくない。何回か足跡らしきものは見つけた。あと、熊は結構美お味いしい」

「そういう問題じゃないよ！　危ないでしょ！」

「……大丈夫、熊だってご飯食べるのに怪け我がをしたいとは思わない。よほどお腹なかが空すいてない限り、話せばわかってくれる」

「ええと、それはどっちのお腹の具合？」

「……もちろん両方の」

「やっぱり、ゆすらが空腹でも争いは避けられないんだ……」

「がう。弱肉強食」

　ぐっ、とゆすらが拳を突き出した。

「ええと、もう少し穏おん便びんに手に入る食材がいいなあ」

「……キノコはこの前たくさん生えてる場所を見つけた。あと、実をつけてる栗の木が結構あった」

「キノコに栗か……。いいね」

「……いい？」

「うん、キノコの炊き込みご飯と栗ご飯のおにぎりセットって、いいんじゃないかな。それぞれ一個ずつ包んで、漬け物か何かをちょっと添えれば、立派なお食事セットになるかなって。しかも、炊き込みご飯のおにぎりならみんなで作れるだろうし」

「……美お味いしそう」

　今にもよだれを垂らしそうな顔で、ゆすらはうっとりと言った。

「うん、美味しくなると思うよ」

「……楽しみ」

「となると、文化祭直前はみんなで行って材料を確保するとして、その前に下見とか、試作用に採ってくる必要がありそうだね」

「……みんなで行く？　下見は二人？」

「そうなるかなあ。みんなそれなりにやることもあるし。とにかく、修学旅行が終わったら一回行ってみよう」

「がう！　お弁当は肉がいい！」



    

  
    
      



    

  
    
      

「じゃあ、そのときはカツサンドでも作ろうか」

「……カツは揚げた肉？　おっぱいさんたちと戦う前に食べたヤツ？」

「あのときはミルフィーユカツだったけど、まあそうかな。揚げた豚肉にソースをかけて、パンに挟んでサンドイッチにするんだ」

「がうー！　美お味いしそう！」

　飛び跳ねるゆすらを眺めつつ、

　――本当に、ゆすらは食べ物が絡むと嬉うれしそうな顔をするなあ。

　と、夕ゆう也やはしみじみ思うのだった。

　そして、こういうときのゆすらの笑顔は、とても活いき活いきしていて、一番女の子らしくて、夕也を和なごませると同時に少しドキッとさせるのだった。



    

  
    
      


第三章　学園スクール・トリップ



　修学旅行を翌日に控えた夜。

　部室で寝起きしている面々は、パジャマ姿で修学旅行の準備をしていた。

　とはいっても、帰宅しない部の面々にとって、準備はさほど必要がないのだった。

　何しろ、衣類など最低限必要な私物は普段からスポーツバッグなどにまとめている面々である。ちょこっと荷物を整理すれば、修学旅行の準備など簡単に終了してしまうのだ。

　衣類などが増えてきて、オオカミさんリュックだけでは納まりきらなくなったゆすら以外は。

「……これに服を入れる？」

「そう」

　返事をしつつ、夕也はまだ値札も取っていない新品のスポーツバッグを開けた。

「……このバッグはアルファに似てない」

「当たり前ですの。普通のスポーツバッグですの」

「ゆすら先せん輩ぱい、そういうボケはいいですから、早く修学旅行に持ってくものを詰め込んじゃってください」

「そうねえ。桜さくら江えさんの準備が終わらないと眠れないわ。明かりも消せないし」

「……修学旅行に持っていくものは何？　肉？」

「お肉を何に使う気ですの!?」

「……食べるに決まっている」

「確かにそうね」

　くすくすと琴こと音ねが笑った。

「そういうことじゃありませんの！　私はなんで修学旅行にお肉が必要なのか、って訊きいてますの！」

「……修学旅行では肉は食べない？」

「食べるにしても、持ってかなくても大丈夫です！　学校側でご飯は全部準備してくれますから！　だから早いとこ準備しちゃってください！」

「……でも、念のため」

「あーもう！　念を入れなくてもいいですから！」

　なんだかんだで世話を焼く恋れん子この声は、結構遅くまで響き渡っていたのだった。
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　そして、修学旅行の日がやってきた。

　私立秋あき月つき学がく園えんの修学旅行（国内）は、毎年一二両編成の新幹線を三本借り切っての移動になる。

　一本は高等部の生徒と引率の教師、もう一本は中等部の生徒と教師、最後の一本は修学旅行をサポートする臨時職員たちが乗っている。

　ちなみに臨時職員の大半が秋月家のエージェントであることはわりと広く知られている。その日程のほとんどが自由時間になる秋月学園の修学旅行期間中、旅行先の街にすさまじい数の『秋月学園』のロゴ入り腕章を着けた職員が闊かつ歩ぽするようになるのは、ある種風ふう物ぶつ詩しのように捉えられていた。

「で、なんで高等部の新幹線に耶や宵よいちゃんが乗ってるんです？」

　トランプをシャッフルしながら、白い目で恋子が訊いた。

「お願いしたら、名前も知らない優しい先せん輩ぱいが快く席を代わってくれましたの」

「お願いって……。耶宵ちゃん、それは少しやり過ぎじゃないかしら？」

　恋子の真向かいで、琴音も眉をひそめた。

　三列シートを向かい合わせのボックス状態にして、夕ゆう也やの両隣にゆすらと恋子、その向かいには琴音、左さ京きよう、沙さ月つきが座っているところへ耶宵がやってきた構図だった。厳げん正せいなるジャンケンの結果決まった席順である。

　なお、通路の反対側の二列席を向かい合わせたボックスには雅まさ紀き、更さら紗さ、右う京きようが座って、六人席の水面下での争い的なやりとりを他ひ人と事ごとのように眺めていた。

「この局面、一人だけ戦線を離れるわけにはいきませんの」

「え、じゃあその代わってくれた人、高等部なのに一人で中等部の列車に乗ってるんですか……？」

　恋れん子こが心底同情的な目で呟つぶやいた。

「拷ごう問もんね……」

　沙さ月つきも、そう漏らして頬ほおを引きつらせる。

「というわけで、どなたか席を代わってくださいですの！」

「……やだ」

「お断りです」

「うふふ、そっちの四人がけの方に席が一つ空いているわよ？」

「自分は……生徒会長殿のお側そばにいるべきなので」

　ゆすらと恋子と琴こと音ねと左さ京きようが言った。

「ええと、じゃあ、僕が代わろうか？」

「それじゃあ意味がありませんの！　私は兄にい様さまの側に座りたいんですの！」

「そうです、ダメです！　っていうか、耶や宵よいちゃん、あとからやってきてそれはちょっとわがまますぎですよ」

「がう」

「恋子ちゃん、意い地じ悪わるですの」

　唇くちびるを尖とがらせて、耶宵はまだ何も返事をしていない沙月に目を向けた。

「お願いですの。席を代わってくださいですの」

「え、なんで私が……」

　ちらりと四人がけの座席を見て、より正確にはそこに座る雅紀を見て、沙月はイヤそうに顔をしかめた。

「お願いですの！　この通りですの！」

「わかったわよ。わかったから、ただでさえ目立つ中等部の制服でそんな目立つ真ま似ねはもうせんといてよ。もう、行き先が京都ってだけでも気が滅め入いってるのに……」

　渋々、沙月は席を立って四人がけの方へと移動し、つーんと雅紀から顔を背そむけた。

「席を確保ですの！　で、恋子ちゃんがトランプをシャッフルしてるからには、何かやるんですのね！　何をやりますの？　大富豪ですの？　セブンブリッジですの？」

「いや、ババ抜きだよ」

　夕ゆう也やに言われて、耶宵は意外そうに首を傾かしげた。

「はい？　なんでそんな単純なゲームをしますの？」

「ゆすらがトランプは初めてだって言うからさ」

「そうなんですの？」

「がう」

「うふふ、意外よね。一学期から部室で一緒に暮らしていながら、一度もトランプさえしていなかったなんて」

「まあ、暇を潰す必要がないほど色々あったからね」

「ですねー。半分くらいは武ぶ装そう風ふう紀き委い員いん部ぶ隊たいとの戦いでしたけど」

「がう」

「じゃあ、配りますよ」

　恋れん子こが六人にカードを配分していった。

　そしてゲームが開始されて、ほどなく一人抜け二人抜け、ゆすらと恋子の一騎打ちになった。

　恋子の手にカードが二枚、ゆすらの手には一枚。ゆすらが恋子からジョーカーではないカードを引けば決着という局面である。

「ふっふっふ、何か因縁めいたモノを感じる対決ですね、ゆすら先せん輩ぱい。思えば、あたしとゆすら先輩とこのシスコン野郎の出会いから帰宅しない部が始まって……」

　恋子が長々と口上を述べている間に、ゆすらはひょいっと恋子の手からカードを引いてしまった。

「……上がり」

　ゆすらがたった今引いたダイヤの七と、自分が持ってたスペードの七を場に捨てる。

「って、なんで言い終わる前に引いちゃうんですか――っ」

「……恋子の負け」

「確かにそうですけど！　ああもう！」

　二回目のゲームでは、恋子と琴こと音ねが残った。

「ふっ。生徒会長、帰宅しない部に敗北したあんたに勝ち目なんかねーです！　ババ抜きでも無ぶ様ざまに負けて――」

　ひょい。

「あらあら、上がりだわ」

「またですか――っ!?」

「うふふ、木き滝たきさんの負けね」

「うう、せめて最後まで言わせてほしいです……」

　三回目のゲームでは、耶や宵よいと――またしても恋子が残った。

「なんであたしばっかり残るんですか――っ!?」

「……恋子が弱いから」

「ババ抜きなんてほとんど運だけじゃ――」

　ひょい。

「上がりですの」

「またですか――っ!?　もう意味わかんないです――っ！」

　四回目は、夕ゆう也やと、もうお約束の恋れん子こが残る。

「今度こそ……今度こそ負けねーです！」

「じゃあ、はい、引いてね」

　夕也が手にした二枚のカードを、恋子は真剣な目で見比べた。

　そして、片方に手をかけた瞬間、

「あ」

　と夕也が困ったように苦笑した。

「困った顔は、こっちを引かれたくない証しよう拠こです！　今度こそもらったです――っ！」

　そのまま、恋子は大おお仰ぎようなポーズでカードを引いた。

「って、なんでジョーカーなんですか――っ!?」

「いや、勝たせてあげたかったんだけど、そっち引いちゃうかー、と思って」

「情けとか要らねーです！　真剣勝負です！」

「あ、うん」

　その結果。

「また負けたです――っ！」

「いやその、ごめん」

「謝るんじゃねーです！　余計惨みじめになりますー！」

「あ、うん、ごめん……」

「だーかーらー！」

「木き滝たきさん、ババ抜きは運以外にも、駆け引きも大事なのよ？　むしろ単純なゲームだけに、駆け引きの方が重要かもしれないわ」

「……恋子は顔に出すぎ」

「そうですの。ジョーカーじゃない方に手をかけられても、露ろ骨こつにイヤな顔をしちゃダメですの」

「自分が思うに、取られたくない札を右側にすることが多いのも敗因なのでは」

「ぐっ、そんな癖まで見抜かれていたなんて……。でも、それさえわかればこっちのもんです！　次は負けねーです！」

　そして、五回目。

　二枚のカードを握りしめる恋子に対して、左さ京きようは、

「では、正々堂々、運のみで勝負を挑もう」

　そう宣言して目をつぶってカードに手を伸ばした。

　そして、最初に手が触れたカードを迷いなく引き抜く。

「そんな……」

　手に残ったジョーカーを見つめて、恋れん子こは絶句した。

「……恋子、元気出せ。きっといいことある」

「まあ、考えてみれば、古戦場を何年も掘り続けてお目当ての骨一個見つけられない時点で、恋子ちゃんに運があるはずはありませんの」

「ぐぬぬっ」

「そうは言っても、熊といいテンといい、帰宅しない部設立の一番の立役者で、実力は折り紙付きなんだけどね」

「ううっ、そんなフォローでさえ今は傷口にしみる気がします……」

　その後、ゆすらに他の遊び方を説明しながらトランプは続いたが、どのゲームでも恋子に勝てる気配はまったくなかった。
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　散々トランプで負けてうちひしがれた恋子が新幹線のトイレに向かうと、追いかけるように沙さ月つきもやってきた。

「恋子ちゃん！」

「はい？　あーもう、負けすぎてもうトランプにトラウマを刻きざみ込まれそうです……」

「そんなことはどうでもいいから！」

　沙月はトイレの横の洗面所に恋子を引っ張り込んだ。

「な、なんです……？」

　困こん惑わくする恋子に、沙月は真面目まじめな顔で、

「この後、京都に到着してからの予定は覚えてるわね？」

「え、ええ。東ひがし本ほん願がん寺じ組、西にし本ほん願がん寺じ組、二に条じよう城じよう組、清きよ水みず寺でら組に分かれて見学後、宿に向かうんですよね……？　で、あたしたちは清水寺組」

「そう。いい？　清水寺のすぐ近くには、ってかアレはもう中にあるってレベルだけど、有名な恋愛のパワースポットがあるの」

「へ？」

「チャンスでしょ！　いい？　私がサポートするから、柊木ひいらぎ夕ゆう也やと抜け出してデートしてくるのよ」

「で、ででで、デート!?」

「しっ。声が大きいわよ」

「で、で、でも、デートだなんてそんな……」

　顔を真っ赤にしてあわあわと取り乱す恋れん子この肩を、沙さ月つきはガッと両手でつかんだ。

「ライバルがみんな手て強ごわいんだから、恋子ちゃんもうかうかしてらんないでしょ！　っていうか、ガンガン攻めなきゃ勝ち目なんかないわよ！」

「た、確かに……」

「幸い、京都なら私はある程度土と地ち勘かんもあるから、他の女の子より有利に立ち回れるようアドバイスやサポートができるわ。絶好の攻めどきでしょ」

「な、なるほど……。でも、今日はまだ自由行動じゃないですよ？」

　日程のほとんどが自由行動、それが秋あき月つき学がく園えんの修学旅行最大の特とく徴ちようである。そのために大量の臨時スタッフが旅行先の街中じゆうに配置されるのだ。

　しかし、初日と最終日は移動に半日使ってしまうことになるため、団体行動で見て回ることになるのだ。

「だから抜け出せって言ってるの」

「でも、そんな上う手まく抜け出すなんて……」

「そこは私がきっちりサポートするわよ」

「サポートって……いったい何をするつもりなんですか？」

「それは清きよ水みず寺でらでのお楽しみ」

「ええと……」

　一いち抹まつの不安を覚えつつも、恋子は心強い親友のサポートに感謝するのだった。



　新幹線から降りて、事前に申告したコース別にバスに乗り換え、夕ゆう也やたちは清水寺へとやってきた。

　清水寺は、いわゆる清水の舞台までが長い。距離もそうだが、重要文化財クラスの建築物がずらりなのだ。それらを見ながらとなれば、自然と進むペースもゆっくりになる。

　ぞろぞろと連なって歩く秋月学園の生徒の列の中で、沙月は内心かなりドキドキしながら、デイパックを背中から下ろした。。

　――相当怒られると思うけど……コレも恋子ちゃんのためやもの。

　そして、デイパックを開けて、中に忍ばせた小さな装置をギュッと握りしめた。

　――大丈夫。安全性には徹底的にこだわったし、毒性がないことも徹底的に調べたし、完璧に仕上がってるはず。

　そして、清水の舞台を見てその裏手、奥の院に向かうタイミングで、沙月は装置のスイッチをオンにして地面に落とした。

　途端に、その装置はすさまじい勢いで煙を吐き出し始めた。

「え？」

「何!?」

　周囲の生徒たちが驚いて騒ぎ始めた中、沙さ月つきは、

「すみませーん！　たまたま持ってた発はつ煙えん筒とうを間違って点火させちゃいましたー」

　とわざとらしく叫んだ。

　沙月謹きん製せいの発煙装置はその小柄さからは想像できないほどの量の煙を吐き出し、たちまち辺りは濃のう霧むに包まれたような状態になってしまった。

「なんでたまたまそんなモノを持っているの!?」

　至極もっともな琴こと音ねらしき声のツッコミに内心苦笑しつつ、沙月は恋れん子この腕をつかんだ。

「恋子ちゃん、今よ！　彼の手をつかんであっちに駆け抜けて！」

　小声で、沙月は恋子の耳元に顔を寄せて言った。

「え？　え？」

　沙月は困こん惑わくする恋子の背中をバン！　と叩たたいた。

「早く！」

「わ、わかりました！」

　あとは、恋子たちを追わせないようライバルたちを足止めすればいい。

　それ自体は難しいことではなかった。こんな騒ぎを起こしたのだから、すぐに教師たちがやってくるだろう。そうなれば、自由行動中ではない今、簡単にはこの場から離れられなくなる。

　――私にできるのはここまで。頑張ってね、恋子ちゃん。

　立ちこめる煙で視界が悪い中、すぐに見えなくなってしまった恋子の背中に沙月は苦笑交じりの、しかし優しい微笑ほほえみを浮かべた。

　そして、こっぴどく怒られる――最悪、警けい察さつ沙ざ汰たになるかもしれない、というところまでの――覚悟を決めた。
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　急に煙に巻かれて困惑していたところを、夕ゆう也やは誰だれかに手を掴つかまれた。

「こ、こっちです！」

「え？　ちょ、恋子……？」

「いいから来てくださいっ！」

　なんだか切せつ羽ぱ詰つまった様ような声の恋子は、かなり強引に夕也の手を引いて進んでいく。

　そして二人が立ちこめた煙を抜けると、上へ向かう石段と石造りの鳥居が目に入った。

「じぬし神社？」

　その鳥居に立てかけるように置かれていた大きな看板を見て、恋子は呟つぶやいた。

「いや、地じ主しゆ神じん社じやでしょ。ふりがな振ってあるじゃない」

「あ、ホントです」

「それより、みんなのところに戻らないと……」

「あ、ええと、この際だからここの神社を見てから戻りませんか？」

「え？」

「ほ、ほら、ここへ迷い込んだのも何かの縁ですし！」

「でも……」

「そんな大きな神社じゃなさそうですし、ささっと見て回れば一〇分くらいですよ！　たぶん！」

　言いながら、恋れん子こは夕ゆう也やの腕を引っ張ってぐいぐいと石段を登っていった。

　その必死さに夕也は苦笑しつつも、なんだか頭ごなしにダメだと言うのも可哀かわい相そうに思えてきた。

　――まあいいか。

「しょうがないなあ。ちょっとだけだよ」

「はいっ！」

　振り返った恋子は、会心の笑顔で元気に返事をした。

　その心底嬉うれしそうな笑顔に、夕也はドキッとして顔が赤くなるのを自覚しつつも、なんだか幸せな気分になる。

「じゃあ、早く行きましょう！」

　恋子は石段を登る足を速めた。

「ちょ、恋子、そんなに急がないでよ」

　そうして二人で石段を登り切ったところには、膝くらいの高さの大きな石が鎮ちん座ざしていた。

　平日であることも大きいのだろうが、清水の舞台の方から立ち上る煙に人の目が集中しているせいか、境けい内だいにはあまり人がいないようだった。

「恋占いの石……？」

「ええと……もう一つの石まで目をつぶってたどり着けたら恋が成じよう就じゆする……だって」

「やりますっ！」

　グッと握った拳に力を込めて、恋子は力強くそう宣言した。

「もう一つの石は……ああ、あそこか」

　境内の石畳の先に、同じような大きさの石がある。夕也はそれを指さした。

「目をつむってー、いざ！」

　ギュッと目を閉じて、恋子はふらふらと歩き始めた。

「え、ちょ、恋子、大丈夫……？」

「もちろんです！　くっくっく、恋の成じよう就じゆはもらったですー！」

　ふらふら。

　ふらふら。

　目を閉じているのだからふらつくのは当然なのだが、恋れん子このふらつき具合はちょっと度を越していた。

「ああ、そっちじゃ……あぶな！　そっちもダメだってば……！」

　見ていて不安しか感じない。というか、無事にもう一つの石までたどり着ける気がまったくしなかった。

「待った！　ストップ！　危ない！」

　ついに見かねて、夕ゆう也やは恋子の肩を後ろからつかんだ。

　おみくじ売り場に突っ込む大だい惨さん事じの一歩手前だった。

　目を開けて、恋子は悔しそうに唇くちびるを噛かみしめる。

「ぐっ……このままでは恋の成就が……！　も、もう一回です！」

　恋子は恋占いの石のところに駆け戻って、再び目を閉じた。

「まだやるの？」

「当たり前です！　恋にくじけちゃいられませんっ」

「いや、恋占いでくじけても恋にくじけたことにはならないと思うけど……」

「負けるもんかですっ」

「か、勝ち負けだったの……？」

　そして、再度目を閉じる。

　ふらふら。

　ふらふら。

　ふらふら。

　今度はありえないことに、少し進んでふらふらした結果、一八〇度逆、つまり最初の石に向かって突き進み始めた。

「危ないってば！」

　さすがに見かねて、今度は行く手を遮さえぎるように前から恋子の肩をつかんだ。

「へ？」

　目を開けた恋子が、ついさっき登ってきた石段から転げ落ちる寸前だったことに気づいて表情を強こわばらせた。

「ねえ、もうやめた方がいいんじゃないかなあ」

　肩から手を放しつつの夕也の提案に、恋子は今にも泣き出しそうなほどしょんぼりと肩を落とした。

「でも……恋愛の成就が……」

「ええと……」

　さすがにすぐ目の前でしょんぼりされては、夕ゆう也やとしても突き放すことはできない。

「あ、じゃあ、僕が協力するから！　なんか、人に手伝ってもらっても、誰だれかの助力を得て恋が成じよう就じゆするって書いてあったよ！」

「え？　ホントですか？」

「うん。僕が手を引いてあっちの石まで連れていくから」

「え」

　恋れん子こは少し頬ほおを染めて身を強こわばらせた。

「ま、ま、まさかそれにかこつけて手を握ろうっていう卑ひ怯きような作戦ですか……!?」

「は？」

「しかも目をつぶって不安なところに、唯一頼りになるのが握った手……そんなシチュエーションに酔わせる気満々って、どこまで卑ひ劣れつなシスコンですか……！」

「いや、ちょっと言ってる意味がわからないんだけど」

「あたしはそんな策には乗りませんよ！」

「ええと、……じゃあ、恋占いの石はあきらめるってことでＯＫ？」

「ごめんなさいお願いします」

「はいはい、じゃあ、早く終わらせようか。時間がかかると、恋愛の成就にも時間がかかるそうだから」

「げっ、マジですか!?　早く！　早くお願いしますっ！」

　仕切り直して、最初の石から目をつぶった恋子の手を引いて境けい内だいを歩く。

「ほ、ホントにこっちでいいんですか？」

「うん、まっすぐ向かってるよ」

　オドオドしながら、目を閉じたままの恋子が夕也の手をギュッと握りしめてくる。

　振り返ると、自分の手だけを頼りにおそるおそる歩みを進める恋子の顔がある。

　――これは……。

　夜中のトイレに同どう伴はんするときの怯おびえた感じとはまた違った表情。

　普段明るい恋子だけに、その落差は大きい。

　そして、握った手の温ぬくもりと、ギュッと握られるその強さに感じる信頼。

　いつもは賑にぎやかで怖がりで明るい恋子が恋占いにこだわっている姿は、なんだかとても女の子らしくて可愛かわいらしく見えた。

　顔が熱くなるのを感じて、夕也は慌てて振り返っていた顔を前へと戻した。

　そのまま少し歩調を速める。

「わわっ!?」

　急に引っ張られて恋子が驚いた声を上げたが、歩調は緩めない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ごめんね」

　それだけ言って、そのまま握っていた恋れん子この手をもう一つの恋占いの石にぺたりとくっつけた。

「はい、到着」

　恋子は目を開けて自分が触っている石を見て、振り返ってもう一つの石を確認して、

「やりましたっ」

　と小さくガッツポーズをした。

「この際、成じよう就じゆするなら結果オーライです！　人の助力っていうのも、まあ現状でも沙さ月つきちゃんに助けてもらってますし！」

「何もたかがおまじないでそんな必死にならなくても」

「何を言ってるんですか。おまじないは魔術や呪術と同じモノなんですよ！　だから呪うって漢字でおまじないって読むじゃないですか」

「ああ、漢字にすると確かにそうだね」

「しかもあたしの家は魔術師の家系、あたしも修行中とはいえネクロマンサーのはしくれなんですから、おまじないをおろそかにはできねーです！」

「なるほどねえ」

「あ、恋占いおみくじなんてのもありますよ！」

「ホントだ。恋愛運限定のおみくじなんて珍しいね」

「これは引くしかないですよ！」

「え、僕も引くの？」

「当たり前じゃないですか。一人で引いたって面白くないです」

　やれやれ、と肩をすくめつつも、恋れん子この熱意に押し切られて、夕ゆう也やはおみくじの代金を支払った。

「どれどれ……あ、大吉だって」

「あー、まあ、あんたはそうでしょうね……。さすが神様はよく見ておいでですよ」

「え、なんで？」

「なんでって……まったく」

　呆あきれ気ぎ味みにぶつくさ言いながら恋子が引いたおみくじは――

「……凶って」

　がっくりと恋子は膝をついた。

「まあまあ、たかがおみくじだよ」

「うう、さっきの恋占いの石といい、なんかすっごく前途が多難な気がします……」

　恋子のテンションはどんよりと下がっていく一方である。

「うーん、あ、じゃあお守りでも買っていったらどうかな。あのお守りがさ、恋子にぴったりだと思うんだよ」

「お守りがぴったりってなんですか……。常にお守りを持ち歩かなきゃアレな凶の権ごん化げだとでも言いたいんですか」

「いや、デザインがさ。赤いお守り袋の真ん中にハートがあって、その中に恋の字が刺し繍しゆうしてあるんだよ」

「へ？　そんなお守りが？」

　それまでの落ち込み具合はどこへやら、ひょこっと立ち上がった恋子は夕也が指さしたお守りを興きよう味み津しん々しんで見やった。

「あ、ホントです……」

「ね。恋子にピッタリじゃない？」

「確かに、あたしが買わずしてどうするって感じのお守りです……！」

「でしょ？　アレを身につけてれば凶の厄やくも祓はらえるって」

　そう言った夕也の顔を、恋子はジッと見た。

「買ってくれるんですか？」

「え？」

「買ってくれるんですよね？」

「ええと……」

　恋れん子こは上目遣い気味に夕ゆう也やを見つめ続けている。

　やや赤く染まった頬ほお。

　風にちょっとだけ揺れる、短いポニーテールの尻尾。

　さっきまでの凹へこみ具合からくるりと変わった、楽しげな表情。

　期待するような視線と、その源みなもとの少し潤んだようにも見える大きな瞳。

　――女の子って……ずるいなあ。

　その顔を見ているだけで、鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。

　イヤだなんて言えるはずがない。

「じゃあ……すみません、そのお守り、ひとつください」

「やったぁ！」

　夕也からお守りを受け取った恋子は、今にも踊り出しそうなほど嬉うれしそうな声を出した。

　そして実に嬉しそうな無邪気な顔で、

「えへへ……」

　と、買ってもらったばかりのお守りを大事そうに両手で持って、飽きもせず眺め続けていた。

　――まあ、いいか。

　こんなに嬉しそうな恋子の顔が見られたのなら、お守り代くらいは安いものかもしれない、と夕也も微笑ほほえむのだった。



　そして夕也と恋子が戻ったとき、まだ沙さ月つきは先生やらお坊さんやらにお説教されている真っ最中だった。

「わかっているんですかー？　ここには重要な文化財や歴史の遺産がたくさんあって、万が一にも燃えちゃったりしたら取り返しがつかないんですよー」

　一いちノの瀬せ先生は真顔で怒っているのだが、いつもの間ま延のびした口調のせいであまり怒っている感じがしなかった。

「今回は土つち御み門かどさんにも他の生徒や建築物にも被害がなかったからいいようなもののー、何かあってからでは遅いんですー。まったく、なんであんな危なそうなモノを持ち込んだんですかー」

　怒っている一ノ瀬先生の目を盗んで、夕也と恋子は生徒の列に戻った。

　その様子をチラリと確認した沙月が、こっそりと恋子に目め配くばせをした。

　恋子がそれに応えて、こっそりと拝むようにして謝意を伝える。

　それを見て、沙月はホッとしたように口元を綻ほころばせた。

「聞いてるんですかー、土御門さん！」

　間延びした怒ど声せいが、また清きよ水みず寺でらに響き渡った。
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　京きよう都と御ぎよ苑えんのほど近くにある秋あき月つき家所有の宿泊施設へとやってきて、修学旅行一日目の行こう程ていは終了となった。

「中等部のときも思ったんですけど、すごい老舗しにせっぽい感じですよねー」

　バスから降りて、恋れん子こが言った。

　純和風の、料亭かと見まごう建物と、駐車場も兼ねた広い前庭には、各所に庭園のような植え込みや鹿威ししおどしがバランス良く配置されている。

　が、それも外観のみで、実体は近代的な超大型宿泊施設である。しかも、景観を壊さないようにという配慮から、施設の大半は地下にあるという徹底ぶりだった。

「だって、普通の老舗旅館じゃ高等部と中等部と先生方その他人員が全員泊まるのは不可能でしょう？　スタッフまで含めたら三〇〇〇人を超えるのよ？」

　こともなげに言う琴こと音ねに、

「もしかして、修学旅行のためだけにこれだけの施設を作りはったの!?」

　驚いた顔で沙さ月つきが訊きいた。

「たまに新任教師の研修とかにも使っているそうよ」

「なっ……」

　絶句する沙月だったが、他の面々は苦笑するのみだった。

「何を考えてはるの!?　どう考えたって大赤字やないの！」

「いやあ、それを言ったら、秋あき月つき学がく園えん自体が採算度外視だと思うけど」

「そうですの」

　新幹線のみならず、高等部のバスにまで紛まぎれ込んでいたために降車直後も一緒にいた耶や宵よいがうなずいた。

「ですねー。どの設備も、過か剰じようなほどに豪華で高性能ですから。プールが天井開閉型だったり、部室棟に空き部室がわんさかあったり」

「た、確かに……。なんでそんな……」

「教育を採算で考えてはならない。それが、理事長であるお祖じ父い様さまのポリシーなのよ」

「いや、でも……」

「うふふ、そう思うのも無理はないわね。でも――」

　琴音は沙月ににっこりと微笑ほほえみかけた。

「修学旅行が全学年参加で毎年あるのも、旅を通して見聞を広めてほしいから。変な部活が許されるのも、あらゆる個性や夢を応おう援えんしたいから。ムチャクチャに見えて、お祖父様にはお祖父様なりの考えがあるのよ」

「とんでもない学校やわ……」

　愕がく然ぜんとした顔で呟つぶやく沙さ月つきに、琴こと音ねは、

「効率と採算を重要視する伯父は、お祖じ父い様さまが何か言い出す度に目を白黒させたり顔を赤くしたり青くしたりしているわ」

　とおどけた口調で言った。

「そりゃあ、まともな思考回路持ってはる人はそうなるわよ……」

「でも、あたしが死体掘りを続けられるようになったのも、この学校がそんなだからこそですし」

「それはそうやけど……」

「きっと、お祖父様は秋あき月つきグループが上げている膨大な収益の一部を、社会に還元しようとしているのよ。この学園もその一環なのだと思うわ」

「スケールが大きすぎて、あたしたち庶民にはよくわかりませんね……」

　更さら紗さもそう苦笑した。

　そんな話をしている脇で、ゆすらはじっと松の木の梢こずえを見上げていた。

「ゆすら、どうしたの？」

　夕ゆう也やに問われても、ゆすらは上を見続けたままだった。

「……猫が」

「猫？」

　夕也がその視線を追って見上げると、松の木の枝の上で縮こまっている黒い子猫が確かにいた。赤い首輪を着けているところを見ると、飼い猫であるらしい。

　見るからに、登ったはいいが降りられなくなってしまった子猫の図だった。

「がう」

　ゆすらはうなずくが早いか、松の木をよじ登り始めた。いや、より正確には、跳び登り始めた。

　幹を蹴るようにして一番低い枝を掴つかみ、懸けん垂すいの要領で体を持ち上げてその枝に足をかけた。そこから、まるで猿のように身軽に枝から枝へと飛び移って子猫に近づいていく。

「がう」

　呆あつ気けにとられる夕也たちを尻目に、ゆすらはすぐ側そばまで近づいて猫に声をかけた。

　すると、子猫は「にゃっ」と一声鳴いて、ゆすらの腕の中に飛び込んだ。

　そして、ゆすらは子猫を片手で抱きかかえたまま、するすると器用に降りてきて着地した。

「子猫が降りられなくなっていたのか」

　そう訊きいてきた左さ京きように、ゆすらは、

「がう」

　とうなずいて子猫を地面に立たせて頭を撫なでた。

　すると子猫は一声鳴いて、何度かゆすらの方を振り返りながら、老舗しにせ風宿泊施設の中へと駆けていった。

「ここの飼い猫ですかね……？」

　恋れん子こが首を傾かしげた。

「んー、前に来たときは猫なんかいなかったと思うけどねー」

　右う京きようも左さ京きようのとなりで腕組みをして不思議そうな顔をした。

「前に来たのって三年前ですよね……。その頃はあの子猫、まだ生まれてないんじゃないでしょうか……」

　更さら紗さの言葉に、全員が「確かに」とうなずいた。

「まあ、いずれにしても、子猫を下ろしてあげられてよかったね」

「がう！」

　やがて、バスから降りた生徒たちが入り口へと流れ始めた。

　まるで、子猫を追いかけるように。

「兄にい様さま、私たちも行きましょうですの」

「そうだね」

「がう」

　夕ゆう也やたちがのれんをくぐると、深々とお辞儀をする和服姿の女性責任者――いわゆる女将おかみの足下で、先ほどの子猫が「にゃあ」と鳴いていた。



　割り振られた部屋に荷物を置いてほどなく、夕食の時間となった。

　一三〇〇畳の超大広間での、中等部・高等部一堂に会した大夕食会である。

「……人がいっぱい」

　席についてすぐ、ゆすらはキョロキョロと周囲を見回した。

「さすがにね、毎年のことだけど、僕もすごいと思うよ」

「ですねー。人がゴミのようです」

「いや恋子、いくら将来的に世界を支配する気でも、気軽にそんなこと言っちゃダメだよ」

「えー。でも、事実じゃないですか」

「何しろ高等部と中等部で二〇〇〇人を超えるからね」

　眼鏡をくいっと指で押し上げながら、雅まさ紀きが言った。

「っていうか、貴方あなたはなんでここにいるの？　なんで私のとなりに座ってはるの？　離れなさいよ！」

　沙さ月つきにキレられて、タジタジになりながら、

「いやその、でも、もうほとんど席は埋まっちゃってるし……」

「あっちのず――――っと先にはまだきっと空いてる席があるわよ」

「そんな……」

「まあまあ、沙さ月つきちゃん、もうお食事が始まっちゃいますから」

「ふん」

　つーん、と沙月はそっぽを向いた。

「とほほ……」

「あーあ、情けない声出しちゃって。まあ、離り間かんの計けいを仕掛けたボクが言うのもなんだけどさ」

「あらあら、お料理が運ばれてきたわよ」

　生徒が多数なら給きゆう仕じをする従業員もすさまじい数になる。それが一糸乱れずテキパキと動き回る様もまた、かなり壮そう観かんだった。

「この無駄のない動きは、武道に通じるものがある……！」

「そうですか……？　確かにプロって感じではありますけど……」

　左さ京きようの言葉に、更さら紗さが首を傾かしげる。

「むしろ軍隊っぽい気がするが……」

　言いかけた雅まさ紀きが、沙月に睨にらまれて黙り込んだ。

「そんなことはどうでもいいですの。私は京都は初めてだから、どんなお料理が出るのかとっても楽しみですの！」

「ああ、中等部の耶や宵よいはまだ一周してないもんね」

「それにしても、高等部の中に一人紛まぎれ込んでこれだけ堂々としてるって、物もの怖おじしないにもほどがあります……」

「大きなお世話ですの。それより、お料理ですの！」

「がう！」

　運ばれてきたのは、ウサギを象かたどった小さなお皿だった。

「この黄色い丸いのは……卵の黄身ですかね？　火が通ってる感じじゃないのに、ちょっと固形っぽいですよね……？　半熟っぽいっていうか」

「卵の黄身を味み噌そ漬づけとかにするとこんな感じになるけど、これはどういう調理をしたんだろう」

「まず調理法に目が行くなんて、夕ゆうくんらしいわね。黄身の脇に添えてあるのはキャビアかしら」

「みたいだね。これ、黄身を月に見立ててるんじゃないかな。お皿がウサギなのも、ほら、月ではウサギが餅つきしてるとかって言うじゃない」

「なるほどー。さしずめ、キャビアは月にかかる雲ってことなのかな。すごく凝ってるね、姉さん」

「ああ、確かに」

　みんなが皿の上に表現された満月で疑似お月見を堪たん能のうしている中、ゆすらだけは不満そうだった。

「……ユウ、たったこれだけ？」

「ああ、そんな心配してたの？　大丈夫、これだけじゃないよ。懐かい石せき料りよう理りっていってね、美お味いしいものをちょっとずつ食べる感じのスタイルなんだ。この後にまだ色々出てくるよ」

「……ちょっとずつだけど、結構ある？」

「うん。でも、懐石料理はガツガツ食べる感じじゃないから、ゆすらもゆっくり味わって食べるといいよ」

「がう？」

　首を傾かしげたゆすらの『卵のお月見キャビア添え』は、すでに綺き麗れいになくなってしまっていた。
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　夕食のあとは入浴タイムである。

　地下三階と地下四階は、まるまる浴場になっていた。アロマ湯やハーブ湯、一面にジャグジーを配したジャグジー湯、天井に満天の星を投とう影えいするプラネタリウム風呂、岩盤浴、砂風呂などなど、温泉施設も裸足はだしで逃げ出すラインナップだった。

　それらのお風呂が、全部別個に更衣室付きでずらりと並んでいるのだ。

　いくつものお風呂をハシゴしてのぼせそうになる生徒が毎回出るほどで、地味と言われる国内修学旅行における隠れた目玉の一つになっていた。

　そんな浴場群を備えているので、入浴時間をクラス単位で区切ったりする必要がないのもこの修学旅行の特長だった。

「夕食後、消灯時間までに各自入浴をすませること」

　この一文でことが足りてしまうのだ。

　そんなアバウトな入浴タイム中、お風呂に入る前に飲み物を確保しようと夕ゆう也やが自動販売機コーナーで物色しているとき、着替えを持って子猫を連れたゆすらがやってきた。

「あれ、ゆすら、どうしたの？」

「がう……」

　ゆすらは微び妙みように頬ほおを染めて、モジモジしながら、

「……お風呂」

「あ、これから入るんだ？」

「がう。……ユウも入る……？」

「うん、もう少ししたら入るつもりだよ」

　するとゆすらはさらに顔を赤くして、

「……一緒に入る……？」

「は？　いやいや、それはダメだって！　っていうか、そもそも男湯と女湯に分かれてるから不可能だし」

「……？」

　不思議そうな顔で、ゆすらは首を傾かしげた。

「いや、本来お風呂は男女別なものでしょ？」

「……恥ずかしいけど、私は構わない」

「構うとか構わないとかじゃなくてさ」

　と、そこへやはり着替えを持った恋れん子こがやってきた。

「ゆすら先せん輩ぱい、こんなところにいたんですか？」

「がう。ユウも誘ってた」

「何言ってるんですか、お風呂は男女別ですよ」

「そう、まさにそういう話をしてたんだよ！」

「……ドラム缶風呂なら関係ない」

「あーもう、どこからツッコミを入れたらいいのやら……。こんなところに来てまでドラム缶でお風呂沸かす気なんですか」

「僕もそれには同感」

「とにかく、行きますよ、ゆすら先輩！　みんな待ってるんですから」

　ゆすらの首根っこをつかんでずるずると引きずりながら、恋子はエレベーターの方へと消えていった。

　子猫も、ゆすらを追いかけて行ってしまう。

「やれやれ……。ん？　恥ずかしいけど、って言ってた？　ゆすらが？」

　首を傾げた瞬間、背後から、

「相変わらずの人気だな」

　と雅まさ紀きに声をかけられた。

「雅紀、いたんだ」

「ああ、俺おれも飲み物を買いにな」

「ふうん」

「それにしても、女の子から一緒にお風呂に入ろうと誘われているとはな」

「いや、でも、ゆすらの場合、ちょっと普通の人の認識と違うから」

「そうか？　聞いてる分には、普通の女の子の言葉に聞こえたけどな。まあ、かなり大胆という意味ではちょっと普通とは違ったかもしれないが」

「んー、どうだろう……？」

「まあしかし、女の子の方からああ言ってもらえるお前にとっては、修学旅行定番の『お風呂を覗のぞく』系イベントは無縁っぽいな」

「ああいうの、リアルにやったら退学モノだよ」

「確かに」

　言いながら、雅まさ紀きは自動販売機に小銭を投入してブラックコーヒーの缶を購入した。

「これを部屋の冷蔵庫にしまったら俺おれも風呂に行こうと思うんだが、夕ゆう也やはどうする？」

「あ、僕も行くよ」

　急いで、夕也はペットボトルのお茶を買った。
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「やっぱり混み合う人気の風呂よりは、空すいてるここの方がいいよな」

「うん、同感。それにしても、空きすぎだよね、ここ」

　お湯に浸つかりながら、他に誰だれもいない広い浴よく槽そうで手足を存分に伸ばしつつ、夕也は雅紀の言葉にうなずいた。

　大きな湯船の周りには木々が生おい茂しげっていて、まるで森の中の秘湯を思わせる。そして枝の間から見えるのは青い空。

　浴槽には大きな獅し子しの像の口から絶え間なくお湯が注がれている。

　立派な露天風呂、なのだが――

「地下にある以上、どんなに露天風であっても厳密には露天風呂じゃないんだよな」

「空も絵だし、木も作り物だしね。そりゃ人気出ないよ」

「純金製浴槽の黄金風呂とか大量のバラを浮かべた風呂とか、ここじゃなきゃ入れないような風呂も多いしな」

「おかげで貸しきりなんだし、まあありがたいんだけど」

「女湯に至ってはこんな時間に掃除中の札が出てたしな」

「うん。珍しいよね。入浴時間に掃除してるなんて」

「確かに、秋あき月つきグループらしからぬ手て際ぎわの悪さではあるが」

「入る人がほとんどいないんじゃ、手入れの優先順位も下がるんだろうけど」

「いずれにしても、掃除中なのが男湯じゃなくてよかったよ」

　他に誰もいない広い風呂というのはことのほか気持ちが良い。夕也も雅紀も、湯に浸かりながら大きく伸びをした。

　響くのは獅子の口から吐き出されるお湯の音のみ。

　……のはずだったのだが。

「生徒会長殿、いかに女湯が清掃中でも、男湯に入るというのはまずいのでは……」

「あらあら、大丈夫よ。どうせ誰だれもいないわ」

「そうそう。姉さん堅すぎ。それに、もう一個掃除中のパネルを見つけて男湯の前にも出しておいたから、誰も入ってこないよ」

　そんなやりとりが、脱衣所の方から聞こえてきた。

　バシャッと、二人して焦って腰を浮かせかけた。

「ど、どうする、夕ゆう也や!?」

「どうするも何も……」

　焦って顔を見合わせている間にも、

「……お風呂は裸で入るもの」

「ダメですよ、ゆすら先せん輩ぱい！　ここは学校と違うんですから！　本来は学校でもダメですけど！　早くバスタオルを巻いてください！」

「がうー」

　事態はどんどん悪化の一いつ途とをたどっているようだった。

「夕也、さすがにまずくないか……？　っていうか、どうして俺おれたちの衣類がカゴに入ってることに気がつかないんだ!?」

「そんなこと言ってる場合じゃ……！　ねえ！　ゆすら！　恋れん子こ、琴こと姉ねえも！」

　夕也はお互いタオル一枚で対面してしまう事故を避けるべく、脱衣所に向かって声をかけた。

　だが。

「……ユウ!?」

　勢いよく、脱衣所と浴場を隔へだてるドアが開かれた。

「ああ、しまった!?」

　ゆすらがいたら、当然こうなる。

　そう思い至った瞬間には、生まれたままの姿にバスタオルを巻いただけのゆすら、恋子、琴こと音ね、更さら紗さ、沙さ月つき、左さ京きよう、右う京きようの七人の魅み惑わく的てきな姿があった。

　まず、恋子と沙月と左京と右京が綺き麗れいにハモった悲鳴が響き渡った。

　そのあと、琴音が一拍遅れて、雅まさ紀きの姿を確認して悲鳴を上げる。

「なんでいるのさ！　サイテー！」

「変態……！　いいえ、ど変態やわ……ッ！」

「いや、ちょ、ここは男湯……」

　雅紀が言いかけたが、

「言い訳しはるなんて、男らしくないわっ」

　と沙月に一いつ喝かつされて「ごめんなさい……」とうなだれた。

「ちょっとみんな気にしすぎじゃないかしら。裸を見られたわけでもないのに」

　髪を解ほどき、眼鏡を外した更さら紗さが悠ゆう然ぜんと言った。

「そりゃあ貴女あなたは白衣姿のときの方が今より見せてはるから平気でしょうけど、私は肌を見せて喜ぶ趣味はないのよ！」

「そうね、確かに夕ゆうくん以外の男性に裸を見られるのは困るわ」

「せ、生徒会長、何どさくさに紛まぎれて問題発言してるんですか！　確かにこういうハプニングは恋愛マンガにはつきものですけどさすがにこの急展開は想定外っていうか心の準備ができてなくて……ってゆーか、落ち着いてないで、一旦撤退するべきですーっ！」

　よくわからない妄もう想そう発言はさておき、そのあとに恋れん子こが言ったまっとうな主張を完全に無視して、ゆすらがまっしぐらに夕ゆう也やの元へと駆けてきた。

「ああもう、走ったりしたらバスタオルが……！」

　言っている側そばから、ゆすらが巻いていたバスタオルが夕也の目の前ではらりと落ちそうになる。

「わーっ!?」

　夕也は慌てて宙を舞ったバスタオルを掴つかみ、素早くゆすらの身体からだに巻き付けた。

「……がう？」

「いや、がうじゃなくて、バスタオルをちゃんと巻き直して！」

「がう」

「あらあら、桜さくら江えさんったら、抜け駆けなんてよくないわ」

　言いながら、琴こと音ねも浴場へと足を踏み入れた。

「恋子ちゃんも行ったら？　私は遠えん慮りよさせてもらうけど」

「え!?　な、ちょ、沙さ月つきちゃん、なんでそうなるんですか!?」

「説明する必要なんかないやないの」

「姉さんも行けば？　あ、ボクも撤退組ね」

「なっ!?　いや、自分はその……」

　恋子と左さ京きようは、顔を真っ赤に染めてその場でモジモジと逡しゆん巡じゆんしている。

「あたしも回れ右するわ。あ、でも誰だれかのぼせたらすぐに呼んでちょうだいね？　全力で看病するから」

　そのままの格好で他のお風呂に移動する気なのか、更紗は衣類を入れたカゴを持ってそのまま脱衣所から出て行ってしまった。

「あー、夕也、すまないが俺おれも先にあがらせてもらう。眼鏡がないから見えないのも一緒だが、さすがにこれは……」

「いや、僕もいいとは思ってないから！　っていうか僕も……」

　浴場から出ようとした夕也の行動を、ゆすらと琴音と、意を決して踏み込んできた恋子が、

「……ダメ」

「あらあら、ダメに決まってるでしょう？」

「せっかく覚悟を決めてきたのに出るとか言ってんじゃねーですっ！」

　と完全に却下したのだった。

　そして、左さ京きようはなおも真っ赤な顔で逡しゆん巡じゆんし続けていた。
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　なんとか桃色露天風呂から逃れて、宿が用意してくれた浴衣ゆかたに着替えて、夕ゆう也やは一人、ペットボトルのお茶を片手に前庭に出た。

　のぼせる寸前で夜風に当たりたかったのが一番の理由だが、夕食の先さき附づけを思い出して月が見たくなったというのもあった。

「雲が厚いなあ。残念……」

　夜空を見上げても、月も星も見えなかった。

　そしてふと足下を見て、先客がいたことに気がついた。

「あ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　赤い首輪の黒い子猫が、じっと夕ゆう也やを見上げていた。

「ゆすらももうお風呂から上がったと思うよ？」

　しかし、子猫は夕也の言葉には何も答えない。

「また木から下りられなくなったりしないでね」

　夕也の言葉をわかっているのかいないのか、子猫はただ「にゃあ」と一声鳴いた。

　と、そこへ、周囲の様子を窺うかがいながら、帽子を目ま深ぶかに被かぶった人影が前庭を横切って玄関へと向かってきた。

「あれ……耶や宵よい？」

　帽子のツバを持ち上げて、黒いシャツにジーンズという服装の耶宵は驚いたような顔で兄を見た。

「兄にい様さま!?　ど、どうしてこんなところに……」

「耶宵こそどうしたの？　　そういえばお風呂のときもゆすらや恋れん子こたちと一緒にいなかったけど、わざわざ私服に着替えて……」

「な、なんでもありませんの！　ちょっとコンビニに行ってましたの！」

「宿の売店でたいていのものは揃そろうのに……？」

「こ、細かいことは言いっこなしですの！　じゃあ、私は部屋に戻りますの！　兄様、お休みなさいですの！」

　まくし立てるように言って、耶宵は宿の中へと消えていった。

「……耶宵、何してたんだろ」

　しかし、唯一その呟つぶやきを聞く猫も何も答えない。

　その耶宵と入れ違うように、浴衣ゆかた姿の更さら紗さが外へとやってきた。

　お風呂では解ほどいていた髪をまたきっちりと三つ編みにして、眼鏡をかけている。なので、胸元もきちっと閉めている。

「御み子こ神がみさんまで……どうしたの？」

「ええ、その、玄関から出る後ろ姿が見えたので……」

「え、わざわざ追いかけてきたの？」

「ええ。その、ちょっと最近気になっていることがあるので……」

「気になってること？」

「はい……。あの、柊木ひいらぎ君は、桜さくら江えさんのことをどう思ってるんですか……？」

「ゆすらのこと？　どうって言われても……」

　夕也は首を傾かしげながらも、

　――ええと、無邪気で、屈くつ託たくがなくて、食べるのが大好きで、僕が作った料理をいつも美お味いしそうに平らげてくれて……。

　ゆすらのことを考えてみた。

　考え方がオオカミ準じゆん拠きよの、仲間思いの天然娘。どこまでもまっすぐで、でもだからこそ不器用で――、

　つまり。

「一言で言うと、放っておけない、かな」

「では、木き滝たきさんは……？」

「ええと、頑張り屋な幼なじみで、応おう援えんしたいって思うけど……。つまるところ、御み子こ神がみさんは何が訊ききたいの？」

「それは……」

　更さら紗さはバツが悪そうにうつむいた。

「最近、少しみんなの態度が違うって思いませんか……？」

「それは……」

　言われてみれば、思い当たる点もあった。みんなというか、主にゆすらに。

「確かに、ゆすらはなんていうか……女の子っぽくなったと思うけど……」

「ですよね……」

「でも、それってゆすらが人間の社会に慣れてきたってことじゃないの？」

　そう言った夕ゆう也やを、更紗は白い目で睨にらんだ。

「本気で言ってるんですか……？」

「……だよね。だったら、こうして御子神さんが何かを言いに来たりしないよね」

「当然です……」

　――じゃあ、ゆすらが女の子っぽくなってきた理由は？

　女の子がより女の子らしくなる理由。

「それって、まさか――」

　――恋？

「だとすると、相手って……いやいや、まさか」

「何がまさかなんですか……」

　半信半疑の夕也に、更紗は呆あきれた顔をした。

「あたし、イヤなんです。せっかく部活が設立できて、みんなで楽しくやってる今の感じを壊したくないっていうか……」

「うん、まあ、それは僕もそう思うよ」

「だったら、もっと周りを見てあげてください……。これは端はたから見ているあたし個人の見解ですけど、事態の中心にいるのは間違いなく柊木ひいらぎ君なんです……」

「中心……？　僕が？」

「ええ。ベクトルのほとんどは、柊木君を向いているんです……！」

　真剣な目で、更紗は夕也の目を見つめて詰め寄った。

「気をつけてください……。柊木ひいらぎ君の言動ひとつで、ギリギリの均きん衡こうはあっさり崩れちゃいますから……」

「う、うん」

「あたしの話は終わりです……」

「ええと、……うん、できるだけ気をつけるよ」

「そうしてください……。じゃあ、お休みなさい……」

　くるりと背を向けて、更さら紗さは小走りで建物の中に入っていった。

「……え？　中心？　ベクトルのほとんど？　ってことは、ゆすらだけじゃないって御み子こ神がみさんは言いたいの……？」

　困こん惑わくして首を傾かしげる夕ゆう也やの側そばで、子猫は我われ関かんせずと言う顔をして後足で首のあたりを掻かいていた。



    

  
    
      


第四章　学園コンファインメント



　そして夜が明けて、修学旅行日程二日目。

　朝、帰宅しない部の女性陣が朝食のために広間にやってきても、まだ男性陣の姿はなかった。

「まだ来てないみたいですね」

　恋れん子こが広間を見回して言った。

「がう」

「最近はお弁当作りもあって、朝の苦手な夕ゆうくんが早起きを続けているんだもの、その必要がない日くらいはのんびりさせてあげてもいいんじゃないかしら」

「確かにそうね。柊木夕也は嫌いだけど、あれだけ美お味いしいお弁当を毎日作れる才能だけは認めざるを得ないわ」

　琴こと音ねの言葉に、沙さ月つきがうなずく。

「しかし、のんびりと言っても、朝食は揃そろって食べることになっているのでは」

「朝くらい抜いてもいいんじゃない？　一人くらいバレないって。あとでコンビニかどこかで買い食いすればいいんだし」

「しかし右う京きよう、それでは規律が」

「姉さんは堅物すぎるんだよ」

「あれ……」

　更さら紗さが辺りを見回して、首を傾かしげた。

「……変態さん、どうした？」

「だからその呼び方は……」

「で、どうかしたのかしら？」

「あ、はい、柊木ひいらぎ君だけじゃなくて、彼の妹さんもいないなと思って……」

「あの食欲の権ごん化げみたいな耶や宵よいちゃんが朝ご飯の時間に来てないって、ちょっとおかしくないですか？」

「ええ、夏なのに雪でも降りそうな異変だわ」

　更紗が言った瞬間、恋れん子こと琴こと音ねが眉をひそめた。

　その様子を見て、ゆすらが「がう？」と首を傾げた。

　そして、そんなところへ慌てた様子で雅まさ紀きが広間に飛び込んできた。

「大変だっ！　夕ゆう也やがいなくなってる！　荷物は残っているのに、どこにも見当たらないんだ！」

「ちょ、本当ですか!?」

「まったく、こうも早くイヤな予感が的中するとは思わなかったわ……！」

　舌打ちをして腕を組み、琴音は何やら考えごとを始める。

　その横で、沙さ月つきは雅紀に、

「貴方あなたは同じ部屋に寝ていたのに、何も気づかなかったの？」

「いや、ぐっすり眠ってたから……」

「ホント、役に立たない人ね」

「そんな……」

　沙月の冷たすぎる態度に、雅紀はヘナヘナと膝をついて、がっくりと肩を落とした。

「……おっぱいさん、ユウはどうした？」

「わからないわ。とりあえず、耶宵ちゃんに電話をかけてみるわね」

「あ、じゃあ、あたしはお兄ちゃ……本人にかけてみます！」

　と、そこへ、

「何を騒いでいるんですかー？」

　間ま延のびした声で言いながら、夕也たちのクラスの担任女性教師、一いちノの瀬せ先生があくびをしながらやってきた。

「あ、先生。一ノ瀬先生のクラスの生徒が一人、行方不明なのですが」

　使おうとしていた携帯電話を耳から離しつつ、琴音が代表して報告した。

「もしかしてー、柊木ひいらぎ君ですかー？　柊木君なら、具合が悪いからって、朝早く妹さんが連れて帰りましたよー」

「あーもう、やっぱりですか！」

「あらあら、耶や宵よいちゃんったら、本当に困った子だわ……！」

「がう？　ユウは病気？」

「そんなわけないじゃないですか」

「あの、先生……。普通はそういう場合、いきなり帰すよりここで安静にさせて、医師を呼んで診みせるべきなのでは……？」

　おずおずと、更さら紗さが訊きいた。

「あー、言われてみれば確かにそうですねー。眠かったんで、ついついうなずいちゃいましたー」

「ついついって……」

　沙さ月つきは呆あきれ気ぎ味みの白い目を眼前の女教師に向けた。

「で、会長、どうするの？」

「そうね」

　琴こと音ねは腕を組んで、数秒考え込んで、

「とにかく、耶宵ちゃんを追いかけましょう。まだ間に合うかもしれないわ」

「賛成です！　というわけで、先生、あたしたち、すぐに自由行動に入ります！」

「がう！」

「まあ、もう臨時職員の皆さんは配置についているそうなので構いませんけどー、いいんですかー？　ここの朝ご飯、美お味いしいですよー？」

「がうっ!?」

「ゆすら先せん輩ぱい、何揺らいでるんですか！　行きますよ！」

「が、がう」

　かくして、帰宅しない部の面々と雅まさ紀き、右う京きようは早々に宿を出て耶宵と夕ゆう也やの追跡を開始したのだった。



　とりあえず宿の前庭まで出つつ、琴音はタクシーを手配させた。

「きっと京都駅へ向かったんだと思うわ。耶宵ちゃんは早く夕ゆうくんを家に連れて帰りたいはずよ」

　そして、そう主張した。

「会長のその読みは素直すぎじゃないかな。決戦では下剤入りおにぎりをばらまいた子でしょ？　裏をかいてくるくらいはしそうじゃない？」

「しかし、可能性の話を始めたらきりがないと思うんだが」

「誰だれも貴方あなたの意見は聞いていないわ」

「そんな、こんなときまで……」

　沙さ月つきに冷たくあしらわれて、また雅まさ紀きが肩を落とした。

「で、結局どこを捜せばいいんですか!?」

「……」

「……」

　恋れん子この問いに、琴こと音ねも右う京きようも、誰も明確に答えることはできなかった。

「幸い人数はいるのだから、二手に分かれるというのも手ではないだろうか」

「そうね、左さ京きようさんの案が一番現実的かもしれないわ」

「新幹線に乗って帰る組と、京都に残って捜す組に分けるわけですね……」

「でも、京都に残った組はどうやって捜すんですか？　人に訊きこうにも、顔写真もないわけじゃないですか」

「待って、恋子ちゃん。貴方、さっき『荷物は残ってるのに』って言ってたわよね？」

「え？　あ、ああ」

　急に沙月から声をかけられたことに驚きつつ、雅紀はうなずいた。

「その荷物、今すぐここに持ってきなさい。彼がシスコンだというなら、妹の写真が一枚くらいあるかもしれないわ」

「いや、シスコンってそんな直接的な……」

「いいから、早く持ってきなさい！」

「はいっ」

　雅紀はダッシュで宿の中に入っていき、ダッシュで戻ってきた。

「この中を探さなければならないのね」

　ぐっと琴音は拳を握りしめて、雅紀が持ってきた夕ゆう也やのスポーツバッグを見つめた。

「この中に夕ゆうくんの下着が入っていたとしても、この非常事態だから探さないわけにはいかないわ！」

「せ、生徒会長殿、その発言はちょっと……」

「会長、変態っぽいよ……」

「ちょっと生徒会長に探させるのは危険なような……あ！　ちょっと待ってください！」

　恋子はそう言って周囲に――主に琴音に――制止をかけて、夕也のスポーツバッグの外ポケットに手を伸ばした。

「これさえあれば……！」

　そう言って恋子が取り出したのは、夕也の携帯電話だった。

「前にあたしが見たのは水没してクラッシュしちゃいましたけど、あのシスコンが携帯に妹の写真を一枚も入れてないなんて考えられねーです！」

　早さつ速そく中身を見ようとする恋れん子この手元を、琴こと音ねと沙さ月つきが覗のぞき込こんだ。そしてその輪の外から、更さら紗さが、

「ええと、その携帯、ロックとかかかってないんですか……？」

　と訊きいた。

「前にぶつかったときには、かかってなかったんですよ。……ほら！　ありました！　うわ、ご丁寧に水没した携帯に入ってた古い写真まで復元してあります!?」

　恋子の声に、その場にいるほとんど全員が微び妙みような顔をする。

「本当に、耶や宵よいちゃんだらけなのね。もう、夕ゆうくんったら」

「うげっ、本当に妹の写真だらけやわ……。まあ、後半に桜さくら江え先せん輩ぱいや恋子ちゃんも一緒に写り始めてるのがせめてもの救いだけど」

「夏休み中とか、一緒に撮ったりもしましたからねー」

「とにかく、この夕くんの携帯があれば、耶宵ちゃんの顔を見せて目撃証言を聞いて回ることができるわね」

「じゃあ、二手に分かれるなら班分けをしちゃうべきじゃない？　ね、会長」

「そうね」

　そんな話し合いをしている中、ゆすらは赤い首輪の子猫の前にしゃがみ込んでいた。

「あの、何をしてるんですか……？」

　そのゆすらに、更紗がおそるおそる声をかける。

「……猫が、朝ユウと妹を見たって言ってる」

「え!?」

「それは本当なの!?」

　口々に驚きの声を上げながら、全員がゆすらと子猫を取り囲むように集まった。

「がう」

「それで、おに……先輩と耶宵ちゃんはどっちに向かったんですか!?」

「……何人かの男に手伝ってもらって眠ってるユウを車に押し込んで、そのあとユウの妹も乗り込んで、あっちに行ったって言ってる」

「あっち、ですか」

「その方向だと、京都駅とは反対ね。正反対じゃないけど……」

　京都生まれ京都育ちの沙月が即座に言った。

「土つち御み門かどさん、そっちの方向には何があるのかしら？」

「ええと、方角的には銀閣寺とか、大だい文もん字じ山やまとか」

「あえて向かう理由が見えないよね。お寺とか観光地以外には何かないの？」

　右う京きように訊かれて、沙月は「あ」と何かに気づいたようにハッとした。

「有名な大学があるわ。まあ、この辺は他にも大学が多いんだけど」

「大学って、何か関係があるんですか？」

「それはわからないけれど、学生街ならアパートなんかも多そうやない？」

「なるほど、潜伏先も探しやすいかもしれないわね」

　思案しながら、琴こと音ねも同意した。

「……昨日の夜も、ユウとユウの妹を見たって猫が言ってる」

「昨日の夜も？」

　オウム返しに訊きいた雅まさ紀きの言葉に、ゆすらは「がう」とうなずいた。

「……あと、変態さんも見たって言ってる」

「あ……。確かに、昨日の夜ここで柊木ひいらぎ君と話したとき、その猫も側そばにいました……。あたしはちょうど、彼の妹さんとは入れ違いになったんですけど、すれ違った妹さんは地味な私服姿で帽子を目ま深ぶかに被かぶってました……」

　じーっと、何人かの嫉妬や猜さい疑ぎ心しんに満ちた視線が更さら紗さに集中する。

　更紗は慌てて、

「あ、いえ、そういうのではないんですけど……」

　と後あと退ずさりながら否定した。

「そのとき夕ゆうくんと何を話したのかはあえて訊かないわ。それが事実なら、潜伏先の確保のために宿を抜け出していたと見るのが妥当かしらね」

「となると、やっぱり大学近辺は可能性が高いわ。タクシーを使っても、抜け出して帰ってくる時間を考えると、時間的にもその辺がギリギリやもの」

「でも、中学生が一人で潜伏先の確保なんてできるものだろうか？　普通は未成年者には部屋なんか貸さないだろうし、契約だって必要なはず。大人だってそんなにすぐには借りられない気がするんだが」

　雅紀が首を傾かしげた。

「可能なのよ。耶や宵よいちゃんに限っては、ね」

　超妹力。琴音たちがそう呼ぶ、相手をシスコン化させて虜とりこにしてしまう不思議な力が、耶宵にはあるのだ。

「たぶん、夕くんを車に乗せるのを手伝ったという人たちも、耶宵ちゃんの虜になった男子生徒ね」

「がう」

「ですね」

　ゆすらと恋れん子こが琴音の言葉にうなずいたのを見て、右う京きようが肩をすくめた。

「まあ、今まで一緒に寝起きしてた三人が言うんだから、そうなんだろうね。もう帰宅しない部に関しては、どんな不思議があっても驚かないよ」

「確かにな」

　左さ京きようも苦笑しつつ同意した。

「でも、大学の方へ向かったっていうのがフェイクである可能性はないかな？」

「フェイク……ですか？」

　恋れん子こが右う京きように訊きいた。

「そう。一度そっちに向かうように見せかけて、タクシーの運転手さんにやっぱり駅に行ってください、って伝えるとか。あの柊木ひいらぎ夕ゆう也やの妹なら、そのくらいのマネはやってのけそうだけど」

「早朝に発たったのなら、そこまで慎重にはなっていないと思うけれど……そうね、じゃあ家の者に夕ゆうくんの自宅と最寄り駅の監視を頼むことにするわ」

「さすが天下の秋あき月つき家ご令れい嬢じようですねー。ってか、人手をこっちに呼ぶことはできないんですか？」

「修学旅行で多数を動員している今のタイミングではちょっと難しいわね。呼ぶにしても到着まで時間がかかるし……」

「……猫が手伝ってくれるって言ってる」

「え、本当ですか？」

　そう訊いた恋子を見上げて、子猫が「にゃあ」と鳴いた。

「役に立つのかしら？」

　首を傾かしげる琴こと音ねの制服の裾すそを、ぐっとゆすらがつかんだ。

「……昨日の恩返ししたいって言ってる。きっと頑張ってくれる」

「そ、そうなの。それは心強いわね……」

「猫の手も借りたいときに、実際猫の手を借りられるなんて……やっぱ帰宅しない部はちょっとアレだね」

「右京、冗談を言っているときではないぞ。タクシーも来たようだ、早く柊木夕也を捜さなくては」

「そうね。とにかく、大学の近くまで行ってみましょう」

　かくして、二台のタクシーに分乗して、八人と一匹は姿を消してしまった兄妹きようだいの捜そう索さくを開始したのだった。



　　　＊



　お弁当作りもなく、女の子の誰だれかに抱きつかれていて焦ることもなく、それを見た恋子のニードロップを食らうこともない、久しぶりに心置きなく寝坊できるはずの朝。

　目覚めると、どういうわけか夕也は椅子に座らされ、背もたれの後ろで両手に手て錠じようをかけられていた。

「……え？　え？」

　着ているものは、寝たときのままの浴衣ゆかた。

　薄暗い部屋はどうやらよくあるワンルームのようだったが、薄暗い部屋の中には家具もカーテンもない。窓はあるが、雨戸が閉め切られているようだった。その雨戸の隙すき間まからわずかに漏れる光が、今が夜ではないことを辛うじて教えてくれていた。

　寝ぼけた頭から、さーっと血の気が引いていく。

　とてもではないが、尋常な状況であるとは思えなかった。

　拘束されて自由にならない身体からだと、手首に感じる手て錠じようの硬さと冷たさが非日常感をどこまでも増ぞう幅ふくさせていく。

　――何があったんだろう……。みんなは無事なのかな……。

　修学旅行中に拉ら致ちされ監かん禁きんされているということは、他の生徒も同じ目に遭っている可能性がある。

　夕ゆう也やはまずそう考えた。

　――いや、でも、生徒一人一人に部屋を用意するような非効率的なやり方は明らかに不自然だ。普通は生徒全員を人質にするなら、あの宿で全員の手足を縛っておけばいいだけなんじゃ……

「あ、兄にい様さま、お目覚めですの？」

「って、耶や宵よい!?」

　制服姿の耶宵が、壁のスイッチに手を伸ばした。

　部屋に明かりが点ともる。

　真っ白い壁、フローリングの床。それ以外には何もない、六畳ほどのワンルーム。

「おはようですの」

「あ、うん、おはよう……じゃなくて！　これ、何がどうなってるの!?」

「兄様を独り占めしたくて、拉致監禁しちゃいましたの」

　可愛かわいく舌を出して、耶宵はイタズラっぽい笑顔で言った。

「は……？」

　耶宵の言葉の意味が呑のみ込めず、夕也はまぬけな声で聞き返した。

「ですから、私が兄様を拉致監禁してますの」

「あ、あはは、冗談きついなあ。何も修学旅行中にこんなイタズラしなくても……」

「修学旅行中だから、ですの。きっと琴こと姉ねえ様や恋れん子こちゃんたちは、私が兄様を連れてお家うちに帰ったと思ってますの。きっと今頃、新幹線の中……うふふ、私と兄様の二人っきりの時間を邪魔する悪い人は誰だれもいませんの」

「え……？　えー」

　明るい口調ではあるものの、耶宵の目は笑っていなかった。

　――ど、どうしよう……。

「ええと、耶や宵よい。とにかく、この手て錠じようを外してくれないかな？　これじゃなんにもできないよ」

「ダメですの。外したら兄にい様さまは逃げてしまうかもしれませんの」

「いや、でも、これじゃご飯も作れないし、食べられないよ？」

「当面は近くのコンビニで買ってきますの。そして、私が食べさせてあげるから全然問題ありませんの」

「そ、そうなんだ……。でも、トイレにも行けないし……」

「おトイレのお世話も私がちゃんとやりますの」

「はあっ!?　いやいや、それはさすがにダメだってば！」

「大丈夫ですの。兄様のでしたら、私は汚いなんて全然思いませんの。愛があれば大丈夫ですの！」

「僕が全然大丈夫じゃないよ！　ねえ耶宵、もうやめようよ！　さすがにこれは遊びじゃすまないよ！」

「もちろん、遊びじゃありませんの」

「ますます洒落しやれにならないと思うんだけど!?」

「兄様、お話は後でゆっくりするとして、朝ご飯にするべきだと思いますの」

「は？」

「もうお腹なかペコペコですの。兄様はお腹空すいてませんの？」

「いや、状況的にそれどころじゃないんだけど」

「じゃあ、落ち着くためにも何かお腹に入れるべきだと思いますの。ちょっと近くのコンビニで何か買ってきますから、お留守番をお願いしますの」

　そう言って、耶宵は身を翻した。

　すぐにドアを開閉する音が聞こえて、ガチャガチャと鍵をかけているのではないかと思われる音が三回か四回聞こえた後、部屋は静せい寂じやくに包まれた。

「ええと……」

　混乱する頭で、夕ゆう也やは必死に事態を把握しようとしていた。

　見知らぬ場所に拉ら致ち監かん禁きんされている。

　犯人は耶宵らしい。

　――なんでこんなことを……。

『兄様を独り占めしたくて、拉致監禁しちゃいましたの』

　さっき聞いたばかりの言葉がまさか本意ではないだろう、と考えかけて、昨夜更さら紗さが言っていたことを思いだした。ベクトルのほとんどが自分に向いている、という話を。

　――つまり、耶宵もそのベクトルの一つだった……？　だとしたら、これはぼんやりしていた僕自身がまいた種だってことか……。

　しかし、まだそうと決まったわけではない。

　考えても結論が出ないであろう耶や宵よいの動機については保留することにして、夕ゆう也やは現状の把握に努めようと気持ちを切り替えた。

　後ろ手に手て錠じよう、しかも椅子の背もたれ越しなので、身動きは取れそうにない。

　自由を確保しようとしたら、椅子ごと倒れれば椅子からは離れて動き回れそうだが、後ろ手の手錠は解決しない。

　後ろ手では雨戸を開けるのは難しいし、玄関の鍵も、音からして一つや二つではないらしい。そこまで厳げん重じゆうにする以上、中には内側から開けられない鍵だってあるだろう。

　そして、逃げ切れなかった場合、耶宵はどう反応するだろうか。

　往々にして、拉ら致ち監かん禁きんをした犯人は対象が逃げようとしたことに激怒するものだ。

　激怒はしなくても、逃がさないために何か対策を練るくらいは普通するだろう。

　例えば、足を拘束するとか。

　――耶宵の好きなホラーとかサスペンスだと、……うう、考えただけでおそろしいことになりそうだ。

　想像してみてさすがに怖くなって、夕也はそのビジョンを振り払うように頭をブンブンと振った。

　――勝算が明確にならない以上、迂う闊かつに動くのは得策じゃない……。

　いや、というよりも。

　――犯人は見知らぬ凶悪犯じゃなくて、耶宵なんだ……。

　単に逃げられれば解決という単純な話ではない。

　――なんとか耶宵の真意を聞き出して、説得するほかないのか……。

　夢なら早く覚めてほしいと切に願いながら、夕也はどう説得を展開させるべきなのかをシミュレートし始めていた。



　　　＊



　京都とは言っても、観光地を離れれば普通の街とそう大差ない。学生街ともなればなおさらだった。

　大学の近くまで来てタクシーを降りた途端、子猫はゆすらの腕から飛び出して路地裏へと駆けていってしまった。

「行っちゃいましたよ、いいんですか？　ゆすら先せん輩ぱい」

「がう。きっと何か考えがある」

「猫は帰りにでも回収すれば、好きにさせておいていいのでは。それよりも、自分たちも早々に行動を開始した方が得策かと」

「確かに、左さ京きようさんの言う通りね。言葉が通じているのなら、きっと逃げ出したまま帰ってこないこともないと思うわ」

「ふうん、姉さん、妙に積極的だねー。やる気に満ちあふれてるっていうか」

「だ、だからっ、別に深い意味は……！」

「あーもう、今はそんな双子のじゃれあいをやってる場合じゃねーです！　手分けして、聞き込みなりなんなり始めた方がいいですっ」

「がう」

「そうね。じゃあ、わたくしは左京さん右う京きようさんとこっちを調べてみるわ」

「じゃあ、あたしはゆすら先せん輩ぱいとあっちに行ってみます」

「がう」

「ちょ、ちょっと待って！　恋れん子こちゃん、私にこの人と組めって言わはるの!?」

　この人――雅まさ紀きを指さして、沙さ月つきは絶叫した。

「え、でも、御み子こ神がみ先輩も居るから二人っきりじゃないですよ？」

「そういう問題じゃないわよ！」

「それに一応、生徒会長のチームには底なしの財力がありますし、こっちにはゆすら先輩の野性がありますし。その点、御子神先輩の才能は治療か戦闘にしか使えなさそうじゃないですか。使うとなれば脱がなきゃダメっぽいですし」

「ええと……確かに今回はあんまり役に立ちそうにないですけど、そうハッキリ言わなくても……」

　なんだか切なそうに、更さら紗さが目を伏せた。

「なんか俺おれも役立たず扱いなんだが……」

「だったら沙月ちゃんの土と地ち勘かんくらいあった方がバランスが取れるかなって」

「私だって、京都出身っていうだけやもの。別にこの辺りに詳しいわけじゃないわよ」

　唇くちびるを尖とがらせる沙月に、ゆすらがすすっと歩み寄った。

　そして肩をとんとんっと叩たたいて、

「……元気出せ。役立たず組にも、きっといいことある」

「誰だれが役立たずなのよっ」

　沙月が反射的に怒鳴って突っ込み、

「役立たず組って……その言い様ようはあんまりです……」

　更紗が肩を落とし、

「……ふう」

　雅紀は遠い目をして、深くため息をついた。

「もう始めていいかしら。この時間が惜しいわ」

「確かに、そうですね。いいですか？　沙さ月つきちゃん」

「しょうがないわね」

　渋々といった顔で沙月は承服し、「でも」と雅まさ紀きにビシッと人差し指を突き付けた。

「これは緊急の措置なのよ。調子に乗らないでよねっ！」

「ええと、始めるのはいいんですけど、これはどうするんですか!?」

　なんだか流れで持ってきてしまった夕ゆう也やの荷物を掲かかげて、恋れん子こが言った。

「宿に置いてくればよかったのに。まあ、持ってきてしまったものは仕方ないわ。じゃあ、わたくしが預かるわね？」

「いえ、なんかコレに関しては生徒会長は信用できねーです。さっきも中身に興きよう味み津しん々しんでしたし」

「悲しいわ」

「……じゃあ、恋子が持っていればいい」

　とにもかくにも、そんなこんなで実の妹にさらわれた王子様の捜そう索さくが開始されたのだった。



　　　＊



　恋子がゆすらとキョロキョロしながら路地を歩いていると、首輪の鈴を鳴らしながらあの子猫が戻ってきた。

「あ、宿の子猫です」

「がう」

　子猫はゆすらの足下までやってきて「にゃあ」と鳴いた。

「……応おう援えんを連れてきた、って言ってる」

「応援……？」

　恋子が首を傾かしげた瞬間、まるで路地を埋め尽くすかのような数百匹の猫が押し寄せてきた。道行く人々も、ギョッとして固まってしまっている。

「ひぃ!?」

「……実は有力なボス猫の子どもだったらしい」

「猫の世界も親の威光とかあるんですか……」

「……心強い」

「いやいやいやいや、どうするんですか、これ!?　このままじゃ街中じゆうパニックの大迷惑ですよ!?」

「……んー」

　ゆすらは少し考え込んで、

「……恋れん子こ、ユウの服を出して」

「はい？」

「……猫たちにユウの匂いを捜してもらう」

「そんな、警察犬じゃないんですから。っていうか、この数がもたらすパニックに対する対処はする気なしですか!?」

「……犬ほどじゃないけど、猫も嗅覚は人間の一万倍から十万倍の感度がある」

「そっか。意思の疎そ通つうができれば、警察犬みたいな訓練なしでもやってほしいことは的確に伝わりますもんね！　でもパニックは無視なんですね！」

「……猫たちが匂いを捜しに行けば猫はいなくなる」

「そりゃそうでしょうけど……なんか根本的な解決にはなっていないような」

「……問題は、猫が飽きっぽいこと」

「大問題だと思うんですけど」

　恋子は肩にかけていた夕ゆう也やのスポーツバッグをアスファルトの地面に下ろした。

「ええと、生徒会長じゃないですけど、ちょっと緊張しますね……！　でもこれはお兄ちゃんじゃなくてあのシスコン野郎を捜し出すために必要なことであって疚やましい気持ちなんか全然ないから決して後ろめたいことは――」

「……早くして」

　恋子が躊躇ためらっている間に、さっさとゆすらはスポーツバッグを開けてしまった。

「あ、ちょ、ゆすら先せん輩ぱい!?」

「……これがいい」

　ゆすらはスポーツバッグの中のものをくんくんと嗅ぎまわって、一枚のシャツを高々と掲かかげた。

「ああもう、そんなにくんくんして……！　うらや……破は廉れん恥ちですっ」

「……今、羨うらやましいって言おうとした」

「そこは突っ込まなくていいんですっ」

「……とにかく、このシャツが一番ユウの匂いがする」

　ゆすらは猫たちに「がう」と話しかけ、手にしたシャツを差し出した。

　猫たちはゆすらが持っているシャツを囲むようにくんくんと匂いを嗅ぎ、嗅いだ猫たちはすぐにあちこちへと走り去っていった。

　そして、走り去った猫たちに代わって待っていた猫たちがシャツの匂いを覚えようとくんくんする。

　それを何十回と繰り返して、ようやく宿の子猫以外の猫の波はゆすらと恋子の前から姿を消した。

「見つけてくれますかね？」

「……わからない。私たちは私たちで捜した方がいい」

「ですね。とりあえず、会う人全部に片っ端から耶や宵よいちゃんの写真を見せて訊きいてみましょう」

「がう」

　ゆすらがうなずき、

「みゃあ！」

　子猫もやる気満々といった感じで力強く鳴いた。

「でも、その前に、ゆすら先せん輩ぱいが散らかしたおに……シスコン野郎の荷物を片付けるのが先ですけどね」

　周囲に散乱した夕ゆう也やの衣類を見回して、恋れん子こがため息交じりに言う。

「……がう」

　それに対して、申し訳なさそうにゆすらがもう一度うなずいた。
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　少し考え込んでいた琴こと音ねは、

「しまったわね。ここまで運んでもらったタクシー、帰すべきではなかったわ」

　と呟つぶやいた。

「でも、車で移動してたら聞き込みはやりにくいんじゃないかなあ」

「そうじゃないわ。耶宵ちゃんたちを運んだのもタクシーなら、その運転手を見つけられれば場所が特定できるでしょう？　しかも、普通は宿に頼んで手配してもらうタクシーはほとんど同じタクシー会社よ」

「あ、そっか」

「しかし、普通は守秘義務とかがあるのでは。警察のような捜査権があればともかく、自分たちが訊いても教えてもらえない気がします」

「そうね。でも、手がかりはそれしかないもの。誠心誠意お願いするしかないわ」

「んー、ねえ、会長。非常事態なんだし、色々搦からめ手てを使ってみるのも手じゃないかな」

「右う京きようさん、何か良いいアイデアでもあるの？」

「うん。ズバリ！　袖そでの下！　謝礼を用意する！　札さつびらで頬ほおをビンタするみたいな？」

「右京！　それはさすがにまずいだろう！　それに、そんな直接的な方法は搦め手とは言わないっ！」

「でも、別にそれを訊いて犯罪するわけじゃないし、いいんじゃない？　誰だれも損しないし」

「そういう問題ではないだろう！」

「姉さん堅すぎ」

「……」

「仕方ないわね。左さ京きようさん、今日だけ目を瞑つぶりましょう。耶や宵よいちゃんがここまでやった以上、夕ゆうくんの貞てい操そうの危機は一刻を争うわ」

「貞操……!?」

　左京の顔の色が急激に真っ赤になった。

「しかも相手は実の妹なのよ。これが危機でなくてなんだというの？　これは、言わば必要悪。すべての責任と誹そしりはわたくしが負います」

「生徒会長殿……」

「じゃあ、会長も姉さんも愛いとしい柊木ひいらぎ夕ゆう也やの貞操を守るためならやむを得ないって思ってくれたみたいだから、早さつ速そく行動開始かな」

「待て右う京きよう、誰だれが……」

「いいからいいから。タクシーを探すなら駅に行くべきだよね。普通、駅前にはタクシー乗り場とかあるもんだし」

「そうね。この近くに駅はあるかしら？」

　左京はムスッとしたまま、

「……。京都駅からはかなり距離があるはずですが」

「ちょっと待ってね」

　右京は携帯電話を取り出して、地図のアプリを操作し、携帯から顔を上げもせずに、

「あるね。すぐ近くだよ。さすがに京都駅ほど大きな駅じゃないみたいだけど」

　と答えた。

「あらあら、でもタクシー乗り場くらいはあると思うわ。もしなくても、そのまま電車に乗ってとなりの駅に行けばタクシー乗り場くらい見つかるわよ」

「では、まずその駅に向かいましょう」

　三人はうなずき合って、駅に向かって歩き出した。



　駅に着くなり、琴こと音ねたちはまっすぐタクシー乗り場に向かった。

「じゃあ、交渉はボクがやるよ」

「お願いするわ。でも、やりすぎないでちょうだいね」

　言いながら、琴音は右京に分厚い財布を手渡した。

「任せてって。情報料の上限は？」

「カードもあるから、気にしなくて構わないわ。入ってるだけ使っていいわよ」

「わお、それは気前のいいことで」

　そして右京はタクシーの中を覗のぞき込こむなり、

「あのー、ボクたちはお客さんじゃないんだけど、ちょっと話を聞かせてほしいんです」

　と切り出し、

「実は今朝、友達が急病で修学旅行をリタイアしちゃったわけですよ。で、その友達がボクらの仲間っていうかボスの意中の人なんですよね」

　と言いつつ琴こと音ねを親指で指し示した。

「で、彼女としてはこっそりお見舞いに行って好感度をゲットしたいわけですよ。それで、その友達の行き先を知りたい、と。健けな気げでしょ？　そういうわけで、おじさんの同僚に今日の早朝、秋あき月つきグループの宿泊施設に病人を迎えに行ったご当人とかいたら会わせてほしいなって思うんです」

「いや、お客さんの行き先とか、知ってても言えませんよ」

「そこをなんとか。ここは一つ、彼女の恋こい路じを応おう援えんすると思って！　あ、もちろん、貴重なお仕事中の時間を拝はい借しやくするわけなので、きちんと謝礼は出すって彼女も言ってます。とりあえず、このくらい？」

　言いつつ、右う京きようは琴音の財布から取り出した一万円札さつを差し出した。

「え、いや、こういうのは困……」

「そんな！　彼女の真剣な想おもいを応援してくれないんですか!?」

　大おお仰ぎように言いながら、右京は差し出した謝礼の紙し幣へいを二枚に増やした。

「そういうことじゃなくて……」

「あ、ここだけの話、彼女あの秋月グループのご令れい嬢じようなんですよ？　このままだとすっごい上の方から、下手すると政府とか警察とかに手を回してなんとかしようとし始めかねないんで、ここは一つ国民の血税を無駄使いさせないためだと思って！」

　差し出した紙幣が三枚に増えた。

「だからね、誰だれのお願いでもお客様のプライバシーは……」

「もう一声！」

　右京は紙幣をさらにもう一枚増やした。

「いや、そのかけ声はおかしいっていうか、立場逆ですやん……」

「まあ、そうですけど、堅いことは言いっこなしで」

「やれやれ」

　タクシーの運転手は深くため息をついた。

「秋月さんトコの宿に朝行かはった車があるかどうかは訊きいてあげるけどね、その先のことまで期待されても困るよ」

「さすが！　おじさん男前！　じゃあこれ、お礼ですから」

　差し出したままの紙幣を持った右京の手を、運転手は苦笑しながら押し返した。

「高校生からこんなお金、頂けませんて」

「え、本気？　うわー、おじさんホントに男前だねー」

　驚きと賛辞のまなざしを一度運転手におくって、右う京きようは琴こと音ねと左さ京きようを振り返って親指を立てて見せた。
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　不機嫌な沙さ月つきと控えめなモードの更さら紗さと組むことになった雅まさ紀きは、率先して道行く人に耶や宵よいの写真を見せて見覚えがないかを訊きいて回った。

　が、七人に訊いて七連敗したところで、

「当たり前だけど、やっぱり闇雲に訊いて回ってもダメね」

　と沙月がクールに言い切った。

「何か妙案でも？」

　おそるおそる訊いてみた雅紀だったが、

「ないわよ」

　と冷たい一言を浴びせられただけだった。

「貴方あなたこそ、何か良いいアイデアはないの!?」

「と言われても……」

　困り顔で、雅紀は考え込んだ。

　夕ゆう也やや雅紀が寝ていた部屋は畳敷きの、和室の四人部屋である。

　そして、雅紀も含めて相部屋の誰だれも、夕也がいなくなったことに気づかず眠っていた。

　――つまり、言うまでもなく、夕也は抵抗していない。まあ多勢に無勢で、かつ妹が相手なら抵抗などしないだろうが……いや、それ以前に、たぶん会話すらしていない。

　少しでも会話があったのなら、三人もいたのだから、一人くらいはぼんやりとでも聞いていそうなものだ。

「彼女は、兄である夕也の具合が悪いから連れて帰る、と先生に報告している」

　顎あごに手を当てて、雅紀は誰にともなく言った。

「そんなことはわかっているわ」

「そのとき、夕也に意識はなかったんじゃないだろうか」

「確かに、いくら柊木ひいらぎ君がシスコンでも、起きていたなら反対くらいはしますよね……。すぐに言いくるめられちゃうかもしれませんけど……」

「でも、言いくるめる会話を誰か聞いていそうなものだよ。俺おれを含めて同じ部屋には三人もいたんだから」

「それはそうかもしれませんね……」

「だからなんだって言わはるの？」

「ほぼ修学旅行にしか使われない宿泊施設に、まさに修学旅行の真っ最中に呼ばれて、意識のない兄と付き添う妹を乗せたタクシー運転手……。帰るために駅に行く、以外の行き先を告げられたら、普通運転手は不審に思うんじゃないだろうか。何か不審に思われない行き先の告げ方とか、その辺を考えればヒントにはなるかもしれない」

「……」

　沙さ月つきはようやくつんけんするのをやめて、雅まさ紀きをジッと見た。

「え、ええと、そんなに見られると照れるんだが」

「なっ……ちょっと感心しただけやないの！　調子に乗ると蹴るわよ！」

「ご、ごめんなさい……」

「あります……」

　また脱線しそうになった雅紀と沙月に、更さら紗さがポツリと言った。

「え？」

「ありますよ……怪しまれない行き先……！」

「ホントやの!?」

「ええ……！　病院です……。その状況でも、行き先が病院ならむしろ自然です……」

「あ、なるほど」

「確かにそうやわ……！」

「この近くの大学には、大学病院もあるはずです……！　おそらく、救急診療もやっているはず……！」

「病院の近くに潜伏場所を用意しておけば、運転手に怪しまれることなく潜伏先の近くまで連れていってもらえる」

「そこまで考えて潜伏先を用意したなら、末恐ろしい中学生やわ……」

　と、そのとき、沙月の携帯電話が鳴り出した。

「電話……あ、恋れん子こちゃん」

　沙月はすぐに通話ボタンを押して電話を耳に当てた。

「もしもし……えっ、そうやの？」

　あわただしく二、三言話して、沙月は通話を終了した。

「恋子ちゃんたちのところに、生徒会長から合流指示が出たみたい」

「え、もうですか……？」

「何かつかんだということか。さすが生徒会長」

「私たちも、さっきの推理を披露してやればいいわよ。さあ、早く行きましょう」
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　顔を合わせるなり、一同の度ど肝ぎもを抜いたのはゆすらと恋子が連れてきた大量の猫たちだった。

「うわっ、何この大量の猫！」

「恋れん子こちゃん、何がどうなってはるの!?」

「ええと、この子猫が連れてきてくれた仲間だそうです」

「がう。手伝ってくれる」

「そ、そうなの……」

　困こん惑わく気味に、琴こと音ねは言った。というかうめいた。

「ええと……まあ、反応に困りますよね……。ここに来るまでにも、かなりの通行人をギョッとさせたり怯おびえさせたりしちゃいました」

　恋子も、ずーんと落ち込んだような疲れ果てたような顔で言った。

「大きな騒ぎにならなければいいですけど……」

　更さら紗さも不安げに呟つぶやいた。

「もう、どうして貴女あなたたちは、こう予想外の方へ持っていくのかしら」

「えー、あたしまで一緒くたですか？　この猫は全部ゆすら先せん輩ぱいの動物言語がなせる業ですよ？」

「何を言っているの。今回はともかく、熊をゾンビにする一番迷惑な人は木き滝たきさんでしょう？」

「うっ。た、確かにそうですけど、迷惑言うなですっ」

「で、その猫たちは役に立ってくれるのかしら？」

　沙さ月つきの問いに、ゆすらは、

「がう」

　と自信たっぷりにうなずいた。

「……今、ユウの匂いを捜してもらってる」

「相変わらず、こっちの想定からどんどん出て行くね……。まったく、帰宅しない部おそるべし、だよ」

「しかし、協力態勢にあるとなれば頼りになる」

「そりゃそうだけどさ……。姉さん、順応早すぎじゃない？」

「とにかく、わたくしたちは夕ゆうくんたちを乗せたタクシーの運転手さんに話が聞けたわ。下ろした町名までは聞けたの」

「この短時間で!?　すごいじゃないですか！　さすが生徒会長！」

「一応、私たちも頭脳を駆使してひとつの結論を導き出したわ！」

　沙月が胸を張った。

「いや、頭脳を使ったのは主に俺おれと御み子こ神がみさん……」

「うるさいわね」

「……ごめんなさい」

「もう痴ち話わゲンカとかそういうイチャイチャは柊木ひいらぎ夕ゆう也やとその周辺だけでお腹なかいっぱいだからさ、さっさとその推理とやらを話してよ」

「これのどこが痴話ゲンカだって言わはるの!?」

「あーはいはい。とにかく話進めて」

　沙さ月つきは右う京きように苛いら立だたしげな視線を向けながら、

「病院よ。病人を連れているはずの犯人が、タクシー運転手に怪しまれずに告げられる行き先」

「なるほど……」

　うなずいて、右京は携帯電話の地図アプリを確認し始めた。

「うん、あるね。大学病院がボクらの聞いた町内にあるよ」

「うふふ、これでかなり範囲を特定できたわね」

「がう。じゃあ、その辺りを重点的に猫たちに捜してもらう」

「ふむ、だいぶ包囲網が狭せばまってきたな。自分は何もしていないが……」

「……左の人、気にするな」

「じゃあ、早さつ速そく現地に行ってさらに絞り込みをかけましょう？」

　提案の形式をとった琴こと音ねの号令に、全員がうなずいた。



    

  
    
      


第五章　学園シスター・コンプレックス



　どうしてこんなことになったのだろう。

　何度目かの自問に、夕也はまだ明確な答えを出せずにいた。

　――確かに、耶や宵よいは何度も一緒に家に帰ろうと言っていたけど……。やっぱり、御み子こ神がみさんが言っていたアレなのかな……。

　そして結局答えを導き出せないまま、再び玄関のドアが開く音を聞いた。

「兄にい様さま、ただいまですの」

　耶宵のいつもと変わらぬ明るい声と、靴を脱ぐ音と、コンビニのレジ袋が立てるガサガサという音が混じり合って響いてくる。

「今日も暑くなりそうですの」

　そう言いながら、大きな買い物袋を持って耶宵が再び夕也の前に姿を現した。

「京都は盆地で暑いっていうからね」

「ホントに、その威い力りよくを思い知らされましたの」

　――やっぱり、ここは京都だ。買い物に行く前にも、耶宵は『琴こと姉ねえたちは帰ったと思ってるから今頃新幹線の中』みたいなことを言っていたし、どうやらそれは間違いない。僕が浴衣ゆかた姿であることを加味すれば、たぶん、宿からそう離れてないはず……。

　つまり、まだ間に合う。

　耶や宵よいが『朝ご飯を買いに行く』と言っていたことを考えれば、まだ午前中である可能性は高い。ならば、耶宵さえ説得できれば、修学旅行に復帰していつも通りの日常に戻ることもできるだろう。

　――耶宵さえ説得できれば。

　それが果てしなく難しいような気がして、夕ゆう也やはため息をついた。

「今日はきっと、殺さつ暑しよ日びになりますの」

　耶宵はそう言って、壁に掛けてあったエアコンのリモコンを手に取り、ピッと何やら操作した。

　途端に、エアコンから吐き出される風がその勢いを増す。

「さっしょび？」

「そうですの。私が考えた、夏日、真夏日、猛暑日のさらに上の暑さですの」

「ああ、気温に殺される感じで暑いってこと？」

「違いますの。連続殺人犯が暑さを理由にイライラして人を殺しそうなくらい暑い日のことですの」

「え、ええと、なんで殺人犯目線なの……？」

「だって、殺される被害者目線なんかまっぴらですの」

「そういうことじゃなくて……。っていうか、この状況で連続殺人犯の八つ当たりの話とかされるのって結構洒落しやれにならない気がするんだけど……」

　冷や汗さえ浮かびそうである。

「いやですの、兄にい様さま。私は拉ら致ち監かん禁きんはしても、兄様を殺したりはしませんの」

「できれば拉致監禁もやめてほしいなあ……」

「それはダメですの」

「そっか、ダメかあ……」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべつつ、夕也はふざけた調子で落胆して見せた。

　もとより、そんな簡単にやめてくれるとは夕也も思っていない。

「ねえ耶宵、一つ訊ききたいんだけどさ」

「それより兄様、朝ご飯ですの」

「いや、だから、訊きたいことがね？」

「おにぎりをたくさん買ってきましたの！　焼きたらこと、明めん太たい子こと、おかかと、ツナマヨと、すじこと、鮭さけと、梅と、牛しぐれ煮と、豚キムチと、昆布と、高菜と、ネギ味み噌そと、ノリの佃つくだ煮にと、焼きおにぎりと、鶏めしと、おいなりさんと……」

「いったいいくつ買ってきたの……？」

「全種類を三個ずつですの！」

「そんなに食べ切れるわけないよ」

「もちろん、余った分は私が食べますの！」

「いや、まあ、耶や宵よいなら食べ切れそうな気はするけど」

「兄にい様さまはどれにしますの？　すじこですの？　それとも定番の鮭さけとか梅ですの？」

「いや、どれでもいいけど、話をね？」

「じゃあ、コレにしますの！」

　耶宵はおにぎりを一つ選び出し、包装をはがした。

「はい、兄様。あーん、ですの」

「できれば自分の手で食べたいんだけど」

「ダメですの」

「そっか、ダメかあ……」

　観念して、夕ゆう也やは耶宵が差し出したおにぎりを一口囓かじった。具は明めん太たい子こだった。

「ああ、両手を拘束されて私の手からおにぎりを食べる兄様……ゾクゾクしますの」

「……」

　何かを言おうにも、口の中のおにぎりを呑のみ込むまでは満足に口もきけない。

「兄様、次はどれにしますの？」

　夕也は口の中の明太子おにぎりを呑み込んで、

「いや、僕はもういいよ。それより、どうしてこんなことをしたの？」

「それは買い物に出る前にも言いましたの。兄様を独り占めするためですの」

「本当にそれだけなの!?」

「そうですの。さらに言うなら、兄様の気持ちを確かめるためですの」

「え？」

　夕也は首を傾かしげて、そしていっそう冷えてきた室温にブルッと身体からだを震わせた。

「ねえ、耶宵。エアコン、設定温度低くしすぎなんじゃないかな。ちょっと寒くなってきたんだけど」

　トランクスと浴衣ゆかた一枚。それが今の夕也の格好である。

　しかし、今感じる寒さの原因はそれだけとは思えなかった。

「今は設定温度は一六度ですの」

「下げすぎだよ！　もう少し地球に優しく……」

「地球より兄様に優しくしますの」

　耶宵はおにぎりを置いて、夕也へと歩み寄った。

「耶宵……？　何を……」

「私が温めてあげますの」

「は……？」

　歩み寄って、さらに歩み寄って、耶や宵よいは夕ゆう也やの鼻先数センチの位置に立って、夕也の顔に触れようと手を伸ばした。

「いや、ちょ……!?」

　夕也は焦ってその手から逃れようとするが、背もたれの後ろで両手首を手て錠じようでつながれている状態では満足に上体を動かすこともできない。

　逃げることもままならず、耶宵の両手が夕也の頬ほおに触れた。

　冷え切った室内で、その手の温かさはかえって異質なモノのように感じられた。

「温めるって、まさか……」

「うふふ」

　耶宵は夕也の頬に添えた手を、夕也の頭ごと徐々に自らの方へと引き寄せていく。

「ちょ、待った！　さすがにそれはまず……もごっ」

　座らされた顔は、側そばに立った耶宵の胸とほぼ同じ高さに位置している。

　その中学生としては充分すぎるほど発育した胸に、夕也の顔は埋うずまった。

「何もまずいことなんてありませんの。兄妹きようだいがこうやってスキンシップをすることなんか、ごくごく普通のことですの」

「もごもごもご」



    

  
    
      



    

  
    
      

　反論しようにも、その柔らかすぎる圧迫感が口の動きを阻そ害がいするので言葉を発することさえも封じられてしまっていた。

　さらには、がっちり後頭部を耶や宵よいの両手で押さえられてしまっているので、もはや耶宵の胸から逃れる術すべはない。

　――ああ、そうか。

　あまりに甘かん美びな、しかし身を委ゆだねてしまうには危険すぎる温ぬくもりの中で、夕ゆう也やは幼い頃のことを思い出していた。



　　　＊



　かつて、夕也と耶宵が琴こと音ねの家――秋あき月つき家に預けられていた頃。

　夕也は小学生で、耶宵が小学生になっていたかどうかという頃。

「夕ゆうくん、今日はテニスをしましょう」

　秋月家で女王様のように振る舞う琴音の言葉に、夕也は難色を示した。

「えー」

「わたくしの方がお姉さんなのよ？　お姉さんの言うことは聞くべきだわ」

「お姉さんっていったって、半年しか違わないじゃない」

「それでもお姉さんはお姉さんよ」

「そうだけど……でも僕、運動はあんまり得意じゃないよ」

「じゃあ、わたくしが教えてあげるわ」

「えー」

「どうして不満そうなのかしら。ほら、夕くん、早くラケットを選んで」

「……はーい」

　夕也の不安は、ほどなく的中した。

　この頃テニスに凝っていた琴音は、日々元インターハイ選手だったというメイドの雅まさ子こさんの指導を受けていたのだ。

　それに対して、テニスのラケットを初めて握った夕也は満足に打ち返すこともままならない。

　当然勝負どころかラリーにすらならず、すぐに素す振ぶりから琴音に教わる流れになってしまった。

　テニスに興味も熱意もない夕也にとって、基礎練習が面白いはずもない。

「もうやめない？」

「だめよ。ほら、腰と手の動きがちぐはぐだわ」

「そんなこと言われたってわかんないよ」

　と、そんなやりとりをしているところに、

「兄にい様さまぁー！」

　耶や宵よいが何か包みを抱えて夕ゆう也やの方へと走ってきた。

　その後ろには、そんな耶宵を見守る筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで二名の女性看護師を従えた白はく髪はつの好こう々こう爺やがいた。

　琴こと音ねや夕也、耶宵の祖父にして秋あき月つきグループを支配する秋月鼓こ充じゆう朗ろう氏その人である。

　各界に多大な影響力を持つ秋月グループのドンも、可愛かわいい孫たちの前では威い厳げんも何もない一人のお祖じ父いちゃんであった。

「お祖じ父い様さまにゲームを買ってもらいましたの！」

「へえ、それはよかったね」

「はいですの！　ゾンビを銃で撃ち殺しまくるゲームですの！」

「あはは、耶宵の好きそうなゲームだね」

「兄様、一緒にやりましょうですの！」

「うん、そうしようか」

　ラケットを置こうとした夕也の肩を、琴音がつかんだ。

「ちょっと、夕ゆうくん！　今はテニスをしているんでしょう!?」

「え、そうだけど、耶宵も帰ってきたしさ。テニスは三人でやるには向いてないでしょ？」

「だからって……」

「耶宵もゲームをやりたがってるし、琴こと姉ねえも一緒にやろうよ」

「わたくしはテニスをやりたいの！」

「琴姉はお姉さんなんだから、一番年下の耶宵に合わせてあげようよ」

　不満そうに、琴音は頬ほおを膨らませた。

　感情の制御が格段に上う手まくなった高校生の琴音は、もうこんな表情を見せることはありえない。

「お祖父様！　ゾンビを撃ち殺すゲームなんて、耶宵ちゃんの年齢じゃやっちゃいけないんじゃないかしら!?」

「んん？」

　鼓充朗はわざとらしく首を傾かしげた。

「ゲームやら何やらが青少年に悪影響を与えるなんぞ、道理のわからん連中の戯言たわごとじゃ。それに、一八歳未満禁止以外の年齢制限はあくまで目安にすぎんよ」

「でも！」

　なおも食い下がろうとする琴音に、鼓充朗は、

「夕也が我が家に来てくれたのは好都合だったかもしれんな。琴音や、お前はこの機会に自分の思い通りにならない人間がいることを学びなさい」

「え……」

「いくら言い置いても、やはりこの家のメイドや執しつ事じたちはお前のわがままを聞き入れてしまうしのう。それは学校や外でも同じだろうて。秋あき月つき家の名前は、良くも悪くも大きすぎる」

「……」

　面白くなさそうに、琴こと音ねが唇くちびるを噛かんだ。

　そんな琴音を尻目に、耶や宵よいが夕ゆう也やの袖そでをつかんだ。

「兄にい様さま、早くゲームをやりましょうですの」

「あ、うん」

　うなずきつつ、夕也は琴音に、

「琴こと姉ねえも一緒にやろう？」

　と声をかけた。

　が、琴音はぷいっとそっぽを向いてしまった。

「わたくしはテニスをするからいいわ」

「え？　一人で？」

「雅まさ子こさんとするわよ」

「兄様、琴姉様もああ言ってますの。二人でゲームをしましょう？」



    

  
    
      



    

  
    
      

「う、うん……」

　耶や宵よいに引っ張られるようにして、夕ゆう也やは秋あき月つき家敷地内のテニスコートを後にした。



　――今の琴こと姉ねえからは、あんなふうに意地を張って拗すねる姿は想像もできないけど……。

　さすがに、次の日は琴こと音ねの意見を尊そん重ちようしようと夕也も思っていた。

　そう、その日の、耶宵と室内に向かう時点では。

　しかし、当の翌日。

「さあ、夕ゆうくん、今日はテニスをやるのよ」

「そのつもりだけど……」

「兄にい様さま、昨日のゲームの続きをやりましょうですの」

　耶宵にそう言われて、ぐらりと目眩めまいを感じた次の瞬間、抗あらがいきれずに「うん」と言ってしまった。

　その翌日も、さらにその翌日も。

　耶宵に「お願い」される度に、ずっと。

　――耶宵に喜んでほしかった。耶宵が喜んでくれると嬉うれしかった。でも。

　そもそも、それが間違いだったのかもしれない。

「夕也くんと耶宵ちゃんは、いつも仲が良いいわねえ」

　物心ついた頃から、夕也と耶宵はよくそう言われる兄妹きようだいだった。

　近所で評判になるほどの仲良し兄妹。いつも手をつないで、どこへ行くにも一緒だった。兄は常に妹を気遣い、妹はいつでも兄を頼りにしていた。

　そして、ほっぺにチュウくらいは当たり前で、その光景は周囲の大人たちに微笑ほほえましいと大好評だったりもした。

　――あるいは、もうあの頃から、僕と耶宵の何か大事な感覚はとっくに麻ま痺ひしてしまっていたのかもしれない。

　柊木ひいらぎ家の両親は、それはそれはラブラブだった。

　何しろ、会えない環境に耐えきれずに旅立ってしまうような母である。

　そして、父も負けず劣らずなので、夕也が立ち会えなかった感動の再会はさぞ盛り上がったことだろう。

　大恋愛の末の結婚だった、と夕也は聞いていた。

　一市民に過ぎない父との結婚は、母の生家である秋月家から「住む世界が違うから」と、それは強く反対されたのだそうだ。

　だが、その反対にも負けず、二人は「相続権も何もかも放ほう棄きする」とまで言い切って、ようやく認めてもらったのだという。

　が、認めてもらった後も二人は「一度言った言葉を覆す気はない」と言い張り、相続権に関しては放ほう棄きしたままであるらしい。

　逆に、その辺の気き骨こつが鼓こ充じゆう朗ろうに気に入られたようで、今は柊木ひいらぎ家と秋あき月つき家の仲はむしろ良好になっていた。

　そんな夫婦だから、かつて家族揃そろって暮らしていた頃は、行ってらっしゃいのチュウやお帰りなさいのチュウは言うに及ばず、おはようおやすみ、果ては特に何もないけどチュウまで、いつでも全力でイチャイチャしていたものだった。

　子どもの前であっても、変わらずに。

　そして、子は親を見て育つものである。

　そんな両親の元で育った夕ゆう也やと耶や宵よいは、男女は仲良くするものであり、イチャイチャするもの、という常識を自然とすり込まれていた。

　そして、イチャイチャする対象として、夕也にとってもっとも身近だったのが耶宵であり、耶宵にとってもっとも身近だったのが夕也だった。

　つまりは、夕也と耶宵は自然と両親のマネをするようになっていたのだ。

　兄妹きようだいの仲が良くて、それをとがめる大人などいるはずもない。

　だから、夕也と耶宵の関係が正されることはなかった。

　やがて幼稚園や小学校に通うようになって、自分たちで「それが少し普通と違っている」ことに気がつくまでは。

　――でも、幼い頃にすり込まれた感覚は、そう簡単には消えない。

　実感としてその根の深さがわかるからこそ、この耶宵の暴挙の原因付近にありそうなものの見当が、夕也にはなんとなくついているような気がしていた。

　――耶宵は可愛かわいい。妹は可愛い。それは揺るぎない真理だけど、でも……。

　立ち止まって、少し考える時期に来ているのかもしれない。

　ただ、そのことに気づくのが、ことがここに至っては少々遅すぎた。

「もうやめようよ」

　顎あごを引いて柔らかい感触から口を逃がして、夕也は言った。

「やめるって、何をですの？」

「そりゃあ、こんなおっぱい責めを……」

「気持ちよくありませんの？」

「気持ちいいか悪いかの問題じゃなくて……。こんなことはもう……いや、もっと根本的な部分のことかな」

「意味がわかりませんの。そもそも、やめる理由がありませんの。私は兄にい様さまが大好きですの。だから、やめなくてもいいんですの」

　言いながら、耶宵はギュッと夕也の頭を抱きしめる手に力を込めた。

「兄様は、私のことが好きじゃありませんの？」

　問われて、夕ゆう也やは少し迷った。

　迷って――、

「もちろん、好きだよ。好きに決まってる」

　そう、正直に告げた。

「じゃあ、何の問題もありませんの」

「あるよ」

　呟つぶやくように、しかし、ハッキリと、夕也は断言した。

「あるんだよ。僕と耶や宵よいはさ、父さんと母さんとは違うんだよ」

「兄にい様さま……何を言ってますの……？」

「だって、僕と耶宵は兄妹きようだいだから」

　耶宵は夕也の頭を解放して一歩下がり、

「そんなの関係ありませんのッ！」

　と声を荒らげた。

「常識とか法律とか世間の目とか、そんなのは関係ありませんの！」

「耶宵……」

「愛がすべてですの！　愛があれば大丈夫で、最後に愛は勝ちますの！」

「そんな、昔のラブソングみたいな……」

「私は兄様のことを愛してますの！　ずっと前から、物心ついた頃から、ずっとずっと兄様を愛してますの！」

　頬ほおを紅こう潮ちようさせながらも、耶宵は迷いのないまっすぐな目で夕也を見つめていた。

「それはね、錯覚だよ。僕たちはずっと父さんと母さんがラブラブなのを見て育ったから、そういうものだって思い込んでいただけだよ」

「違いますの！　本当に愛してますの！」

「違わない」

　あえて淡々と、夕也は言った。

「常識も法律も世間の目も、全部無視できないんだよ。おまけに、生物としても選択を誤ってる。何より、僕らが突っ走れば、父さんや母さんが世間から後ろ指を指されることになるんだよ？」

「兄様らしくありませんの。まるで私を説得するというより、自分を納得させようとしてるみたいですの」

「そんなことはないよ」

「ありますの。兄様は、自分が正しいと思ったら堂々と反抗する人ですの。現に、学校の規則に逆らって帰宅しない部を作りましたの！」

「それはそうだけど」

「だから、兄にい様さまも堂々と私を愛していいと思いますの！」

「そりゃあ僕だって、これまでに何回か『血が繋つながっていなければ』とか思ったことはあるけどさ」

「……『これまで』ですの？　今は、思ってはくれませんの？」

「今は……」

　反射的にまぶたの裏に浮かんだ顔は――

「……」

　言いい淀よどんだ夕ゆう也やの顔を見て、悟ったのだろう。

　耶や宵よいは悲しげな、寂しげな顔で目元に大きな涙を浮かべた。

「イヤですの……」

　絞り出すように、うめくように、打ち震えながら耶宵が言う。

「お願いですの、兄様。私を愛してるって、言ってくださいですの……」

「え……？」

「兄様……お願いですのッ！」

「……っ」

　ぐにゃり、と夕也の視界が歪ゆがんだ。

　――これは……この感覚は、前にも……！

　何かが心に絡みついてくるような、のしかかってくるような感覚。心を縛りつけられるような重圧。

　――これ……は……。

「お願いですの、兄様」

　――僕は……。

　意識が、ねじ曲げられそうになる。

「兄様、私を愛してるって、言ってくださいですの」

　その言葉が、まるで奔ほん流りゆうのように夕也の意識を押し流そうとする。

「兄様」

　耶宵の一言一言が、巨大なハンマーの一撃のように重く激しく夕也の心を打ち据える。

　自分は耶宵を愛していたのではないか。

　一人の女性として、愛していたのではないか。

　そんなふうに、意識が強制的に上書きされそうになる。

　それは、夕也すら未いまだかつて味わったことのないほどの出力で発はつ露ろされた『超妹力』だった。まるで耶宵から放たれる思念の力がバトルマンガの主人公が纏まとうオーラのように見えそうなほどに、耶宵の力は核融合もかくやという爆発力で高まっていた。

「兄様、私は本気ですの」

　目元に涙を浮かべたまま、耶や宵よいはワンピースタイプの制服を脱ぎ捨てた。

「なっ――」

　薄暗い室内に、耶宵の透き通っているかのような真っ白い肌が浮かび上がる。それと対比するような、周囲の薄暗さに溶け込むような黒タイツ。

　そしてもっとも目を引く超中学生級の胸のふくらみは、いつか夕ゆう也やも同行したゆすらの服を買いに行く目的のショッピングで購入した黒い下着にふんわりと包まれて美しくも妖あやしい谷間を作り上げていた。

「兄にい様さまのためなら私、すべてを捧ささげることだってできますの。身も、心も」

　ただでさえインフレしすぎな高まりを見せていた耶宵からの圧力が、さらに倍以上に跳ね上がる。

「兄様に愛してもらうためなら、私、なんだってできますの」

　上の下着とおそろいの、大人っぽい黒。

　その黒が、すらりと伸びた脚の白さをこれでもかと引き立てていた。

　耶宵が――妹が、下着姿のまま一歩夕也に近づいた。

　――くっ……。

　今の耶宵は、ただ距離を一歩詰めるだけで超必殺技級の破壊力を発はつ揮きしていた。

　――こ、この状況で、またあの頭を抱きしめる攻撃でもやられたら……！

　絶望的だった。

　現状ですら、耐えることさえ困難だというのに。

　さらに一歩、耶宵が歩み寄ってくる。

　もう、たわわに実った禁断の果実は目と鼻の先――。

「ぐ……が……」

　抗あらがいきれない。

「兄様……私を愛してるって……言ってくださいですの」

　テレビの電源が切れるように、ぶつん、と心の中が一気に暗転した。

「うん……。耶宵、愛してる……」
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　大学病院の付近にまでやって来たゆすらたちは、早さつ速そく猫たちに夕也の捜そう索さくをお願いしつつ、また聞き込みを開始した。

　そして、ものの五分で、

「生徒会長殿、そこのコンビニで目撃情報がありました。柊木ひいらぎ夕也の妹らしき人物が大量のおにぎりや飲み物を買い込んでいったと。この近くでは見慣れない制服だったのと、あまりに馬鹿げた量を買っていったから鮮明に覚えていたようです」

　との情報が苦もなく掴つかめた。

「生徒会長たちが掴んだ情報と、沙さ月つきちゃんたちの推理がドンピシャでしたね！」

「ええ、確実に包囲網は狭せばまっているわ」

「ってゆーか、会長、もうほぼ王手だよ。あと二、三手で詰むと思うね」

「それには俺おれも同感だ」

「誰だれも貴方あなたの意見なんて聞いていないわ」

「……ごめんなさい」

　沙月に冷たく言われて、雅まさ紀きはまたがっくりと肩を落とした。

「……ユウは近くにいる？」

　更さら紗さの服をくいくいっと引っ張って、ゆすらが訊きいた。

「はい、そうみたいです……」

　ゆすらは子猫を抱いたまま、唐とう突とつに、

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――ん！」

　と吠えた。

　全員がその大音量にギョッとして、通行人もこぞってゆすらに注目した。

　しかし、ゆすらはそんなことはおかまいなしに、

「あおぉ―――――――――――――――――――――――――ん！」

　とまた吠えた。

「ちょ、ゆすら先せん輩ぱい！　こんな街中で何遠とお吠ぼえしてるんですか！」

　口を押さえようとした恋れん子こから、ゆすらは機き敏びんにバックステップを踏んで逃げた。

「……近くにいるなら、呼びかければユウは気づいてくれる」

「近所迷惑です！　っていうか、耶や宵よいちゃんにも聞かれちゃうじゃないですか！」

「そうね、しかも囚とらわれの夕ゆうくんが自由に動けるかも定かじゃないから、仮に気づいてもらえても何もできない可能性が捨てきれないわ」

「それどころか、犯人にボクらが追いかけてきてることを教えるだけだよねー」

「残念だが、自分も右う京きようの意見に同感だ」

「それ以前に、目立って恥ずかしいやないの」

「とりあえず、遠吠えするより場所の特定が先だと思います……」

　口々に反対されて、ゆすらは、

「くぅーん」

　と寂しそうな目になって意い気き消しよう沈ちんした。

　そこへ、何匹かの猫がゆすらの元へと駆け寄ってきた。そしてゆすらを見上げてみゃあみゃあと鳴き始めた。

「桜さくら江えさん、もしかして……」

「がう。ユウの匂いを見つけたって言ってる」

「いよいよですね、ゆすら先せん輩ぱい」

「がう」

「じゃあ、行きましょうか。右う京きようさん風に言うなら、チェックメイトをかけに」

　うなずいて、ゆすらたちは先導する猫たちを追いかけて走り始めた。
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「うふふ、兄にい様さま、やっと愛してるって言ってくれましたの」

　靄もやがかかったような、朦もう朧ろうとした状態のまま、ただただ耳から入ってくる耶や宵よいの言葉が心地よく感じられた。

「じゃあ、兄様、次はキスですの」

「うん……」

　ただ流されるままに、近づいてくる耶宵の唇くちびるを受け入れようと目を閉じる。

　だが、その瞬間。

『あおぉ―――――――――――――――――――――――――ん！』

　どこか遠くから、聞き慣れた遠とお吠ぼえが響いてきた気がした。

　自分を――仲間を呼ぶ、力強くも優しい遠吠えが。

　ゆすらの顔が、靄の中にハッキリと映し出された。

　それを皮切りに、恋れん子この顔や琴こと音ねの顔が、帰宅しない部で一緒に過ごした思い出が、矢や継つぎ早ばやに脳裏に蘇よみがえってくる。

　――ダメだ。

　その遠吠えは、か細い光だった。甘かん美びなまどろみから正気へと至る、微かすかな道しるべ。

　――このまま流されたら、僕だけじゃなく耶宵も……。

　夕ゆう也やは、血が出るくらい強く唇を噛かんだ。

　痛みが、ほんの少しでも意識をクリアにしてくれる。

　そのほんの少しの正気を起点に、夕也は自然と思い浮かんだ仲間たちの顔を強く強く意識した。

　強く。

　強く強く。

　――屈するわけにはいかない。絶対に！

　ぴしり、と心に絡みついていた強大な何かに亀裂が入る。

「……できないよ」

「え？」

「キスはできない。しちゃいけないんだ」

　そして、耶や宵よいをまっすぐに見据えた。

「僕は――」



　　　＊



「管理人に話はつけてきたよ！」

　駆け寄ってきて、琴こと音ねに財布を返しながら右う京きようが言った。

「よーし！　あとは突撃あるのみです！」

　猫たちが導いてくれたのは、よくある学生向けのワンルームアパートの一室だった。猫の群れはいまもまだ、ドアの前やアパートの通路に溢あふれている。

　そこで例によって右京が琴音から財布を借りて交渉に向かい、札さつ束たばの力で話をつけてきたというわけだった。

「とりあえず、ドアの破壊までは大目に見るけど、周囲の住人には迷惑をかけてくれるなってさ」

「ありがとう、右京さん」

「……ドアはどうやって壊す？」

「ゆすら先せん輩ぱい、なんで壊すこと前提なんですか」

「……鍵を開けるのが得意なユウの妹がいないから」

「あ、確かに、ヘアピン一本で鍵を開けたりできるのは彼女だけですよね……」

「くっ、ここに熊の毛皮さえあれば、あたしの死霊術でゾンビ化させてドアくらいぶち破らせるのに……！」

「また物騒な……。志し々し谷やさんたちは無理なのかな？　何か秘奥おう義ぎ的な技でドアを一刀両断とか……」

　訊きいた雅まさ紀きに、左さ京きようは首を横に振った。

「無む茶ちやを言わないで頂きたい」

「いくら姉さんでもそこまでは無理だよ。いくら強いっていったって、普通の女子高生だもん。マンガやアニメじゃないんだからさ」

「って、あれ？　ここのところ、俺おれが発言すると必ず入っていたツッコミが……」

「何よ」

　ドアの前でゴソゴソ何かをやっていた沙さ月つきが振り返った。

「いえ、その、ごめんなさい……」

「沙月ちゃん、何やってるんですか？」

「何って、プラスチック爆弾を仕掛けて、このドアのシリンダー錠を破壊しようとしてるのよ」

「ああ、なるほど……。って、ええっ!?」

「ちょっと、土つち御み門かどさん、どうしてそんなモノを持っているの!?」

　詰め寄る琴こと音ねに、沙さ月つきはしれっと、

「何を持っていても私の勝手でしょう？」

「いや、勝手じゃないでしょ。見つかれば捕まるし。っていうか、犯罪だし。昨日だって発はつ煙えん筒とうとかで騒ぎ起こしてたし」

「確かに」

　右う京きようの言葉に、左さ京きようがうなずいた。

「それを言うなら、桜さくら江え先せん輩ぱいのナイフだって銃じゆう刀とう法ほうとかに引っかかるんやないの？」

「……これは牙だからいい」

「私のこれも陰おん陽みよう道どう再現に必要な牙よ」

「……なら、いい」

「いいんですか!?」

「何よ、恋れん子こちゃんまで。恋子ちゃんの熊ゾンビの方がよっぽど危険やないの」

「いやいや、熊の剥はく製せいや毛皮の所持は法には触れねーですから」

「ええと……法にさえ触れなければいいって考え方も、相当危険な気がしますけど……」

「包帯で武道系部員を誘拐できる人に言われたくねーです」

「まったくやわ」

「正直、ドングリの背比べだと思うのだが……」

「だよねー。ボクら武ぶ装そう風ふう紀き委い員いんはさ、もう少し取り締まりとか強化した方がいいんじゃないかって思えてくるよね」

「じゃあ、他にこのドアをどうにかできる人はいるの？」

　沙月の問いに、挙手する者はいなかった。

「ほら、誰だれもいないじゃない。じゃ、早さつ速そく爆破するから、みんな下がって。あ、猫たちも避難させて」

「がう」

　全員がドアから離れ、猫たちもゆすらによってドアから離れるように指示が出された。

　そして。

「じゃあ、行くわよ。三、二、一」

　沙月が手にしたリモコンを操作するなり、ドン！　と重く響くような音と共にドアノブが吹っ飛んだ。

「うひゃあ、マジ爆弾だ……」

　右う京きようが音に驚いて頭を抱えたポーズをとったまま、苦笑交じりに呟つぶやいた。

「そんなことはいい！　突入する！」

　そう叫んで先陣を切った左さ京きように続いて、ゆすらも恋れん子こも琴こと音ねもドアの向こう側へと踏み込んだ。

　と、その瞬間。

「僕は――、耶や宵よいのことは好きだけど、耶宵の想おもいには応えられないよ。妹を好きっていうのは、結婚とか恋人とか、そういう好きとは別のものだから」

　まるでドア爆破の音や外での喧けん噪そうなど聞こえていなかったような、そしていつになく真剣な顔つきで、ハッキリと夕ゆう也やは耶宵に告げた。

　突入したゆすらたちは、ホッと安心したように口元を綻ほころばせた。

　対照的に、耶宵の目元に溜たまっていた涙は頬ほおを伝ってこぼれ落ちた。そのまま、ボロボロと大粒の涙が止めどなく溢あふれては流れ出す。

「あ――――ん、兄にい様さまぁ――――」

　その場でへたりこんで、耶宵は幼おさな子ごのように声を上げて泣きじゃくり始めた。

「ええと、ごめん……。っていうか、耶宵、手て錠じよう……」

　夕也の声は、耶宵の泣き声によって封殺される。

「耶宵ちゃん、女の子はこうやって失恋を重ねて大人になっていくのよ」

「うあ―――――ん、したり顔で上から目線の琴こと姉ねえ様むかつきます――、あーん」

「もう、泣きながらでも悪あく態たいだけはつくのね」

「ってか、耶宵ちゃんなんで服脱いでるんですか!?」

「何を見ようとしてはるの、とっとと外に出なさい、この変態！」

「え、そんな」

　室内に入ってこようとした雅まさ紀きを、沙さ月つきが外へと蹴り出した。

「……ユウ」

　猫を抱えたまま、ゆすらが夕也へと駆け寄った。

「……無事か」

「うん、まあ、なんとか」

「……よかった」

　にっと笑うゆすらに、夕也も微笑ほほえみを返した。

「あ、そうだ。ゆすら、ありがとう」

「がう？」

「遠とお吠ぼえがね、聞こえた気がしたんだよ。その遠吠えに助けられたっていうか、あれのおかげでなんとか踏みとどまれた気がするから」

「がう！　遠吠えは仲間への呼びかけ。だから聞けば安心するし、心強くなる」

「ホントだね。今回は心底そう思ったよ」

「がう。あと、猫も頑張った」

「猫が？」

　経緯をよくわかっていない夕ゆう也やが不思議そうに首を傾かしげる。

「がう！　猫はオオカミほどじゃないけど、なかなか頼りになる」

「にゃあ」

　褒ほめられたのがわかるのか、ゆすらの腕の中で猫が嬉うれしそうに鳴いた。

「ええと、そうなんだ。よくわからないけど、じゃあ僕もその子猫に感謝しないといけないね」

「……他にもたくさんの猫が手伝ってくれた」

「そっか。で、その話はあとでゆっくり聞くからさ、そろそろ誰だれか、この手て錠じようを外してもらえないでしょうか」

　夕也の懇願に、ゆすらと猫は、

「がう？」

「にゃあ？」

　と、揃そろって首を傾げるのだった。



    

  
    
      


エピローグ



　――兄にい様さまに拒絶された。

　ずっと大好きだった兄に。

　もう、兄の心は誰かの方を向いてしまっている。耶や宵よいはそれを直感的に理解していた。

　でも。

　――恋愛に疎うとい兄様は、おそらくまだ自分の気持ちに気がついていませんの。

　ならば、まだチャンスはある。

「……諦めるなんて……できるはずがありませんの」

　小さく、口の中で呟つぶやいた。

　幸い、妹としてまで嫌われてしまったわけではない。

　――とにかく、また妹として好感度を稼かせぎますの。そうやってチャンスを窺うかがえば……。

「私は、負けませんの……！」

　自分に言い聞かせるように、低く、力強く言って、耶宵はまた兄の側そばへと駆け出した。
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「ほあー」

　と、三さん十じゆう三さん間げん堂どうに入るなり、所狭しと並んだ仏像群を見て、ゆすらは若干まぬけな感かん嘆たんの声を上げた。

　国宝の千せん手じゆ観かん音のん坐ざ像ぞうもさることながら、重要文化財の千体千手観音像の数がもたらす圧迫感にも似た雰囲気は京都の数ある社しや寺じの中でも異彩を放っている。

「すごいよね。京都は色んなお寺に色んな仏像があるけど、ここは特に迫力があるんじゃないかな」

「確かに、これだけの数にズラッと並ばれると、異様っていうか、なんか独特の空気がありますよねー」

　恋れん子こがうなずいた。

　ゆすらはそのとなりでまじまじと仏像を眺めて、不思議そうに、

「……なんでこいつらは手がいっぱいある？」

　と首を傾かしげた。

「すべての人を余さず救うため、だそうよ」

　沙さ月つきが説明したものの、ゆすらは首を傾げて、

「……なんで手がいっぱいあると人をいっぱい救える？」

「いやその、そういうのは象しよう徴ちようっていうか、昔の人はそう考えたのよ」

「……よくわからない。でも、強そう」

「強そうって……千手観音はどっちかっていうと慈悲深い観音様やのに……」

「ふむ、ある意味正しいのかもしれない。人を救うということに関してここまで一貫しているなら、それは紛まぎれもなく強さだ」

「姉さん、それちょっと違うんじゃない……？」

「右う京きようは感じないのか、この峻しゆん厳げんな趣おもむきを」

「いや、姉さんが言いたいことは感覚的にはわかるんだけどさ」

　そんなやりとりをしている後ろでは、

「……はい。二人とは合流できましたし、具合もよくなったそうなので、修学旅行に復帰するそうです」

　と琴こと音ねが一いちノの瀬せ先生に携帯電話で報告し終え、小走りで夕ゆう也やたちを追いかけてきた。

「さあ、夕ゆうくん、報告も終わったわ」

「え、うん」

　その返事を待たずに、至極自然な動きで、琴音は夕也の腕に自分の腕を絡めた。

「え、こ、琴こと姉ねえ……!?」

「ちょ、生徒会長！　なんでどさくさに紛まぎれて腕組んでるんですか！」

「がう！　おっぱいさんずるい！」

　恋れん子こが叫んで抗議している間に、ゆすらが反対側の腕に飛びついた。

「あっ、ゆすら先せん輩ぱいまで！　あ、あ、あ、あたしもっ」

　ゆすらが飛びついた腕に、恋子までが割り込んでつかもうとする。

「え、ちょ、なんなのみんな!?」

「そうですの！　全員兄にい様さまから離れてくださいですの！」

　言いながら駆け寄ってきた耶や宵よいは、腕ずくで三人を夕ゆう也やから引ひっ剥ぱがした。そして、空いた腕に自分がしがみつく。

「兄様の腕は私の予約席ですの！」

「ついさっき盛大にフラれた人がなんなんですか！」

　そう言った恋子に、耶宵はべーと舌を出して、

「そうですけど、兄様は妹として好きだって言ってくれましたの！　だから、とりあえず妹として好きでいてもらいますの！」

「なんじゃそりゃーですーっ！」

「ホント、我が従妹いとこながら、めげない子だわ」

「がう」

「さあ兄様、向こうに国宝があるそうですの！　早く見に行きましょう？」

「あ、うん……」

　耶宵に引っ張られるように、夕也は奥へと進んでいく。

「まあでも、あのシスコンがあの局面で自分から耶宵ちゃんの誘惑を断ったってだけで、今回は御の字ですかね」

　仲なか睦むつまじい兄妹きようだいの背中を見送りながら、恋子がため息交じりに言った。

「そうかもしれないわね」

　琴こと音ねは苦笑しながらうなずき、

「がう」

　ゆすらも大真面目まじめな顔でうなずいた。

「さすが我がライバルだ。自分は、柊木ひいらぎ夕也なら妹の誘惑にも打ち勝つだろうと信じていたが」

「あれー、そのわりには姉さん、貞てい操そうの危機って聞いてうろたえてたと思うけど」

　意い地じ悪わるげに右う京きようが笑った。

「なっ、ちがっ……！」

　左さ京きようの顔が真っ赤に染まる。

「右京！」

　しかし、左さ京きようが妹をとがめようとしたときには、すでに右う京きようは順路の先へと逃げ出していた。

「まったく、逃げ足だけは速い……！」

　微笑ほほえましい姉妹のじゃれ合いのすぐわきでは、

「それにしても、あの夕ゆう也やが妹の誘惑に耐えきるとはなあ」

　しみじみと、仏像を眺めながら雅まさ紀きが呟つぶやいた。

「うるさいわね。貴方あなたの感想なんて誰だれも聞いていないわ」

　間かん髪はつをいれず、沙さ月つきの冷たいツッコミが飛んでくる。

「……ごめんなさい」

　しょんぼりと肩を落とす雅紀に、沙月は深いため息をついた。

「まあ、でもあの兄妹きようだい、昼ドラ真っ青の爛ただれた展開になったりしなくてよかったわね」

「え？」

　聞き返した雅紀からぷいっと顔を背そむけて、沙月は、

「さあ、さっさと先に行くわよ」

　と夕也たちや右京の後を追いかけるように歩き始めた。

「あ、ちょ、待っ……！」

　慌てて、沙月を追いかけるように雅紀も奥へと向かう。

「なんだかんだで、あの二人も良いいコンビに見えてきました……」

「確かに」

　くすくす笑いながらの更さら紗さの言葉に、左京もうなずいた。

「あたしたちも追いかけましょうか。いくら絶賛ハートブレイク中でも、これ以上耶や宵よいちゃんに好き勝手させてはおけねーです！」

　そう言って恋れん子こがぐっと握りしめた携帯電話には、『恋』の字が刺し繍しゆうされた赤いお守りがストラップよろしくくくりつけられていた。

「あらあら、確かにそうね」

「がう」

　ゆすら、恋子、琴こと音ね、更紗と左京も先へ行った仲間たちを追って足を速める。

　やがて国宝の千せん手じゆ観かん音のん坐ざ像ぞうが大きく見えてきた頃。

　琴音が国宝の前で耶宵と一緒にたたずんでいる夕也に声をかけようとした、その瞬間。

　琴音の携帯電話から流れ出した呼び出し音が、堂内に響き渡った。

「あら、何かしら」

　言いながら、琴音が電話に出る。

「もしもし？　……ええっ、なんですって!?」

　突然琴音が上げた大声に、周囲にいた恋子やゆすらたちはもちろん、少し先に行きかけていた夕ゆう也やと耶や宵よいも振り返った。

「ほ、本当なの……？　お祖じ父い様さまが……倒れたって」

　小こ刻きざみに震えながらそう言った琴こと音ねの顔からは、いつもの穏やかな微笑ほほえみは完全に消えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　ライトノベル作家生活も五年目に突入しました！

　どうも、おかざきです。

　本作も六巻目で、私個人のシリーズ最長記録更新と相成りました。それもこれも、私の本を購入し読んでくださる皆さまのおかげです。篤く御礼申し上げます。

　さて、ここからは若干ネタバレを含みますので、あとがきから読み始めた方は先に本編をお楽しみ頂ければと思います。

　それでも強行する方は自己責任で。

　えー、では本題。

　今回は冒頭でみんな浴衣ゆかたとかを着用しています。浴衣に限らず、和装の女性って素敵ですよね。

　決して露出が高いわけではありませんが、なんだか見ているこちらも背筋が伸びるような、清せい楚そで凜とした趣おもむきがあります。それを素敵と感じるのは、やはり歴史と伝統ゆえなのでしょう。もっと着物とか普段着的に着るような世の中でもいいんじゃないかな。

　まあ、見るだけの私は気楽に言いますが、着る方は着付けとか大変なんでしょうけど。

　っていうか、和服に限らず、民族的な衣装って全体的に素敵なイメージがあります。インドやネパールなどのサリーもエキゾチックで素敵です。

　やはり長い伝統と文化の中で洗練されてきた重みが美しさの中にあるのでしょう。

　とは言いつつも、私がもっとも愛しているのはチャイナドレスです（断言）。

　ところが、調べてみるとこのチャイナドレスって、案外新しいんですよね。源流を遡れば色々たどれるようですけど、我々がイメージするノースリーブでタイトでスリットがあって、のチャイナドレスが登場するのは一九三〇年代とかみたいです。しかも一回色々な理由で下火になって、メジャーになったのは一九八〇年代という最近っぷり。

　なんか民族衣装というカテゴリが揺らいできました。中国四〇〇〇年の歴史から見たら生まれたてほやほやみたいなものです。

　とはいえ、歴史がどうであったとしても、チャイナドレスの素晴らしさは一切損なわれませんけどね！

　むしろ完成されたのが最近だというなら、考案した人を尊敬します。超リスペクト。ボディライン丸わかりのシルエットといい、チラリズムを体現したかのようなスリットといい、もう狙いが的確すぎて脱帽するほかありません。

　今後も隙すきあらばチャイナドレスを物語に組み込めるよう、虎視眈々と狙っていきますので乞うご期待！　であります。

　あと、「チャイナドレスもはいてない疑惑」などというすばら……けしからんネタを教えてくださった赤あか松まつ中ちゆう学がく先生にも、心からの感謝と尊敬を捧ささげます。今度また遊びに行きましょう。

　何はともあれ、はいてないバンザイ！

　という流れでスムーズに謝辞へシフト。

　今回も美麗なイラストを描いてくださいましたぺこ先生、面白いコミック版を描いてくださっているｒｉｎ先生、編集長様、担当のＫ様、編集部の皆さま、他、関係者の皆さま、ありがとうございました！

　そしてこの本をお買いあげ頂いたあなた様にも、再度御礼をば。

　ありがとうございます。

　では、また七巻でお会いしましょう！

おかざき登のぼる
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